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鐵

特
集
/
道
路
関
係
国
公
団
民
営
化

週
離
関
係
四
公
団
民
営
化
に
係
る

贓
組
み
に
つ
い
て

大
臣
官
房
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
組
織
設
立
準
備
室

一

は
じ
め
に

本
年
一
〇
月
一
日
に
、
い
よ
い
よ
道
路
関
係
四
公
団

(日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道

路
公
団
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
を
い
う
。
以
下
同

じ
。)
が
民
営
化
さ
れ
ま
す
。

既
に
昨
年
六
月
九
日
に
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関

係
四
法

(高
速
道
路
株
式
会
社
法

(平
成
一
六
年
法
律
第

九
九
号
)、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有

･
債
務

返
済
機
構
法

(平
成
一
六
年
法
律
第
一
〇
〇
号
)、
日
本

道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
道
路
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律

(平
成
一
六
年
法
律
第
一
〇
一
号
)
及
び

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法

(平
成
一
六
年

法
律
第
一
〇
二
号
)
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
が
公
布
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関

係
政
省
令
の
制
定
や
承
継
す
る
資
産

･
債
務
の
確
定
、
高

速
道
路
の
新
設
、
改
築
等
の
管
理
を
行
う
高
速
道
路
株
式

会
社

(以
下

｢会
社
｣
と
い
う
。)
及
び
高
速
道
路
の
保

有
及
び
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
等
に
要
し
た
費
用
に
係

る
債
務
の
返
済
を
行
う
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

有

,
債
務
返
済
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
の
設

立
準
備
等
、
む
し
ろ
民
営
化
に
伴
う
実
質
的
な
作
業
は
道

路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
四
法
の
制
定
後
こ
そ
が
山
場

で
あ
り
、
本
年
一
〇
月
一
日
に
向
け
て
、
現
在
も
各
公
団

と
連
携
し
つ
つ
様
々
な
準
備
作
業
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
民
営
化
直
前
の
こ
の
時
期
を
と
ら

え
て
、
改
め
て
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
全
体
を
脩
轍

す
る
こ
と
と
し
、
民
営
化
が
決
定
さ
れ
た
経
緯
、
民
営
化

ス
キ
ー
ム
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
、
民
営
化
に
向
け
た
主
な
取

組
み
と
そ
の
成
果
、
そ
し
て
今
後
の
動
き
に
つ
い
て
ご
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二

民
営
化
の
経
緯

1

｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣

小
泉
改
革
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
特
殊
法
人
改
革
は
、
｢民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

委
ね
る
｣
と
の
考
え
方
の
下
、
平
成
一
三
年
三
一月
一
九

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣

に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
関
係
四
公
団
に
つ

い
て
も
、
こ
の
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
を
踏
ま
え

る
形
で
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化

推
進
委
員
会

(以
下

｢委
員
会
｣
と
い
う
。)
に
お
い
て

調
査

･
審
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。



2

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
意
見
書
｣

委
員
会
に
お
い
て
は
、
平
成
一
四
年
六
月
二
四
日
の
第

一
回
会
合
以
来
、
計
三
五
回
、
約
一
四
〇
時
間
に
わ
た
る

議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
同
年
一
二
月
六
日
に
小
泉

総
理
に
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
意
見
書

(以
下

｢意
見
書
｣
と
い
う
。)｣
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
を
受
け
、
同
年
=
一月
一
〇
日
の
閣
議
に
お
い

て
小
泉
総
理
か
ら
、
｢
こ
の
意
見
を
基
本
的
に
尊
重
す
る

と
の
方
針
の
下
、
(中
略
)
政
府
と
し
て
改
革
の
具
体
化

に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
｣
と
の
意
向
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

3

｢道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て
｣

こ
の
総
理
に
よ
る
発
言
を
踏
ま
え
、
道
路
関
係
四
公
団

の
民
営
化
に
関
す
る
措
置
の
う
ち
平
成
一
五
年
度
予
算
か

ら
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
検

討
し
て
予
算
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
年
一
二
月
三
一日
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
関
す

る
政
府

･
与
党
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
｢道
路
関
係
四
公

団
の
民
営
化
に
つ
い
て
｣
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

①
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
、
フ
ァ
ミ
リ
!
企
業
の
抜
本

的
見
直
し
、
道
路
関
係
四
公
団
に
お
け
る
民
間
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
に
つ
い
て
は
直
ち
に
取
り
組
む
。

②

平
成
一
五
年
度
予
算
に
関
連
す
る
事
項
と
し
て
、

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理

(有
利
子
負
債

の
一
部
を
切
り
離
し
て
国
の
道
路
特
定
財
源
で
処
理

す
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
出

資
期
間
を
平
成
三
四
年
度
ま
で
一
〇
年
間
延
長
)
と

新
直
轄
方
式

(国
と
地
方
の
負
担
に
よ
る
新
た
な
直

轄
事
業
)
の
導
入
を
行
う
。

③

具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
意
見

を
基
本
的
に
尊
重
す
る
と
の
方
針
の
下
に
検
討
を
行

い
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
案
の
平
成
一

六
年
度
通
常
国
会
提
出
を
目
指
す
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

4

｢道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠
点
空
港
及
び
政
策
金

融
機
関
の
改
革
に
つ
い
て
｣

｢道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て
｣
を
受
け
、

同
年
一
二
月
一
七
日
、
｢道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠
点

空
港
及
び
政
策
金
融
機
関
の
改
革
に
つ
い
て
｣
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
員
会
の
意
見
を
基
本

的
に
尊
重
す
る
と
の
方
針
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
の

成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
審
議
経
過
や
意
見
の
内
容
を
十
分

精
査
し
、
必
要
に
応
じ
与
党
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
建
設

コ
ス
ト
の
削
減
等
の
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
平
成

一
五
年
度
予
算
に
関
連
す
る
事
項
等
を
整
理
し
た
上
で
、

民
営
化
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
･
立
案
作
業
を
進
め
て

い
く
方
針
を
政
府
と
し
て
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

5

民
営
化
の
時
期
を
決
定

閣
議
決
定
の
内
容
は
同
年
三
一月
二
六
日
に
開
か
れ
た

第
二
回
政
府
･
与
党
協
議
会
で
与
党
側
に
報
告
さ
れ
、
併

せ
て
政
府
予
算
案
と
平
成
一
五
年
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理
及
び
新
直
轄

方
式
の
導
入
等
を
内
容
と
す
る
法
案
を
平
成
一
五
年

度
通
常
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

②

新
組
織
の
ス
キ
ー
ム
の
概
要
を
平
成
一
五
年
一
二

月
ま
で
に
決
定
す
る
こ
と
。

③

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
関
す
る
法
案
を
平

成
エ
ハ年
度
通
常
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

④

平
成
一
七
年
度
中
に
道
路
関
係
四
公
団
を
民
営
化

す
る
こ
と
o

等
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

を首行セ フnnベフ

6

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
四
法
の
成
立
･
公
布

ま
で

こ
れ
を
受
け
、
政
府
は
ま
ず
、
①
に
係
る
法
案
の
検
討

作
業
に
着
手
し
、
平
成
一
五
年
二
月
四
日
に
は

｢本
州
四

国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
平

成
一
五
年
度
に
お
い
て
緊
急
に
講
ず
べ
き
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
案
｣
及
び

｢高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
沖
縄
振

興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
｣
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
両
法
案
は
国
会
審
議
を
経
て
同
年
四
月

二
五
日
に
成
立
し
、
五
月
一
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。



ま
た
、
同
年
三
月
二
五
日
の
第
三
回
政
府

･
与
党
協
議

会
で
、
コ
ス
ト
削
減
計
画
の
策
定
、
関
連
法
人
の
抜
本
的

見
直
し
、
民
間
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
を
柱
と
す
る

｢道

路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
関
し
直
ち
に
取
り
組
む
事
項
に

つ
い
て
｣
が
公
表
さ
れ
た
後
、
六
月
一
三
日
に
は
民
間
企

業
並
財
務
諸
表
が
公
表
さ
れ
、
同
年
三
一月
二
二
日
の
第

五
回
政
府
･
与
党
協
議
会
で
は

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営

化
の
基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
｣
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、

①

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
計
画
区
間

(九
、
三
四

二
蝿
)
の
う
ち
未
供
用
の
約
二
、
0
0
0
鬮
に
つ
い

て
事
業
方
法
等
を
見
直
し
、
抜
本
的
見
直
し
区
間
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
最
大
一
0
･
五
兆
円
も
の
有

料
道
路
事
業
費
を
縮
減
す
る
こ
と
。

②

新
た
な
組
織
と
し
て
、
公
団
事
業
を
引
き
継
ぎ
、

道
路
の
建
設
･
管
理
･
料
金
徴
収
を
行
う
特
殊
会
社

と
、
資
産
･
債
務
を
保
有
し
会
社
か
ら
の
貸
付
料
収

入
で
債
務
を
返
済
す
る
独
立
行
政
法
人
を
設
立
す
る

こ
、と
0

③

会
社
は
日
本
道
路
公
団
を
分
割
し
て
作
る
三
社
と

首
都
高
速
道
路
公
団
･
阪
神
高
速
道
路
公
団
･本
州

四
国
連
絡
橋
公
団
の
各
公
団
を
母
体
と
す
る
三
社
の

計
六
社
と
し
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

に
つ
い
て
は
経
営
安
定
化
時
点
で
近
接
会
社
に
合
併

さ
せ
る
こ
と
o

④

独
立
行
政
法
人
は
民
営
化
か
ら
四
五
年
後
に
は
債

務
を
完
済
し
、
そ
の
時
点
で
高
速
道
路
を
道
路
管
理

者
に
移
管
し
無
料
開
放
す
る
こ
と
。

⑤

E
T
C
の
活
用
等
に
よ
る
弾
力
的
な
料
金
体
系
を

導
入
し
、
各
種
割
引
に
よ
り
料
金
を
引
き
下
げ
る
こ

"と
0

⑥

新
規
建
設
は
、
従
来
の
国
か
ら
の
一
方
的
命
令
で

は
な
く
、
会
社
の
自
主
的
な
経
営
判
断
に
よ
る
申
請

を
国
土
交
通
大
臣
が
許
可
す
る
方
式
に
基
づ
き
行
う

こ
、と
0

⑦

会
社
は
自
己
調
達
資
金
で
高
速
道
路
を
建
設
し
、

当
該
債
務
は
工
事
完
了
時
に
独
立
行
政
法
人
に
移
管

す
る
こ
と
o

⑧

既
に
供
用
中
の
区
間
は
引
き
続
き
会
社
が
管
理
を

行
い
、
供
用
前
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
民
営
化
後
速

や
か
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
区
間
を
事
業
範
囲

と
す
る
会
社
と
建
設
す
る
区
間
に
つ
い
て
協
議
し
、

ま
と
ま
ら
な
い
場
合
は
他
の
会
社
と
協
議
す
る
こ

1と
0

⑨

道
路
資
産
は
、
新
直
轄
方
式
と
な
る
も
の
を
除
い

て
独
立
行
政
法
人
が
承
継
し
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等

の
関
連
事
業
資
産
は
会
社
が
承
継
す
る
こ
と
。

⑩

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
案
を
次
期
通
常

国
会
に
提
出
し
、
平
成
一
七
年
度
中
に
民
営
化
を
実

施
す
る
こ
と
o

等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
政
府
は
こ
の
基
本
的
枠
組
み
に
沿
っ
て
道
路

関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
案
の
立
案
作
業
を
進
め
、
平

成

一
六
年
三
月
九
日
、
｢高
速
道
路
株
式
会
社
法
案
｣
、

｢独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構

法
案
｣、
｢日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
道
路
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
｣
及
び

｢日
本
道
路
公

団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
案
｣
の
道
路
関
係
四
公
団
民

営
化
関
係
四
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
衆
議
院
及
び
参
議

院
に
お
い
て
十
分
な
議
論
が
行
わ
れ
た
後
に
い
ず
れ
も
同

年
六
月
二
日
に
成
立
し
、同
月
九
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

7

民
営
化
に
向
け
た
検
討
及
び
協
力
体
制
の
構
築

同
年
七
月
一
日
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
ま
で
一
年

余
り
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
政
省
令
の
策
定
や
承
継
す

る
資
産
･
債
務
の
確
定
、会
社
及
び
機
構
の
設
立
準
備
等
、

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て
総
合
調
整
を
行
う

組
織
と
し
て

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
組
織
設
立

準
備
室
｣
が
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
向
け
た
準
備
作
業

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
同
年
八
月
二
日
、
道
路
関
係
四

公
団
の
長
と
国
土
交
通
省
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
道

路
関
係
四
公
団
の
総
裁
･
理
事
長
及
び
国
土
交
通
省
道
路

局
長
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

｢道
路
関
係
四
公
団
･
国
土
交

通
省
連
絡
会
｣
を
開
催
し

(平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
ま

で
に
六
回
開
催
)、
民
営
化
に
向
け
た
各
公
団
共
通
の
課

題
に
つ
い
て
検
討
･
進
捗
調
整
、
民
営
化
に
向
け
た
重
要

課
題
や
作
業
方
針
に
関
す
る
意
見
交
換
等
を
行
っ
て
き
て

6 道キテセ 2005.7



い
ま
す
。

亘

民
営
化
ス
キ
ー
ム
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

日
本
道
路
公
団
法

(昭
和
三
一年
法
律
第
六
号
)
及
び

現
行
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
一
年
法
律
第
七

号
)
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
三
一
年
以
降
、
戦
後
復
興
及
び

経
済
成
長
と
相
模
っ
て
増
大
す
る
道
路
交
通
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
一
般
財
源
の
み
で
は
な
く
、
広
く
民
間
の
余

裕
資
金
を
借
入
金
と
い
う
形
で
吸
収
し
た
上
で
道
路
の
整

備
に
充
当
し
、
完
成
し
た
道
路
か
ら
通
行
料
金
を
徴
収
し

て
当
該
借
入
金
に
係
る
債
務
の
返
済
に
充
て
る
と
い
う

｢償
還
主
義
｣
と
全
国
的
な
路
線
網
全
体
の
総
費
用
を
対

象
に
収
支
計
算
を
行
い
、
路
線
ご
と
の
供
用
開
始
時
点
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
線
の
費
用
を
償
還
し
た
時
に
、

全
線
同
時
に
無
料
開
放
す
る
と
い
う

｢全
国
プ
ー
ル
制
｣

を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
有
料
道
路
制
度
と
、
整
備
計

画
に
基
づ
く
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
係
る
日
本
道
路

公
団
に
対
す
る
施
行
命
令
の
発
出
や
首
都
高
速
道
路
、
阪

神
高
速
道
路
又
は
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
整
備
に
係
る
首

都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
又
は
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
に
対
す
る
基
本
計
画
指
示
と
い
っ
た
道
路
関

係
四
公
団
に
対
す
る
国
か
ら
の
命
令
に
よ
る
整
備
方
式

は
、
高
度
成
長
時
代
を
中
心
に
成
し
遂
げ
ら
れ
て
き
た

｢国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
｣
に
と
っ
て
、
大
変
有
効
な
仕

組
み
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
仕
組
み
に
過
度
に
依
存
し
た
結
果
、
財

政
状
況
の
悪
化
、
人
口
減
少
局
面
の
到
来
等
と
い
っ
た
昨

イ
ン
ト
と
し
て
、

今
の
経
済
環
境
等
の
変
化
に
適
応
で
き
ず
、
不
採
算
路
線

1

道
路
関

の
安
易
な
建
設
、
安
易
な
料
金
引
上
げ
あ
る
い
は
料
金
徴

収
期
限
の
先
送
り
、
コ
ス
ト
縮
減
意
欲
の
欠
如
等
の
弊
害

を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

･
債
務
は
返
済
で
き
る
の
か

･
い
つ
無
料
化
さ
れ
る
の
か

･
無
駄
な
道
路
が
建
設
さ
れ
続
け
る
の
で
は
な
い
か
、

逆
に
、
地
域
に
必
要
な
道
路
が
建
設
さ
れ
な
い
の
で

は
な
い
か

と
い
っ
た
疑
念
や
不
満
を
国
民
の
多
く
が
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
疑
念
や
不
満
は
解
消
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
今
回
の
道
路
関
係

四
公
団
民
営
化
の
根
本
の
問
題
意
識
で
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
、
小
泉
内
閣
の
基
本
理

念
で
あ
る

｢民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
委
ね
る
｣
と

の
考
え
方
の
下
、
平
成
一
三
年
三
一月
一
九
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た

｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
に
お
い
て

道
路
関
係
四
公
団
に
つ
い
て
民
営
化
の
方
針
が
示
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委

員
会
、
政
府

･
与
党
協
議
会
等
に
お
け
る
議
論
を
経
て
、

平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日
の
政
府

･
与
党
間
で
申
し
合

わ
さ
れ
た

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み

に
つ
い
て
｣
に
よ
り
、
改
革
の
具
体
的
枠
組
み
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

特
に
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
中
で
は
、
主
な
ポ

①

道
路
関
係
四
公
団
合
計
で
約
四
〇
兆
円
に
上
る
有

利
子
債
務
を
一
定
期
間
内
に
確
実
に
返
済
す
る
こ

"と
0

②

有
料
道
路
と
し
て
整
備
す
べ
き
区
間
に
つ
い
て
、

民
間
の
自
主
的
な
経
営
上
の
判
断
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
必
要
な
道
路
を
早
期
に
、
か
つ
、
で
き
る
だ
け

少
な
い
国
民
負
担
の
下
で
建
設
す
る
こ
と
。

③

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

様
で
弾
力
的
な
料
金
設
定
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
道
路
資
産
や
関
連
情
報
を
活
用
し
た
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
で

き
る
限
り
自
由
な
事
業
展
開
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

が
満
た
さ
れ
る
よ
う
、
会
社
及
び
機
構
が
適
切
に
役
割
を

分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
又
は
業
務
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
枠
組
み
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す

(図
1

･
2
)
。

四

民
営
化
に
向
け
た
取
組
み
と
そ
の
成
果

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
法
令
の
整
備
、
運
用

の
改
善
等
に
係
る
検
討
作
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
そ
の
成

果
が
具
体
的
な
形
で
既
に
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
以
下
に

そ
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す

(図
3
)。
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鱒 ⑭"盜微鯰*⑭愁%絲*謙爵饑“ I 首都高速 = 阪神高速 ll 本州四国 l
1 lし IL I道路公団 、道路公団′ 連絡橋公園△

【会社】高速道路の建設 ･管理 ･料金徴収

【機構】高速道路の保有 ･債務返済

図 1 民営化スキーム図 (4公団→ 6社 ･機構)

道 路保有 ･ f 務･返済"機構

道路関係四公団
(日本道路公団、首都高速道路公団、阪神高速道路公団、本州四国連絡橋公団)

平成l7年10月 1 日 民営化

高速道路株式会社

○東日本、 中日本、西日本、 首都、 阪神、本四の 6社

0公団解散時に、特殊会社として設立

○高速道路を建設
0高速道路の建設に当たり債務を負う

0機構から高速道路を借り受け、管理
○事実行為として行う権限の代行

○徴収した料金を原資として、機構に
貸付料を納付

○料金徴収を終了(無料開放)

図 2 役割分担図

独立行政法人 日本高速道路保有 ･
1 4姉園 機を

○公団解散時に、 独立行政法人として設立

協定締結

･債務の移転

道路資産の貸し

貸付料の納付

隣鑿鐙ぞ窮教鯲うち錢癰案憾悩灘★棚縱麓"認醇総凝議斜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○会社が建設した高速道路を保有
○高速道路の建設に係る債務を引受け

○会社に高速道路を貸し付け

○公権力の行使を伴う権限の代行

○会社から徴収した貸付料を原資とし

て、 債務を返済

○債務を完済し、 解散
○道路資産は、国又は地方公共団体に帰属



図 3 道路関係四公団改革の成果例

国債整理基金特別会計
　

一般会計

H 15 ~ H 19

自動車重量税の一部

全体予算額 約1.47兆円 (利払い含む)
H 15年度予算額 2,245億円

図 4 本四債務処理スキーム図

本四公団
債 務 約2.5兆円
出資金 約0.9兆円
計 約3.4兆円

切り離し
債務

約1.34兆円

本四公団
債 務 約38兆円
出資金 約0.9兆円

約4.7兆円

H 15出資金 800億円

国 533億円
地方 267億円

① ｢抜本的見直し区間｣
を設定

未供用の整備計画区間約2,0〔難くrh
について、費用便益分析等を厳しく
実施し、総合評価を行い、徹底的に
情報を公開しながら、ぢコの区間
G 43断りを｢抜本的見直し区間｣に
設定

②特殊法人改革開始当時から
比べ有料道路事業費をほぼ

半減

徹底したコスト縮減等(約G5兆円)に
加え、新直轄方式の導入砲兆円程度)
により、有料道路事業費をほぼ半減
(約2醇赳円→約-0蛭兆円)

④会社の自主性が酒かされる仕組み

0 会社の経営判断に憂うく新規建設
一方的命令の枠組みを廃止し、会社の自主性を最大限
尊重する仕組みに
･新たな建設 弓 ｢申請方式｣
･事業中区間 ラ ｢会社と協議｣

2)日本道路公団の分割こよる競争性(D導入
競争原理を導入するため、日本道路公団を3分割し、
当面辞日本制に

3)会社による関連事業の自由な実施
新会社は、サービスエリアゾベ｣キングエリア筈関連事業
に関する資産を承継し、これらを活用し、できるかぎり自由
な関連事業の展開を可能とする

③民営亙ヒ後 4 5年で債務を完

済し無料化

｢有料道路事業費の半減｣、｢高速
自動車国道に係る債務について、
民営化時の総額を上回らないよう
上限を設定する仕組み｣などの
枠組みを通じて、民営化後4 5年で
債務を完済して無料化

⑤料金の霊山き下げ (高速道路について平均

1割を超える引き下げ)

◆高速自動車国道の料金について、E1℃を活用した割引
制度により、平均1割以上の引き下げ

◆具体的には、平成16年1 1月1日よけ｢深夜割引｣、1 7年
1月1 1日より｢通勤割引｣及び｢早朝夜間割引｣を実施し、
1 7年4月1日より｢マイレージ割引｣及ヒト｢六□･多頻度
割引｣を実施



◆
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理

平
成
一
五
年
の

｢本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
の
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
緊
急

に
講
ず
べ
き
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

(平
成
一
五
年
法

律
第
三
五
号
)｣
の
制
定
に
よ
り
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
の
債
務
の
う
ち
、
長
期
借
入
金
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋

債
券
に
係
る
債
務
の
一
部
を
一
般
会
計
に
お
い
て
承
継
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
平
成
一
四
年
度

末
の
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
有
利
子
債
務
約
三
･
五
兆

円
の
う
ち
、約
一
･
三
四
兆
円
が
一
般
会
計
に
承
継
さ
れ
、

当
該
承
継
債
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
所
要

の
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
平
成
一
九
年
度

ま
で
の
五
年
間
を
め
ど
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

(図
4
)。

令
新
直
轄
方
式
の
導
入

平
成
一
五
年
の

｢高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(平
成
一
五
年
法

律
第
三
六
号
)｣
の
制
定
に
よ
り
、
国
と
地
方
の
負
担
に

よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
を
行

,う
、
い
わ
ゆ
る

｢新
直
轄
方
式
｣
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

｢新
直
轄
方
式
｣
は
、
必
要
な
高
速
道
路
の
全
て
を
有

料
道
路
方
式
に
よ
り
整
備
す
る
と
す
れ
ば
、
債
務
の
増
大

を
招
き
、
債
務
返
済
の
確
実
性
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
員
会
の
意
見
書
も
踏
ま
え
、
採
算

性
等
の
観
点
で
有
料
道
路
方
式
に
よ
る
整
備
に
は
馴
染
ま

な
い
も
の
の
、
費
用
対
便
益
や
そ
の
他
の
外
部
効
果
な
ど

の
観
点
か
ら
必
要
と
判
断
さ
れ
た
高
速
道
路
に
つ
い
て
、

料
金
収
入
に
依
存
せ
ず
に
整
備
を
行
う
た
め
に
導
入
し
た

も
の
で
す
。

｢新
直
轄
方
式
｣
で
整
備
す
る
具
体
的
な
区
間
に
つ
い

て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の

整
備
計
画
区
間

(九
、
三
四

~

“

二
m
)
を
対
象
と
し
て
、
費

…

…

用
対
便
益
、
採
算
性
の
ほ
か
、

…

M

高
度
な
医
療
施
設
ま
で
の
輸

n

…

完

.

…
補

送
時
間
の
短
縮
等
の
外
部
効

.

…

の

.

*

ム

1

11

一

果
も
含
め
た
総
合
的
な

｢高

=

‐

･

…

キ

速
自
動
車
国
道
の
評
価
｣
を

…

馴

ス

実
施
し

そ
の
結
果
、
収
入

…
摯
嶺

11

L
Y

M

　
　
　

　

　

料
道
路
方
式
で
整
備
し
た
場

･

合
に
は
交
通
量
が
十
分
で
な

11

金

…

く
、
便
益
が
費
用
を
下
回
る

.

斗

･

な
ど
、
有
料
道
路
方
式
で
の

1

整
備
に
馴
染
ま
な
い
区
間

…
ム

…

(合
計
二
七
区
間

六
九
九

画
一

…

　
　

　

如
)
を
決
定
し
ま
し
た

酋

穀

…

暸
前

5
)。

…
正

…

…
改

…

　
　

　

ま
た
、
新
直
轄
方
式
に
切

･

1

り
替
え
る
道
路
又
は
有
料
道

〆

蜘

路
方
式
の
ま
ま
継
続
す
る
道

上 を整備を鏑完

国と地方の負担による整備
旦割△ 国 : 3 4 地方 : 1 / 4　/QJ　　角

(

路
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
｢抜
本
的
見
直
し
区
間

(合

計
五
区
間

一
四
三
蝿
)｣
を
設
定
し
ま
し
た
。

※
抜
本
的
見
直
し
区
間

･
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道(士

別
市
~
名
寄
市

…
二
四
m
)

r･‐▼▲‐、.,,..,.-....,..,..,..,.,,...........。...‘...‘!.J･J-

平成15年度予算 事業費 :約1,300億円
国 費: 1,000億円

る

る
よ
れ

に
ま

織
込

組
見

る
と

わ
い

代
し
備

に
難
曲

団
が
窃

公
理
間

路
管
区

道

･
･

本
備
線

日
整
路

、J、.●■‐■･･11･l■■■‐･1■●■■●●‐■■■･■●●■●‐■■

棚 法改正後ーl

　 　 　料金収入を活用した整備

2つの整備スキームを活用することで、必要な高速道路を整備することが可能

図 5 新直轄方式の導入による効果

zo 道キテセ 2005,7

I
守



･
北
海
道
縦
断
自
動
車
道(足

寄
市
~
北
見
市
…七
九
如
)

･
中
国
横
断
自
動
車
道

(米
子
市
~
米
子
市

…
五
節
)

,
近
畿
自
動
車
道

(大
津
市
~
城
陽
市

…
二
五
蹴
)

,
近
畿
自
動
車
道

(八
幡
市
~
高
槻
市
…
-
o
m
)

◇
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
計
画
区
間
(九
、
三
四
二
師
)

の
う
ち
、
未
供
用
区
間

(約
二
、
0
0
0
踊
)
に
つ
い
て

は
、
日
本
道
路
公
団
が
、
約
二
0
兆
円
の
残
事
業
費
で
整

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

①

平
成
一
五
年
三
月
二
五
日
に
公
表
し
た

｢
コ
ス
ト

削
減
計
画
｣
に
よ
る
約
四
兆
円
の
コ
ス
ト
縮
減

②

平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日
の

｢道
路
関
係
四
公

団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
｣
に
お
い
て
決
定
し
た

二
･
五
兆
円
の
更
な
る
コ
ス
ト
縮
減

③

｢新
直
轄
方
式
｣
へ
の
約
三
兆
円
の
切
り
替
え

に
よ
り
、
有
料
道
路
事
業
費
を
ほ
ぼ
半
減

(約
二
〇
兆
円

↓
約
一
0
,
五
兆
円
)
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
①
の

｢
コ
ス
ト
削
減
計
画
｣
で
は
、
約
四

兆
円
の
コ
ス
ト
縮
減
を
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
な
ど
の
規
格
変
更
、
ト
ン
ネ

ル
掘
削
に
関
す
る
施
工
方
法
の
見
直
し
、
六
車
線
の
ト
ン

ネ
ル
部
の
四
車
線
化
等
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
五
年

一
二
月
二
五
日

の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
議
を
経
て
、

個
々
の
路
線
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め

こ
と
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
料
金
収
受
業
務
の
現

の
整
備
計
画
を
既
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
②
の

場
代
理
人

(内
部
化
)、
主
任
の
廃
止
と
料
金
所
長
の
複

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
｣
で
は
、

数
兼
務
、
新
技
術

(E
T
C
)
普
及
等
に
よ
る
必
要
人
員

二
･
五
兆
円
の
追
加
的
な
コ
ス
ト
縮
減
に
つ
い
て
は
、
民

の
縮
減
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、
交
通
量
、
交

営
化
に
よ
っ
て
実
現
可
能
と
な
る
S
A
･
P
A
の
負
担
区

通
特
性
に
考
慮
し
た
清
掃
頻
度
の
見
直
し
、
補
修
時
期
を

分
の
見
直
し
、
契
約
方
式
の
見
直
し
、
大
胆
な
大
規
模
改

細
か
く
判
定
す
る
等
に
よ
る
計
画
の
見
直
し
等
の
取
組
み

柴
事
業
の
削
減
、
規
格

･
構
造
の
見
直
し
、
ジ
ャ
ン
ク
シ

が
行
わ
れ
ま
す
。

道イテセ 2005,7 "

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
｣
で
は
、

二
･
五
兆
円
の
追
加
的
な
コ
ス
ト
縮
減
に
つ
い
て
は
、
民

営
化
に
よ
っ
て
実
現
可
能
と
な
る
S
A
･
P
A
の
負
担
区

分
の
見
直
し
、
契
約
方
式
の
見
直
し
、
大
胆
な
大
規
模
改

築
事
業
の
削
減
、
規
格

･
構
造
の
見
直
し
、
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
の
事
業
区
分
の
見
直
し
等
に
よ
り
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減

道
路
関
係
四
公
団
の
管
理
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
五
年
三
月
二
五
日
に
道
路
関
係
四
公
団
が
策
定
･
公
表

し
た

｢
コ
ス
ト
削
減
計
画
｣
に
お
い
て
、
料
金
収
受
業
務

等
の
管
理
業
務
の
人
件
費
、
間
接
費
の
カ
ッ
ト
、
路
面

や
各
種
施
設
の
清
掃
頻
度
の
見
直
し
、
事
務
経
費
、
宿
舎

費
、
本
社
借
上
費
の
カ
ッ
ト
等
を
行
う
こ
と
と
し
、
平
成

一
七
年
度
ま
で
に
四
公
団
総
額
約
二
、
一
〇
〇
億
円
を
縮

減
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
平
成
一
五
年
一

二
月
二
二
日
の

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠

組
み
｣
に
お
い
て
、
新
た
な
契
約
方
式
の
採
用
、
新
た
な

技
術
開
発
等
に
よ
る
一
層
の
業
務
の
合
理
化

･
効
率
化
等

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
一
七
年
度
ま
で
に
概
ね
三
割

の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

受
け
、
平
成
一
七
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
平
成
一
四
年

度
予
算
に
対
し
て
、
三
割
の
コ
ス
ト
縮
減
が
実
施
さ
れ
る

◆
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
の
制
定

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
に
お
い
て
も
、
今
回

の
民
営
化
の
ポ
イ
ン
ト
が
十
分
に
意
識
さ
れ
た
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

･
債
務
の
確
実
な
返
済
と
高
速
道
路
の
無
料
開
放

機
構
は
、
民
営
化
後
四
五
年
以
内
に
は
、
債
務
を

確
実
に
返
済
し
、
そ
の
時
点
で
高
速
道
路
等
を
道
路

管
理
者
に
移
管
し
、
無
料
開
放
す
る
こ
と
を
法
定
し

ま
し
た

(独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有

･
債

務
返
済
機
構
法
第
三
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
改
正
後
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
三
条
第
三

項
及
び
第
五
二
条
)。

･
会
社
の
自
主
的
な
経
営
判
断
に
基
づ
く
高
速
道
路
の

新
規
建
設

従
来
の
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
係
る
施
行
命

令
や
首
都
高
速
道
路
や
阪
神
高
速
道
路
の
整
備
に
係

る
基
本
計
画
指
示
と
い
っ
た
国
か
ら
の
一
方
的
な
命

令
の
枠
組
み
を
廃
止
し

(道
路
関
係
四
公
団
の
各
公



団
法
及
び
改
正
前
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条

の
二
の
廃
止
)、
民
営
化
時
点
に
お
い
て
事
業
中
の

区
間
に
つ
い
て
は
、
建
設
等
の
主
体
を
確
定
す
る
に

当
た
っ
て
、
会
社
の
自
主
的
な
経
営
判
断
を
最
大
限

尊
重
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
仕
組
み

(日
本
道
路

公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
三
〇
条
)
を
採
用

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

-
国
土
交
通
大
臣
が
事
業
中
区
間
を
事
業
範
囲
と
す

る
会
社
と
協
議
し
て
、
同
社
が
建
設
等
を
行
う
べ

き
対
象
区
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方

で
当
該
協
議
が
不
調
で
あ
る
場
合
、
当
該
会
社
以

外
の
会
社
と
協
議
し
て
、
同
社
が
建
設
等
を
行
う

べ
き
対
象
区
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

(複

数
協
議
制
の
導
入
)。

ー
こ
れ
ら
の
協
議
が
不
調
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
の
会
社
が
建
設
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
理

由
を
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
出
て
、
国
土
交
通
大

臣
は
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
が
当
該
理
由
を
正

当
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
、
同
審
議
会
の
意
見

を
尊
重
し
、
当
該
会
社
に
対
し
、
指
定
し
な
い
こ

と
と
す
る
。

ま
た
、今
後
新
た
に
建
設
す
る
区
間
に
つ
い
て
も
、

会
社
の
自
主
的
な
経
営
判
断
に
基
づ
く
申
請
に
よ
る

こ
と
と
し
ま
し
た

(改
正
後
の
道
路
整
備
特
別
措
置

法
第
三
条
)。

日
本
道
路
公
団
の
分
割
に
よ
る
競
争
性
の
導
入
及
び

六
社
体
制

会
社
間
の
競
争
性
を
高
め
、
コ
ス
ト
意
識
の
向
上

や
地
域
に
密
着
し
た
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
促
進
す
る
た
め
、
日
本
道
路
公
団
を
承
継
す
る

会
社
を
地
域
ご
と
に
三
会
社
に
分
割
し
、
首
都
高
速

道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
又
は
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団
を
そ
れ
ぞ
れ
承
継
す
る
三
会
社
と
と
も

に
、
当
面
六
社
体
制
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
を
法
定

し
ま
し
た

(高
速
道
路
株
式
会
社
法
第
五
条
第
二

項
)。
そ
の
際
、
金
利
や
交
通
量
の
変
動
リ
ス
ク
に

的
確
に
対
応
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
高
速
自
動
車
国
道
に
係
る
基
本
的
料
金
の

水
準
及
び
債
務
の
返
済
期
間
を
日
本
道
路
公
団
を
承

継
す
る
三
社
間
で
揃
え
る
た
め
、
機
構
に
お
い
て
高

速
自
動
車
国
道
に
係
る
債
務
を
一
体
と
し
て
管
理
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
道
路
公
団
が
管
理
す
る
一
般
有
料
道

路
の
う
ち
、
高
速
自
動
車
国
道
と
密
接
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
、
一
体
と
な
っ
て
そ
の
機
能
を
発
揮

す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
債
務
返
済
の
時
期
を
高
速

自
動
車
国
道
と
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

･
会
社
に
よ
る
関
連
事
業
の
自
由
な
実
施

会
社
は
、
S
A
･
P
A
等
関
連
事
業
に
関
す
る
資

産
を
承
継
し
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
で
き
る
限
り
自

由
な
関
連
事
業
の
展
開
を
図
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
事
前
届
出
制

と
し
、
S
A
･
P
A
事
業
は
届
出
も
不
要
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
伴
う
事
業
運
営
を
図
る
こ
と
を
可
能
と

し
ま
し
た

(高
速
道
路
株
式
会
社
法
第
五
条
第
一
項

第
三
号
及
び
第
五
項
)。

◆
料
金
の
割
引

高
速
自
動
車
国
道
を
初
め
と
す
る
高
速
道
路
の
料
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
三
一月
二
二
日
の

｢道
路
関
係

四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て
、

E
T
C
の
活
用
等
に
よ
る
弾
力
的
な
料
金
の
積
極
的
な
導

入
、
各
種
割
引
に
よ
る
料
金
の
引
下
げ
を
民
営
化
ま
で
に

実
現
す
べ
き
、
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、高
速
自
動
車
国
道
の
料
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
一
六
年
三

月
一
日
か
ら
｢深
夜
割
引
｣
を
開
始
し
、

平
成
一
七
年
一
月
三

日
か
ら
は
、
首
都
圏
や
関
西
圏
と

い
っ
た
大
都
市
近
郊
区
間
に
お
い
て

｢早
朝
夜
間
割
引
｣

を
、
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て

｢通
勤
割
引
｣
を
、
そ
れ

ぞ
れ
開
始
し
て
お
り
、
ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
は
、
一
般

利
用
者
向
け
に

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
を
、
大
口
利
用
者

向
け
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
別
納
割
引
に
代
わ
る

｢大
口
･

多
頻
度
割
引
｣
を
開
始
し
、
こ
れ
ら
の
割
引
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
平
均
一
割
を
超
え
る
引
下
げ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
高
速
自
動
車
国
道
以
外
の
道
路
に
お
い
て
も
、

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
が
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
一

娑 道イテセ 2005.7
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潔
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引
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｢う

に
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イ

対
額

マ
に

用　
　

利

間
　
　

0

O
- 渡 1用 に ･し利用実績に応じて割引

0 2年間の利用額に応じたポイント還元方
0従来の E T C 前納割引率 (13.8% )を確保

大口 ･多頻度割引
○大口利用者に対し利用実績に応じて割引
0車 1台月あたり利用額に応じた割引を原則
とし、条件葱満たした契約者には月間総利
用額に応じた割引を付加

重複適用により実質割引率がU P

　　

　
　

一
1
･
月
中

　

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

早朝夜間割引く大都市圏)
(平成17年 1月11日より実施中)

0 大都市における高速自動車国
道の昼夜バランスを適正化

0 大都市の早朝夜間時間帯 (22
~ 6時)を 5割引

※利用距離がfookm以内の場合

時

距

る

6

用

限

~
利

に

般
有
料
道
路
に
お
い
て
は
四
月
一
日
か
ら
、
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団
に
お
い
て
も
六
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
開
始
さ

れ
て
お
り
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団

に
お
い
て
も
、
同
割
引
制
度
の
導
入
に
向
け
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
｢大
口
･
多
頻
度
割
引
｣
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
別
納
割
引
が
導
入
さ
れ
て
い
た
京
薬
道

路
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
本
州
四
国
連
絡
橋
道
路
に

お
い
て
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
首
都
高
速
道
路

公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
に
お
い
て
も
、
E
T
C
利
用

者
全
体
に
期
間
限
定
で
五
%
の
割
引
を
実
施
す
る
な
ど
、

各
種
の
料
金
割
引
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
営
化
後
の
料
金
は
、
料
金
水
準
を
そ
の
ま
ま
引
き
継

ぐ
も
の
と
し
、
そ
の
上
で
、
貸
付
料
の
確
実
な
支
払
い
に

支
障
を
与
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
弾
力
的
な
料
金
の
設

定
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

(図
6
)。

道イテセ 2005.7 影

ま
た
、
不
要
資
産
の
処
分
促
進
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
改

革
な
ど
、
｢改
革
の
成
果
の
具
体
化
を
図
る
べ
き
事
項
｣

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
道
路
関
係
四
公
団
に

対
し
、
具
体
的
に
作
業
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
、
改
革
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
不
要
資
産
の
処
分

道
路
関
係
四
公
団
が
保
有
す
る
不
要
資
産
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
関
し
直
ち
に

取
り
組
む
事
項
｣
(平
成
一
五
年
三
月
二
五
日
政
府

･
与

図 6 高速自動車国道の料金割引の内容

時間帯割引



党
協
議
会
)
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
削
減
計
画
の
一
環
と
し

て
、
｢事
業
用
残
地
、
宿
舎
、
保
養
所
等
売
却
可
能
な
資

産
に
つ
い
て
、
早
急
に
売
却
の
手
続
を
進
め
、
債
務
償
還

に
充
て
る
｣
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
各
公
団
に
お

い
て
、
早
急
に
売
却
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

代
替
地
、
宿
舎
跡
地
等
の
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
全

箇
所
を
対
象
と
し
て
、
民
営
化
ま
で
に
処
分
す
る
こ
と
が

目
標
と
さ
れ
、
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
異
動
等
に
併

せ
て
集
約
化
を
図
り
つ
つ
、
不
要
と
な
っ
た
宿
舎
を
処
分

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
一
戸
建
宿
舎
に
つ

い
て
は
全
箇
所
を
対
象
と
し
て
処
分
を
進
め
る
と
と
も

に
、
大
都
市
圏
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
処

分
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
保

養
所
、
分
室
に
つ
い
て
も
、
全
箇
所
を
対
象
と
し
て
、
民

営
化
ま
で
に
、
用
途
を
廃
止
し
不
要
と
な
っ
た
資
産
に
つ

い
て
は
処
分
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
改
革

道
路
関
係
四
公
団
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
改
革
に
つ
い

て
は
、
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
関
し
直
ち
に
取
り

組
む
事
項
｣
(平
成
一
五
年
三
月
二
五
日
政
府

･
与
党
協

議
会
)
に
お
い
て
、
公
団
と
発
注
先
と
の
関
係
の
透
明
化
、

コ
ス
ト
縮
減
、
利
用
者
還
元
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、

①
入
札
.
契
約
方
式
の
見
直
し

(参
入
障
壁
の
撤
廃
等
)、

②
発
注
費
の
縮
減
、
③
天
下
り
人
事
の
見
直
し
、
④
剰
余

金
の
利
用
者
へ
の
還
元
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
高
速
道
路
に
お
け
る
業

務
実
績
要
件
な
ど
の
公
募
要
件
の
緩
和
が
講
じ
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
は
、
業
務
実
績
要

件
の
撤
廃

(配
置
予
定
者
の
能
力
･
知
識
を
確
認
す
る
性

能
要
件
化
)
等
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
度
予
算
に
お
い
て
管
理

コ
ス
ト
三
割
削
減

(平
成
一
四
年
度
比
)
を
予
定
し
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
発
注
費
も
同
等
以
上
に
削
減
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
三
月
以
降
、
公
団
職
員

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
役
員
へ
の
就
任
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
公
団
O
B
社
長
は
、
九
七
人
↓
-
九
人

(▲
七
人
人
、

A
八
0
%
)、
公
団
O
B
役
員
は
、
四
七
四
人
↓
-
五
〇

人

(A
三
二
四
人
、
▲
六
八
%
)
な
ど
、
公
団
O
B
役
員

の
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

④
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
障
害
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

E
T
C
装
着
助
成

(
一
〇
億
円
)、
都
市
高
速
P
A
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
等

(二
億
円
)
の
還
元
が
行
わ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
一
七
年
三
月
三
五
日
、
公
団
、

財
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
、財
ハ
イ
ウ
ェ
イ
交
流
セ
ン
タ
ー
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
上
の
子
会
社
･
関
連
会
社
一
四
社
が

参
加
し
て
、
高
速
道
路
に
関
連
し
た
社
会
貢
献
基
金
の
立

ち
上
げ
の
た
め
の

｢設
立
準
備
委
員
会
｣
が
開
催
さ
れ
、

こ
の
中
で
、
日
本
道
路
公
団
か
ら
社
会
貢
献
活
動
に
対
す

る
積
極
的
な
協
力
を
依
頼
し
、
｢設
立
準
備
委
員
会
｣
の

中
で
、
高
速
道
路
関
連
の
社
会
貢
献
基
金
の
枠
組
み

(支

援
活
動
の
内
容
等
)
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
実
施
に
向

け
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

◆
政
省
令
の
公
布

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
四
法
が
、
平
成
一
六
年

六
月
九
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
民
営
化
後
の
機

構
及
び
会
社
の
円
滑
か
つ
適
切
な
事
業
の
実
施
を
可
能
と

す
る
た
め
の
検
討
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
検
討
の
過
程
で
は
、
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
二
九

日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

･
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
、
｢会
社
の
自
主
性
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
大
臣
の
認
可
事
項
を
簡
素
化
す
べ
き
｣、
｢会
社
が

行
う
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
株
式
会
社
法
に

お
い
て
届
出
制
と
さ
れ
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、
そ
の
運
営
が

経
営
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
｣
を
は
じ

め
と
し
て
、
合
計
で
七
件
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
を
加
え
た

結
果
、
本
年
六
月
一
日
、
四
政
令
及
び
四
省
令
か
ら
な
る

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
政
省
令
が
公
布
さ
れ
る
に

至
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
政
省
令
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

別
掲
に
お
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
参
照
下
さ
い
。
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◆
会
社
の
事
業
範
囲
の
指
定

先
般

(六
月
三
〇
日
)、
高
速
道
路
株
式
会
社
法
第
五
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条
第
二
項
第

一
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
｢東

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
高
速
道
路
の
管
理
等
の
事
業

を
営
む
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
富
山
県
及
び
長
野
県
の
区

域
内
の
高
速
道
路
を
指
定
す
る
告
示
｣
及
び

｢中
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
が
高
速
道
路
の
管
理
等
の
事
業
を
営
む

福
井
県
及
び
滋
賀
県
の
区
域
内
の
高
速
道
路
を
指
定
す
る

告
示
｣
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
告
示
は
、
各
高
速
道

路
株
式
会
社
の
事
業
範
囲
を
定
め
る
高
速
道
路
株
式
会
社

法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
を
補
完
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
告
示
を
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
各
高
速
道
路
株
式
会

社
の
事
業
範
囲
の
境
界
が
定
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
範

囲
の
中
で
、
各
社
が
、
高
速
道
路
の
新
設
若
し
く
は
改
築

又
は
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
を
は
じ
め
、

同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を

営
む
こ
と
と
な
り
ま
す

(図
7
)。

◆
資
産
債
務
等
の
承
継
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
伴
い
、
会
社
及
び
機
構
が

各
公
団
か
ら
業
務
並
び
に
権
利
及
び
義
務
を
引
き
継
ぐ
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
全
て
に
つ
い
て
網
羅
的
か
つ
具
体
的

に
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
個
々
の
契
約
や
物
件

を
列
挙
す
る
と
膨
大
な
量
と
な
る
ほ
か
、
承
継
先
の
判
断

基
準
が
不
明
確
と
な
り
、
適
当
で
は
な
い
た
め
、
日
本
道

路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
一
三
条
か
ら
第
一
五

条
ま
で
の
規
定
に
お
い
て
は
、
承
継
の
基
本
原
則
を
定
め

る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
よ
り
具
体
的
な
承
継
に

関
す
る

｢
基
本
方
針
｣

を
定
め
、
さ
ら
に
こ
れ

に
基
づ
き
、
各
公
団
が

実
際
に
引
き
継
が
せ
る

業
務
や
承
継
さ
れ
る
資

産
、
債
務
等
に
つ
い
て

個
別
具
体
的
に
定
め
る

｢実
施
計
画
｣
を
作
成
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。基

本
方
針
に
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り

で
す

(施
行
法
第
一
三

条
第
二
項
)。

①

会
社
及
び
機
構

に
引
き
継
が
せ
る

業
務
の
種
類
及
び

範
囲

②

会
社
及
び
機
構

に
承
継
さ
せ
る
資

産
、
債
務
そ
の
他

の
権
利
及
び
義
務

③

そ
の
他
会
社
及

び
機
構
へ
の
業
務

の
適
正
か
つ
円
滑

な
り
継
ぎ
に
関
す

高速道路株式会社

･高速道路の新設又は改築
･高速道路の維持、修繕、災害復旧その他の管理
･高速道路の休憩所及び給油所の建設及び管理
･国等からの委託、機構が引き継ぐ業務以外の業務 (会社の業務の範囲を勘案)

関連会社株式
機構が承継する資産以外の資産 (会社の業務の範囲を勘案)

債務(会社の債務返済能力、経営の安定性、収益力を勘案)
会社の承継債務(民間借入金等)等

独立行政法人 日本高速道路保有 ･債務返済機構

業務

･高速道路資産の保有
･承継債務の返済
･高速道路の道路管理者の権限の代行
･鉄道施設の管理、鉄道事業者に利用

高速道路資産 ･鉄道資産

会社が承継する債務以外の債務

るせしき

図 8 承継に関する基本方針
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る
事
項

な
お
、
公
団
に
は
政
府
か
ら
の
出
資
が
あ
る
た
め
、
基

本
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
財
務
大
臣
に
協
議
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(同
条
第
七
項
)。

公
団
か
ら
会
社
･
機
構
へ
の
資
産
債
務
等
の
承
継
に

つ
い
て
は
、
道
路
関
係
四
公
団
･国
土
交
通
省
連
絡
会
で

の
議
論
等
を
通
じ
、そ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

共
通
認
識
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
に
は
、
資
産
の

承
継
に
つ
い
て
は
、
道
路
資
産
、
供
用
中
の
道
路
、
管
理

事
務
所
、
車
庫
、
倉
庫
、
道
路
情
報
施
設
等
、
S
A
･
P

A
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
鉄
道
施
設

(本
四
公
団
関
係
の
み
)

は
機
構
に
、
有
料
道
路
事
業
運
営
上
必
要
な
施
設
と
し
て

料
金
徴
収
施
設

(上
屋
、
ブ
ー
ス
、
料
金
収
受
機
械
等
)、

管
理
用
車
両
を
、
そ
の
他
、
収
益
事
業
資
産
と
し
て
s

A
･
P
A
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
･
売
店
建
物
(敷
地
も
含
む
)

及
び
そ
の
周
辺
の
園
地
等
は
会
社
に
承
継
さ
せ
、
ま
た
、

会
社
が
承
継
す
る
負
債
及
び
資
本
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な

資
金
調
達
を
可
能
と
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
高
速
道
路
事

業
を
健
全
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
債
務
返
済
の
確
実
性
、

会
社
全
体
と
し
て
の
経
営
の
安
定
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
中

長
期
的
に
、
一
定
の
収
益
性
を
確
保
し
得
る
よ
う
に
適
切

に
設
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え

検
討
を
進
め
、
七
月
一
三
日
、
基
本
方
針
を
策
定
し
、
道

路
関
係
四
公
団
に
対
し
、
実
施
計
画
の
作
成
を
指
示
し
た

と
こ
ろ
で
す

(図
8
)。

五

今
後
の
取
組
み

今
後
は
、
本
年
一
〇
月
一
日
の
六
会
社
と
機
構
の
設
立

に
向
け
て
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
等

に
従
い
、
以
下
の
と
お
り
準
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

1

会
社
の
設
立
に
つ
い
て

◆
会
社
の
設
立
手
続

会
社
の
設
立
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
し
て
、
既
に
会
社

の
会
長
及
び
社
長
の
就
任
予
定
者
が
公
表
さ
れ

(平
成
一

七
年
四
月
五
日
及
び
五
月
二
〇
日
)、
五
月
三
〇
日
に
会

社
の
設
立
委
員
が
正
式
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、
六
会

社
合
同
の
第
一
回
設
立
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

(写

真
ー
)。

六
会
社
の
設
立
委
員
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関

係
法
施
行
法
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
従
い
、
今
後
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項

の
供
用
約
款
を
策
定
し
、
ま
た
、
会
社
の
定
款
を
作
成
し

て
、
今
後
開
催
さ
れ
る
設
立
委
員
会
の
場
で
審
議
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

◆
供
用
約
款
に
つ
い
て

供
用
約
款
の
認
可
に
係
る
要
件
は
、
道
路
整
備
特
別
措

置
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

①

料
金
の
徴
収
及
び
会
社
の
責
任
に
関

す
る
事
項
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

②

高
速
道
路
を
通
行
し
、
又
は
利
用
す

る
特
定
の
者
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取

扱
い
を
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

供
用
約
款
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
設
立
の
準
備

作
業
の
中
で
、
設
立
委
員
が
会
社
の
成
立
前
に
作
成
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
般
の
民
営
化
に
当

た
っ
て
は
、
設
立
の
時
に
お
け
る
事
業
の
実
施
の
連
続
性

が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
会
社
の
成
立
の
時 写真 1 設立委員会の様子
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に
は
既
に
供
用
約
款
が
定
め
ら
れ
、
認
可
を
受
け
て
い
る

必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。
設
立
委
員
が
供
用
約
款
を
国
土

交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
作
成
し
、
会
社
の
成
立
の
時

に
お
い
て
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
六
条
の
認
可
を
受
け

た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
し
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で

す
。今

般
の
民
営
化
の
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
の

権
限
の
う
ち
、
公
権
力
の
行
使
に
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て

(通
行
の
禁
止
又
は
制
限
、
占
用
許
可
等
)
に
つ
い
て
は
、

会
社
に
は
制
度
上
権
限
が
与
え
ら
れ
な
い
た
め
、
機
構
が

権
限
を
代
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(道
路
整
備
特

別
措
置
法
第
八
条
)。
し
か
し
、
機
構
に
よ
る
権
限
行
使

の
い
と
ま
が
な
い
場
合
に
も
、
高
速
道
路
の
管
理
が
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
会
社

･
利
用
者
間
で
の
民
事
上
の
契

約
の
締
結
に
よ
り
両
者
の
関
係
を
規
律
す
る
た
め
、
｢供

用
約
款
｣
を
法
定
化
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
供
用

約
款
の
申
込
み
が
供
用
約
款
に
よ
ら
な
い
場
合
は
、
会
社

は
供
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す

(道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
五
条
第
三
項
第
一
号
)。

供
用
約
款
に
は
少
な
く
と
も
、

①

料
金
の
徴
収
に
関
す
る
事
項

②

会
社
の
責
任
に
関
す
る
事
項

③

高
速
道
路
を
通
行
し
、
又
は
利
用
す
る
者
の
責
任

に
関
す
る
事
項

④

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
供
用
の
拒
絶
に
関
す
る
事
項

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

(道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
四
条
)。

ま
た
、
供
用
約
款
は
、
営
業
所
、
事
業
所
等
に
お
い
て

掲
示
さ
れ
ま
す

(道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
七
条
)。

◆
定
款
に
つ
い
て

設
立
委
員
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
会
社
の
発
起
人
の
職

務
を
行
う
者
と
し
て
会
社
の
定
款
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
款
に
は
、
通
常
の
会
社
と
同
様
、
商
法
の
各
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す

(商
法
第
一
六
六
条
第
一
項
)。

①

目
的

②

商
号

⑤

会
社
が
発
行
す
る
株
式
の
総
数

④

会
社
の
設
立
に
際
し
て
発
行
す
る
株
式
の
総
数

⑤

本
店
の
所
在
地

⑥

会
社
が
公
告
を
な
す
方
法

⑦

発
起
人
の
氏
名
及
び
住
所

ま
た
、
定
款
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
加
え
、
日
本
道

路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
商
法
第
一
六
八
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
設
立
に

際
し
て
発
行
す
る
株
式
に
関
す
る
事
項

(①
株
式
の
種
類

及
び
数
、
②
株
式
の
発
行
価
額
、
③
株
式
の
発
行
価
額
中

資
本
に
組
み
入
れ
な
い
額
)
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
款
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
団
か
ら
会
社

へ
の
現
物
出
資
に
係
る
価
格
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
資
産
評
価
委
員
会

(後
述
)
の
審
議
及
び
日
本
道

路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
第
一
三
条
第
一
項
の

承
継
に
関
す
る

｢基
本
方
針
｣
の
策
定
並
び
に
同
法
第
一

四
条
第
一
項
の
実
施
計
画
の
認
可
を
踏
ま
え
て
、
設
立
委

員
会
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
会
社
の
創
立
総
会
及
び
第
一
回
取
締

役
会
を
開
催
し
、
代
表
取
締
役
等
の
選
定
等
の
決
議
に
つ

い
て
国
土
交
通
大
臣
に
よ
り
認
可
を
得
た
後
に
、
本
年
一

〇
月
一
日
の
会
社
の
設
立
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

2

機
構
の
設
立
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
の
設
立
に
関
し
て
は
、
独
立
行
政
法
人

通
則
法
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
個
別
法
の
規
定
及
び
主
務

省
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
す

(機
構
の
場
合
は
、
独
立
行

政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
法
及
び
独

立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
に
関

す
る
省
令
)。

主
務
大
臣
は
、
設
立
委
員
を
命
じ
て
、
独
立
行
政
法
人

に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(独

立
行
政
法
人
通
則
法
第
一
五
条
第
一
項
)。
機
構
の
設
立

委
員
に
は
機
構
の
理
事
長
就
任
予
定
者
を
は
じ
め
、
道
路

関
係
四
公
団
の
総
裁
･
理
事
長
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の

常 道キテセ 2005.7



主

務

大

⑨中期酬票期間終了時における事務改廃等の勧告

図 9 独立行政法人の評価の仕組み

長
等
を
内
定
し
、
五
月
三
〇
日
に
任
命
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。独

立
行
政
法
人
の
主
務
省
は
、
そ
の
所
管
に
係
る
独
立

行
政
法
人
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
独
立
行

政
法
人
評
価
委
員
会

(評
価
委
員
会
)
を
置
く
こ
と
と
さ

れ
、
評
価
委
員
会
は
、

①

独
立
行
政
法
人
の
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
に

関
す
る
こ
と
o

②

そ
の
他
独
立
行
政
法
人
通
則
法
又
は
個
別
法
に
よ

り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ

"と
0

と
さ
れ
て
い
ま
す

(独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
三
一条
)。

ま
た
、
国
土
交
通
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
令
に

基
づ
き
、
国
土
交
通
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
日

本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
分
科
会
を
設
置
し
、

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
を
処

理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(図
9
)。

機
構
の
設
立
に
当
た
っ
て
、

①

中
期
目
標
の
策
定

(独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二

九
条
)

②

中
期
計
画
の
認
可

(同
法
第
三
〇
条
)

⑤

業
務
方
法
書
の
認
可

(同
法
第
二
八
条
)

④

役
員
報
酬
等
支
給
基
準

(同
法
第
六
二
条
で
準
用

す
る
第
五
三
条
)

に
つ
い
て
の
国
土
交
通
大
臣
へ
の
意
見
具
申
に
つ
い
て
評

価
委
員
会
の
議
決
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道イテセ 2005,7 !9

0 専門的 ･実践的な知見を踏まえ、 中立公正に法人の評価を行う組織として、 第三者によ

る独立行政法人評価委員会の設置が独立行政法人通則法上義務付けられている。

○同委員会は、主務大臣が独立行政法人の中期目標を策定するに当たって意見具申ができ

るとともに、 法人の中期目標の達成状況について、 毎年度及び中期目標期間 (3 ~ 5年

間 終了後に評価。

①中期目標作成の際の意見聴取
③中期計画認可の際の意見聴取

⑧組織存廃等の検討の意見聴取

① ･③ ･⑧意見具申

期目標指示



以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
し

務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め

ま
す
。

と
る
べ
き
措
置

①

中
期
目
標
の
策
定

･
予
算

(人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。)
収
支
計
画

主
務
大
臣
は
、
三
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
に
お
い

て
独
立
行
政
法
人
が
達
成
す
べ
き
業
務
運
営
に
関
す
る

目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
独
立
行
政
法
人
に
指
示
す
る
と

と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す

(独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
九
条
第
一
項
)。

中
期
目
標
に
は
、

･
中
期
目
標
の
期
間

業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
事
項

･
国
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業

務
の
質
向
上
に
関
す
る
事
項

･
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

･
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(同
法
同
条
第
2

項
◇
。

②

中
期
計
画
の
認
可

独
立
行
政
法
人
は
、
中
期
目
標
に
基
づ
き
中
期
計
画

を
作
成
し
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(独
立
行
政
法
人
通
則
法

第
三
〇
条
第
一
項
)。

中
期
計
画
に
は
、

･
業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
と
る
べ
き
措
置

･
国
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業

と
る
べ
き
措
置

予
算

(人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。)
収
支
計
画

及
び
資
金
計
画

短
期
借
入
金
の
限
度
額

･
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
計
画

･
剰
余
金
の
使
途

な
お
、
機
構
の
成
立
後
最
初
の
中
期
計
画
に
あ
っ
て

は
、･

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

･
人
事
に
関
す
る
計
画

･
そ
の
他
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項

を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(独
立
行
政
法
人
日

本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
に
関
す
る
省
令
第

三
条
)。

③

業
務
方
法
書
の
認
可

独
立
行
政
法
人
は
、
業
務
開
始
の
際
、
業
務
方
法
書

を
作
成
し
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
(独
立
行
政
法
人
通
則

法
第
二
八
条
第
一
項
)
そ
の
記
載
事
項
は
同
条
第
二
項

に
よ
る
主
務
省
令
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
独
立
行
政
法

人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
法
第
一
二
条

第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
に
定
め
ら
れ
て
い
る
業
務
に

関
す
る
事
項
、
業
務
委
託
の
基
準
、
競
争
入
札
そ
の
他

契
約
に
関
す
る
基
本
的
事
項
、
そ
の
他
機
構
の
業
務
の

執
行
に
関
し
て
必
要
な
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
す

(独
立

行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
に
関

す
る
省
令
第
一
条
)。

④

役
員
報
酬
等
支
給
基
準

独
立
行
政
法
人
は
、
そ
の
役
員
に
対
す
る
報
酬
等
の

基
準
を
定
め
、
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す

(独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
六
二
条
で
準

用
す
る
第
五
三
条
、
第
五
三
条
)。

今
後
、
九
月
中
旬
に
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
分

科
会

(第
二
回
)
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
九
月
下
旬
に

開
催
さ
れ
る
機
構
の
設
立
委
員
会
で
は
起
業
目
論
見

書
、
設
立
準
備
完
了
届
出
書
及
び
設
立
事
務
引
継
書
が

決
定
さ
れ
た
後
に
、
機
構
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
業
務
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

3

資
産
評
価
委
員
会
に
つ
い
て

道
路
関
係
四
公
団
の
権
利
及
び
義
務
に
つ
い
て
は
、
承

継
計
画
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
及
び
地
方
公
共
団
体

が
承
継
す
る
資
産
を
除
き
、
会
社
及
び
機
構
が
承
継
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

(日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係

法
施
行
法
第
一
五
条
第
一
項
)。

ま
た
、
承
継
す
る
資
産
の
価
額
は
、
会
社
及
び
機
構
の

成
立
の
日
に
お
け
る
時
価
を
基
準
と
し
て
評
価
委
員
が
評

価
し
た
価
額
と
さ
れ
て
い
ま
す

(同
条
第
二
項
)。

評
価
委
員
に
つ
い
て
は
、
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①

財
務
省
の
職
員
･･-
一
人

②

国
土
交
通
省
の
職
員
･･･二
人

③

会
社
の
役
員

容
云社
が
設
立
す
る
ま
で
は
設
立
委

目
◇
!

一
人

④

機
構
の
役
員

(成
立
ま
で
は
設
立
委
員
)
･･･
一
人

⑤

出
資
地
方
公
共
団
体
の
長
が
共
同
推
薦
し
た
者
･･･

三
人

⑥

学
識
経
験
の
あ
る
者
･･･四
人

と
さ
れ
て
い
ま
す

(日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う

経
過
措
置
及
び
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
第
二

条
)。と

こ
ろ
で
、
道
路
関
係
四
公
団
で
は
平
成
一
五
年
六
月

に
民
間
企
業
並
財
務
諸
表

(試
算
値
)
を
作
成
･
公
表
を

し
ま
し
た
が
、
民
営
化
に
当
た
っ
て
道
路
関
係
四
公
団
か

ら
機
構
及
び
会
社
に
承
継
さ
れ
る
道
路
資
産
等
の
評
価
方

針
並
び
に
機
構
及
び
会
社
に
お
け
る
高
速
道
路
事
業
の
会

計
基
準
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

検
討
す
る
た
め
に
、
平
成
一
六
年
一
月
に
道
路
局
長
の
私

的
検
討
会
と
し
て
｢道
路
資
産
評
価
･
会
計
基
準
検
討
会
｣

(委
員
長

黒
川
行
治
慶
應
義
塾
大
学
教
授

(商
学
部
･

大
学
院
商
学
研
究
科
こ
を
設
け
、
六
人
の
委
員
に
よ
っ

て
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
｢道
路
資
産
評
価

･
会
計

基
準
検
討
会
｣
は
、
平
成
一
七
年
三
月
に
報
告
を
出
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

六
月
三
〇
日
に
は
第
一
回
資
産
評
価
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
資
産
評
価
委
員
会
に
お
い
て
は

｢道
路
資

○公団から承継する資産の評価関係

資産評価委員の任命

･第 1回資産評価委員会の開催

(以降、民営化前後に、資産評価委員会を数回開催)

6会社、機構の設立平成17年10月 1 日

図10 民営化に向けたスケジュール

○政省令の公布 (6月 1日)　

　

　

ノ‐l

n
v

公

立

月

の

設

5

　
　
　

関

3

政

会

0

O

･会社設立委員の任命

･第 1回会社設立委員会の開催

(以降、会社設立委員会を数回開催)

《9月中 ･下旬》 ･創立総会、第 1回取締役会

機構設立委員の任命

･第 1回独立行政法人評価委員会分科会の開催

(以降、民営化前に、分科会を数回開催)

･第 2回独立行政法人評価委員会分科会の開催

･第 1回機構設立委員会の開催

AM　
　

月

月

Q
J

Q
V

《6 月30日
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産
評
価
.
会
計
基
準
検
討
会
｣
の
報
告
の
考
え
方
を
参
考

穴

お
わ
り
に

と
し
て
審
議
が
行
わ
れ
た
上
で
、
道
路
関
係
四
公
団
か
ら

会
社
及
び
機
構
に
承
継
さ
れ
る
資
産
の
具
体
的
な
評
価
額

今
後
も
、
本
年
一
0
月
一
日
の
道
路
関
係
四
公
団
の
民

を
認
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

営
化
に
向
け
て
、
民
営
化
後
の
機
構
及
び
会
社
の
円
滑
か

つ
適
切
な
運
営
を
可
能
と
す
る
よ
う
、

弓
き
続
き
取
り
組

4

暫
定
協
定
に
つ
い
て

ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

民
営
化
後
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法

読
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
何
卒
宣
し

第
三
〇
条
の
事
業
中
区
間
に
係
る
会
社
の
指
定
に
よ
っ

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

て
、
各
会
社
が
新
設
又
は
改
築
す
べ
き
高
速
道
路
が
確
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
そ

の
他
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
の
前
に
お
い
て
も

継
続
し
て
適
切
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
民
営
化

の
日
か
ら
同
法
第
二
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
日
ま
で
の

暫
定
期
間
中
は
、
道
路
関
係
四
公
団
が
従
来
許
認
可
を
受

け
て
行
っ
て
い
た
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
や
料
金
徴
収

等
の
事
業
内
容
を
当
該
高
速
道
路
を
事
業
範
囲
と
す
る
会

社
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
会
社
は
機
構
か
ら
当
該
高
速
道
路
に
係
る
道
路
資
産

を
借
り
受
け
、貸
付
料
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

暫
定
期
間
中
に
お
い
て
会
社
又
は
機
構
が
適
切
に
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
又
は
業
務
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、

国
土
交
通
大
臣
は
暫
定
協
定
を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

現
在
、
そ
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

(図

ゆ
)。

22 道々テセ 2005.7



(参考) 道路関係四公団民営化関係年表 (平成17年 6月まで)

平成13年

12月 19日 ｢特殊法人等整理合理化計画｣ を閣議決定

平成14年

6 月 7 日 ｢道路関係四公団民営化推進委員会設置法｣ 成立

12月 6 日 道路関係四公団民営化推進委員会が ｢意見書｣ を総理に提出

12月 12日 第 1回道路関係四公団民営化に関する政府 ･与党協議会

12月 17日 ｢道路関係四公団、国際拠点空港及び政策金融機関の改革について｣ を閣議決定

平成15年

4 月25日 ｢本州四国連絡橋公団の債務の負担の軽減を図るために平成15年度において緊急

に講ずべき特別措置に関する法律｣ 及び ｢高速自動車国道法及び沖縄振興特別措置

法の一部を改正する法律｣ 成立

12月 22日 第 5回道路関係四公団民営化に関する政府 ･与党協議会において、新組織の役割

分担や抜本的見直し区間の設定等の ｢道路関係四公団民営化の基本的枠組みについ

て｣ を決定

平成16年

3 月 9 日 道路関係四公団民営化関係四法案を閣議決定

6 月 2 日 道路関係四公団民営化関係四法成立

6 月 9日 道路関係四公団民営化関係四法公布

7 月 1 日 国土交通省大臣官房に道路関係四公団民営化関係組織設立準備室設置

7 月 2 日 民間企業並財務諸表の概要の公表

8 月 2 日 第 1回道路関係四公団 ･国土交通省連絡会開催

(平成17年 3月29日までに 6 回開催)

平成17年

4 月 5日 高速道路株式会社会長等就任予定者公表

4 月27日 道路資産評価 ･会計基準検討会最終報告

5 月20日 高速道路株式会社社長等就任予定者公表

5 月24日 会社 ･機構設立委員就任予定者公表

5 月30日 第1回高速道路株式会社設立委員会、会社 ･機構設立委員任命

6 月 1 日 道路関係四公団民営化関係政省令公布

6 月30日 第 1回資産評価委員会、資産評価委員任命

6 月30日 会社の事業範囲を指定
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(別
掲
)

道
路
関
係
国
酋
圏
民
営
化
関
係
政
省
令

へ道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
政
省
令
の
構
成
〉

今
回
、
公
布
さ
れ
た
政
省
令
は
以
下
の
四
政
令
及
び
四

省
令
で
あ
り
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
四
法
の
施

行
に
必
要
な
規
則
を
定
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
政
省
令
は
、
公
布
に
合
わ
せ
て
施
行
さ
れ
て
い
る
一
部

の
規
定
を
除
き
、
本
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

【政
令
】

①
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

(平
成
一
七
年
政
令
第
二
〇
〇
号
)

②
高
速
道
路
株
式
会
社
法
施
行
令

(平
成
一
七
年
政
令

第
二
〇
一
号
)

③
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機

構
法
施
行
令

(平
成
一
七
年
政
令
第
二
〇
二
号
)

④
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び

関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

(平
成
一
七
年
政

令
第
二
〇
三
号
)

【省
令
M

◎
高
速
道
路
株
式
会
社
法
施
行
規
則

(平
成
一
七
年
国

土
交
通
省
令
第
六
三
号
)

⑥
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機

構
に
関
す
る
省
令

(平
成
一
七
年
国
土
交
通
省
令
第
六

四
号
)

の
高
速
道
路
事
業
等
会
計
規
則

(平
成
一
七
年
国
土
交

通
省
令
第
六
五
号
)

③
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び

国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

(平

成
一
七
年
国
土
交
通
省
令
第
六
六
号
)

へ道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
政
省
令
の
概
要
〉

①
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

①

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
の
施
行

期
日

(道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
の
期
日
)
を
平

成
一
七
年
一
〇
月
一
日
と
す
る
。

②
高
速
道
路
株
式
会
社
法
施
行
令

①

会
社
に
道
路
の
管
理
等
の
委
託
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
者
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
に

長
大
橋
の
建
設
等
の
委
託
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

は
、
地
方
道
路
公
社
と
す
る
。

②

会
社
が
発
行
し
た
債
券
等
を
失
っ
た
者
に
交
付
す

る
代
わ
り
債
券
等
の
発
行
に
関
す
る
所
要
の
手
続
を

定
め
る
。

⑤

外
貨
建
て
債
務
に
つ
い
て
政
府
が
保
証
契
約
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
会
社
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
西
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
と
す
る
。

③
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機

構
法
施
行
令

①

機
構
に
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
公
共
団
体

は
、
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
又
は
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
の
各
道
路
に
つ
い
て
当
該
道
路
に

係
る
出
資
金
の
区
分
に
応
じ
た
地
方
公
共
団
体
と
す

る
。

②

機
構
の
会
社
に
対
す
る
道
路
資
産
の
貸
付
け
に
係

る
貸
付
料
の
額
の
基
準
は
、
認
可
業
務
実
施
計
画
の

対
象
と
な
る
高
速
道
路
プ
ー
ル
ご
と
に
、
当
該
高
速

道
路
に
係
る
道
路
資
産
の
貸
付
期
間
に
お
け
る
貸
付

料
の
額
の
合
計
額
が
、
当
該
貸
付
期
間
に
お
け
る
占

用
料
、
連
結
料
等
の
収
入
の
合
計
額
と
併
せ
て
、
当

該
貸
付
期
間
に
お
け
る
機
構
の
業
務
に
要
す
る
費
用

及
び
高
速
道
路
勘
定
に
お
い
て
資
本
金
に
相
当
す
る

額
を
残
余
財
産
と
す
る
た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
に

要
す
る
費
用
の
額
の
合
計
額
に
見
合
う
額
と
す
る
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
当
分
の
間
、
本
州
四
国
連
絡
道

路
に
係
る
業
務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一

部
に
充
て
る
べ
き
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
の

出
資
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
す
る
。

③

日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
債
券
の
形

式
、
発
行
の
認
可
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
。

④

機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
準
用
す
る
法

令
の
規
定
と
し
て
、
行
政
代
執
行
法
、
不
動
産
登
記

法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
を
定
め
る
と
と
も
に
、
所
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要
の
読
替
規
定
等
を
定
め
る
。

⑤

機
構
の
主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
に
置
く
期
限
を

平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
と
す
る
。

④
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び

関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

①

機
構
に
引
き
継
が
せ
る
よ
う
基
本
方
針
に
定
め
る

債
務
は
、
機
構
の
業
務
に
係
る
資
産
に
対
応
す
る
債

務
及
び
道
路
関
係
四
公
団
が
大
規
模
な
災
害
へ
の
対

処
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
負
担
し
た
債
務

と
す
る
。

②

承
継
資
産
に
係
る
評
価
委
員
は
、財
務
省
の
職
員
、

国
土
交
通
省
の
職
員
、
会
社
の
役
員

(設
立
委
員
)、

機
構
の
役
員

(設
立
委
員
)、
出
資
地
方
公
共
団
体

の
長
が
共
同
推
薦
し
た
者
及
び
学
識
経
験
者
に
つ

き
、
国
土
交
通
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
と
す
る
。

③

国
等
が
承
継
す
る
資
産
の
一
般
会
計
又
は
道
路
整

備
特
別
会
計
へ
の
帰
属
等
に
つ
い
て
定
め
る
。

④

管
理
有
料
高
速
道
路
に
係
る
料
金
の
額
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
改
正
前
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行

令
の
関
係
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と

と
す
る
。
ま
た
、
料
金
の
徴
収
期
間
の
基
準
と
し
て
、

民
営
化
後
二
〇
年
間
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

⑤

そ
の
他
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
、
道
路
法
施
行
令
そ

の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。

る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正

･
料
金
に
よ
り
償
う
道
路
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の

範
囲
を
定
め
る
。

･
料
金
に
よ
り
償
う
道
路
に
係
る
料
金
の
額
及
び
徴

収
期
間
の
基
準
を
定
め
る
。

る

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正

･
連
結
位
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
。

･
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
連
結
料
の
額
の
基
準

及
び
徴
収
方
法
を
定
め
る
。

◎
高
速
道
路
株
式
会
社
法
施
行
規
則

①

会
社
の
新
株
等
発
行
の
認
可
、
代
表
取
締
役
等
の

選
定
等
の
決
議
の
認
可
、
事
業
計
画
の
認
可
、
社
債

募
集
の
認
可
の
申
請
、
長
期
資
金
借
入
れ
の
認
可
の

申
請
、
定
款
変
更
の
決
議
の
認
可
等
に
関
し
、
申
請

書
の
記
載
事
項
、
認
可
手
続
等
を
定
め
る
。

②

会
社
は
、
高
速
道
路
の
管
理
等
の
事
業
以
外
の
事

業

(関
連
事
業
)
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

営
も
う
と
す
る
事
業
の
内
容
、
営
も
う
と
す
る
事
業

の
開
始
の
時
期
、
事
業
を
営
も
う
と
す
る
理
由
を
記

載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

③

会
社
が
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る

際
に
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
財
産
は
、
高
速
道
路
の
管
理
等
の
事
業

の
用
に
供
す
る
土
地
、
建
物
及
び
構
築
物

(高
速
道

路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
及

び
鉄
道
施
設
の
管
理
に
伴
い
譲
渡
し
、
又
は
交
換
す

る
も
の
を
除
く
。)
で
あ
っ
て
、
そ
の
帳
簿
価
額
が

三
億
円
以
上
の
も
の
と
す
る
。

④

会
社
は
、
会
計
及
び
財
務
に
関
す
る
規
程
を
制
定

し
、
又
は
改
廃
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交

通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す

る
o
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⑥
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機

構
に
関
す
る
省
令

①

機
構
に
係
る
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
、
中
期
計

画
の
認
可
申
請
書
の
記
載
事
項
、
中
期
計
画
の
認
可

申
請
手
続
等
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
規
定
に
よ

り
委
任
さ
れ
た
事
項
を
定
め
る
。

②

国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
中
期
目
標
に
係
る
事

業
報
告
書
に
は
、
当
該
中
期
目
標
に
定
め
た
項
目
ご

と
に
そ
の
実
績
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
中
期
目
標
に
係
る
業
務
の

実
績
に
関
す
る
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
評
価

の
手
続
を
定
め
る
。

③

機
構
の
会
計
の
原
則
を
定
め
る
。

④

機
構
が
毎
事
業
年
度
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
務
諸
表
の
書
類

と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
に
定
め
る
キ
ャ
ッ



シ
ュ
･
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
コ

ス
ト
計
算
書
を
定
め
、
当
該
財
務
諸
表
の
閲
覧
期
間

を
五
年
と
す
る
こ
と
o

⑤

短
期
借
入
金
及
び
長
期
借
入
金
の
認
可
の
申
請
並

び
に
返
済
計
画
の
認
可
の
申
請
に
関
し
、
申
請
書
の

記
載
事
項
及
び
認
可
手
続
を
定
め
る
。

⑥

機
構
が
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る

際
に
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
財
産
は
、
高
速
道
路
の
管
理

(新
設
及

び
改
築
を
除
く
。)
又
は
鉄
道
施
設
の
管
理
に
伴
い

譲
渡
し
、
又
は
交
換
す
る
不
動
産
以
外
の
財
産
で
あ

っ
て
、
そ
の
帳
簿
価
額
が
三
千
万
円
以
上
の
も
の
と

す
る
こ
と
。

⑦

会
社
と
機
構
が
締
結
す
る
協
定
に
定
め
る
事
項

は
、
法
定
事
項
の
ほ
か
、
会
社
に
よ
る
高
速
道
路
の

管
理
の
適
正
な
水
準
の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項
、

会
社
の
経
営
努
力
に
よ
る
高
速
道
路
の
新
設
、改
築
、

維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
縮
減

を
助
長
す
る
た
め
の
機
構
の
助
成
に
関
し
必
要
な
事

項
、協
定
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
こ
と
。

⑧

業
務
実
施
計
画
の
認
可
申
請
書
に
は
、
協
定
等
の

ほ
か
、
全
国
路
線
網
に
属
す
る
高
速
道
路
に
係
る
業

務
実
施
計
画
に
あ
っ
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び

高
速
自
動
車
国
道
と
交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る

高
速
自
動
車
国
道
以
外
の
高
速
道
路
ご
と
の
収
支
予

算
の
明
細
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

の

高
速
道
路
事
業
等
会
計
規
則

①

会
社
の
営
業
年
度
、
勘
定
科
目
の
分
類
、
貸
借
対

照
表

･
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
財
務
諸
表
の
様
式
、

会
計
区
分
に
つ
い
て
定
め
る
。

②

会
計
の
整
理
に
当
た
っ
て
の
高
速
道
路
株
式
会
社

法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
事
業
並
び

に
こ
れ
に
附
帯
す
る
事
業
と
そ
の
他
の
事
業
と
の
区

分
の
方
法
等
に
つ
い
て
定
め
る
。

③
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び

国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

①

設
立
委
員
が
定
め
る
供
用
約
款
の
記
載
事
項
及
び

認
可
手
続
、
承
継
に
関
す
る
実
施
計
画
の
記
載
方
法

等
の
経
過
措
置
を
定
め
る
。

②

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
規
則
、
道
路
法
施
行

規
則
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
の
整
備
等
を
行
う
。

の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

･
供
用
約
款
に
は
、
料
金
の
徴
収
、
会
社
の
責
任
、

高
速
道
路
の
通
行
者

･
利
用
者
の
責
任
、
供
用
の

拒
絶
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
o

･
不
正
通
行
に
対
応
し
料
金
の
徴
収
を
確
実
に
行
う

た
め
に
会
社
等
が
定
め
る
通
行
方
法
は
、

①

一
般
車
専
用
の
料
金
徴
収
施
設
の
場
合
、
通

行
車
両
は
所
定
の
場
所
で
一
時
停
止
し
、か
つ
、

料
金
の
徴
収
後
に
当
該
係
員
が
発
進
を
承
諾
す

る
等
ま
で
の
間
は
発
進
し
て
は
な
ら
な
い
こ

主と
0

②

E
T
C
車
専
用
施
設
の
料
金
徴
収
施
設
の
場

合
、
E
T
C
車
以
外
の
通
行
車
両
は
当
該
施
設

を
通
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
E
T
C

車
は
徐
行
又
は
一
時
停
止
す
べ
き
旨
の
表
示
に

従
い
徐
行
又
は
一
時
停
止
し
て
通
過
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。

③

E
T
C
車

･
一
般
車
共
通
施
設
の
場
合
、
E

T
C
車
以
外
の
車
両
は
①
、
E
T
C
車
は
②
の

方
法
等

と
す
る
こ
と
o

る

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

･
自
動
車
専
用
道
路
へ
の
連
結
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
の
申
請
書
の
記
載
事
項
及
び
添
付
書

類
、
連
結
施
設
の
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準
、

連
結
許
可
を
受
け
た
施
設
の
構
造
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
際
に
許
可
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
、
連

結
施
設
の
構
造
に
つ
い
て
の
変
更
の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
の
申
請
書
の
記
載
事
項
及
び
添

付
書
類
、
連
結
許
可
等
に
係
る
施
設
の
維
持
管
理

に
関
す
る
基
準
並
び
に
連
結
料
を
計
算
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
地
代
の
差
額
に
相
当
す
る
額
の
算

定
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
。
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　年記念行事を晶卿で開催 ! ~

(8卿噂園)｢週の罔｣

8月10日はr道の日J

『道
の
日
』
の
制
定
経
緯
焉
趣
旨

道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で
す
が
、
あ

ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
重
要
性
が
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ

く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
･
道
路
管
理
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
国
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に
お
い

て
、
｢今
後
の
道
路
整
備
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
国
民
の

理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
i
!

『道
の
日
』
を
定
め
る
な
ど
道
路
に
関
す
る
国
民
の
関
心

を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。｣
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、

ま
た
昭
和
六
一
年
一
月
二
八
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
か
ら
、
｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り

･
円
滑
な

道
路
整
備
･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保
等

を
図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
『道
の
日
』
を
設
け
、
あ
ら
た
め
て

道
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護

の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
日
と
す
る
。｣
と
の

提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)
で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭
和
六
一
年

度
か
ら
八
月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
、
道
路
の
意

義
･
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
皆
様
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
す
。

な
お
、
八
月

一
〇
日
を

｢
道
の
日
｣
と
し
た
の
は
、

①
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
我
が
国
で
最
初
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第

一
次
道
路
改
良
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
②
広
く

一
般
国
民
に
定
着

し
て
い
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

(※
)｣
(八
月
一
日

~
八
月
三
一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

※

平
成

一
三
年
度
よ
り

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
か

ら
名
称
変
更

『道
の
日
』
の
運
動

国
土
交
通
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
公
団
、
関

係
団
体
等
に
幅
広
く

｢道
の
日
｣
の
運
動
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
国
土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
各
機
関

･

団
体
等
は
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
相
互
に
連
携

し
、
毎
年
全
国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

道
路
清
掃
な
ど
、
道
に
ち
な
ん
だ
各
種
行
事
及
び
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
周
年
を
迎
え
る
『道
の
日
』
事
実
行
事

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ

る

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
に
つ
い
て
は
、
今
年
で
二
〇

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

｢道
の
日
｣

中
央
行
事
は
、
“集
い
“
"

ふ
れ
あ
い
“
〃広
が
る
"
｢道

の
日
｣
"
8
N
会
す
》
□
巳
≦
胡
費
てを
テ
ー
マ
に
、
八
月
六

日

(土
)
に
品
川
駅
港
南
口
を
出
て
す
ぐ
の
品
川
イ
ン

道イテセ 2005,7 2 7

道路局総務課 柳橋 隆則



観月ln~8月肌IDの曜閑中であることなどによります。f道の日1実行資凡会

｢道の剛クイズ大会

日限りの廻の頃｢品川糟｣。葉しい｢道の日｣イベスペースイベント/大道芸人バフオ【マンス

襟競う浮華コ
諭純増羽 大勢

　　　　　　　　　　　　　　　　

轌田園子によるテープカント

　　

　

　

　　
　

　　

総
薹
。

品
川
イ
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タ
ー
シ
テ
ィ
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
に
て
実
施
さ
れ
ま

す
。当

日
は
、
品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
内
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
容
云場
全
体
)
を
一
日
だ
け
の
｢道
の
駅

品
川
宿
｣

と
認
定
し
、
全
国
各
地
の

｢道
の
駅
｣
が
大
集
合
す
る
予

定
で
す
。
普
段
は
車
に
乗
っ
て
各
地
を
旅
行
し
な
け
れ
ば

味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
全
国
各
地
の

｢道
の
駅
｣
を
都

内
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
タ
レ
ン
ト
の

熊
田
曜
子
さ
ん
に

｢
一
日
道
の
駅
長
｣
を
お
願
い
し
、
当

該
イ
ベ
ン
ト
及
び

｢道
の
駅
｣
の
魅
力
を
P
R
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
会
場
の
中
心
に
特
設
ス
テ
ー

ジ
を
設
け
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語
表
彰
式
、
人

気
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
品
川
庄
司
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ
、
そ
れ
い
け
!

ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
が

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

八
月
六
日

(土
)
に
は
、
ぜ
ひ
品
川
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
全
国
有
数
の

｢道
の
駅
｣
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
楽

し
み
な
が
ら
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

｢道
｣
に
つ

い
て
、
じ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?



軋
R
m
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
創
設
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
交
通
係

村
上

昌
仁

蛔

は
じ
め
に

L
R
T
は
、
都
市
交
通
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、
欧

米
で
注
目
さ
れ
、
導
入
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我

が
国
に
お
い
て
も
、
L
R
T
は
、
地
球
環
境
問
題
や
高
齢

社
会
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
道
路
渋
滞
解
消
に
伴
う
道
路

交
通
の
円
滑
化
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
の
課
題
へ

の
対
応
か
ら
、
人
に
優
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
国
土
交
通
省

で
は
平
成
九
年
度
に
、
路
面
電
車
の
走
行
路
盤
部
分
を
道

路
改
築
の
一
環
と
し
て
整
備
を
行
う

｢路
面
電
車
走
行
空

間
改
築
事
業
｣
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
同
事
業
の
創
設
に
伴
い
、
既
設
路
面
電

車
の
駅
前
広
場
へ
の
路
線
延
伸
等
が
実
現
し
て
い
る
も
の

の
、
新
規
L
R
T
の
整
備
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
で

は
、
L
R
T
の
新
規
路
線
等
の
整
備
を
支
援
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
制
度
等
を
体
系
化
し
、
各
局
が
相
互
連

携
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

｢L
R
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
を

平
成
一
七
年
度
に
創
設
致
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
致
し
ま
す
。

二

L
R
T

(次
世
代
型
路
面
電
車
)
と
ば

L
R
T
と
は
、
せ
朽
耳
葱
二
弓
[胃
旨
の
略
称
で
あ
り
、

我
が
国
で
は
、
従
来
の
路
面
電
車
を
低
床
化
し
、
乗
り
心

地
を
良
く
し
た

｢次
世
代
型
の
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
｣
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
L
R
T
が
欧
米
や
我
が
国
に

お
い
て
、
都
市
交
通
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
様
な
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て

L
R
T
は
、
路
面
か
ら
直
接
乗
降
で
き
、
車
両
や
軌
道

の
デ
ザ
イ
ン
が
だ
れ
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
シ
ス
テ
ム

も
単
純
で
あ
る
た
め
、
高
齢
者
や
障
害
者
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
や
子
供
な
ど
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
使
い

や
す
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

最
も
近
い
公
共
交
通
と
言
え
ま
す
。
こ
の
観
点
で
整
備
計

画
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
平
成
一
八
年
度
開
業
予
定
の

富
山
港
線
の
整
備
計
画
事
例
を
図
1
に
示
し
ま
す
。

2

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
向
け
て

地
球
温
暖
化
の
主
要
因
で
あ
る
⑲
の
排
出
削
減
は
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
京
都
議
定
書
に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇

年
を
基
準
と
し
て
六
%
の
削
減
が
目
標
と
な
り
、
特
に
鮠

の
総
排
出
量
の
二
割
を
占
め
る
運
輸
部
門
、
さ
ら
に
そ
の

1首"〒セ 200匁7 29



斜路 (手摺部分) による段差解消
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低床ホームと低床車両によるスムーズな移動
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図 2 輸送人キ口当たりC 0 2排出量

五
0
%
を
占
め
て
い
る
自
家
用
車
か
ら
の
排
出
量
の
削
減

が
大
き
な
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

図
2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
L
R
T
の
鮠
排
出
量
は
自

動
車
の
1
/
5
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
か
ら
L
R
T

へ
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
⑩
削
減
へ
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

3

渋
滞
対
策
の
一
環
と
し
て

人
に
優
し
い
L
R
T
の
導
入
に
よ
り
路
面
電
車
が
見
直

さ
れ
、
路
面
電
車
優
先
信
号
な
ど
、
速
達
性
と
乗
り
心
地

な
ど
の
利
点
か
ら
自
動
車
交
通
か
ら
の
転
換
を
視
野
に
入

れ
た
積
極
的
な
整
備
方
策
が
検
討
さ
れ
、
渋
滞
解
消
の
施

策
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

二

L
R
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

L
R
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
設
さ
れ
た
背
景

路
面
電
車
に
替
わ
っ
て
L
R
T
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

図 L R T によるユニバーサルデザイ ン (出典 :富山ラィトレール株式会社ホームページ)

は
、
以
上
の
よ
う
な
整
備
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
整
備
推
進
が
図
れ
な
い
要
因
と
し

て
、
以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①

導
入
コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
い
。

②

各
関
係
主
体
間
の
合
意
形
成
が
得
に
く
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
国
土
交
通
省
で
は
L
R
T
導
入

に
対
す
る
補
助
制
度
を
整
備
強
化
し
て
き
た
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
支
援
は
、
各
局
に
分
か
れ
た
縦
割
型
の
補
助
制
度

で
あ
っ
た
た
め
、
相
互
の
連
携
が
弱
く
、
個
別
事
業
採
択

で
は
導
入
コ
ス
ト
の
効
率
的
な
負
担
軽
減
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
又
、
各
関
係
主
体
間
の
合
意
形
成
を
図
る

枠
組
み
が
な
く
、
個
別
に
協
議
す
る
し
か
な
く
合
意
形
成

が
得
に
く
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
総
合
的
な
支
援
ま
で
に

は
至
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

2

L
R
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

Q

L
R
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
設

様
々
な
課
題
を
一
挙
に
解
消
す
る
手
法
と
し
て
、
国

土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
七
年
度
に

｢L
R
T
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
｣
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
L
R
T
の
整
備
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る

前
提
と
し
て
、
L
R
T
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
地
域
に

お
い
て
、
鉄
軌
道
事
業
者
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
都
道

府
県
警
察
、
道
路
管
理
者
、
有
識
者
等
に
よ
り
L
R
T
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
地
域
の
合
意
に
基

づ
い
た
L
R
T
整
備
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
整
備
計
画
に
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LRT総合整備事業
関係部局が連携して、下記の補助の同時操網こよる一体支援

都市再生交通拠点離羸彌繃
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弱
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R Tシステムの橋難に不可欠な施設 ･公共文通機関の利用促進に幽する
の整備に対して補助 施設の整蔵こ炎･ 常吉

　　

蝸
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施
繃
繃

架線柱、シェル夕｣、停留場

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業

に
対
し
、
国
が
L
R
T
総
合

整
備
事
業
に
よ
り
都
市
･
地

域
整
備
局
、
道
路
局
、
鉄
道

局
が
連
携
し
、
各
補
助
の
同

時
採
択
等
に
よ
る
一
体
的

･

総
合
的
支
援
を
行
う
も
の
で

ず
。図

3
に
よ
り
体
系
的
流
れ

を
整
理
し
ま
し
た
。

2

L
R
T
総
合
整
備
事
業

L
R
T
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

中
で
位
置
づ
け
さ
れ
た
L
R

T
総
合
整
備
事
業
は
、
個
別

施
策
の
同
時
採
択
等
に
よ
る

総
合
的
支
援
を
行
う
事
業
と

し
て
、
一
七
年
度
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
L
R
T
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
地
域
の

合
意
に
基
づ
い
た
L
R
T
整

備
計
画
に
つ
い
て
、
個
別
支

援
施
策
で
あ
る
L
R
T
シ
ス

テ
ム
整
備
費
補
助
、
都
市
再

生
交
通
拠
点
整
備
事
業
、
路

面
電
車
走
行
空
間
整
備
事
業

の
同
時
採
択
等
に
よ
り
、
各
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
ハ
ー

ド
面
の
整
備
と
し
て
電
停
、
上
屋
、
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
化

な
ど
か
ら
、
車
両
購
入
費
ま
で
、
さ
ら
に
は
利
便
性
の
向

上
へ
の
支
援
と
し
て
I
C
カ
ー
ド
な
ど
ソ
フ
ト
面
ま
で
の

総
合
的
支
援
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

◎

個
別
の
支
援
施
策
の
概
要

L
R
T
総
合
整
備
事
業
の
個
別
の
支
援
施
策
に
つ
い

て
、そ
の
対
象
範
囲
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
図
4
に
示
し
、

そ
の
概
要
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

◆
L
R
T
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助

(鉄
道
局
)

一
七
年
度
に
新
設
さ
れ
、
L
R
T
シ
ス
テ
ム
構
築
に

必
要
な
整
備
と
し
て
車
両
、
特
殊
レ
ー
ル
、
変
電
所
の

増
強
、
車
庫
整
備
、
I
C
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
車
両

か
ら
ソ
フ
ト
整
備
に
ま
で
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
ま

す
。

(補
助
対
象
者
"
鉄
軌
事
業
者
、
補
助

"
対
象
額
の

1
/
4
)

◆
都
市
再
生
交
通
拠
点
整
備
事
業
(都
市
･
地
域
整
備
局
)

自
由
通
路
、
地
下
街
、
駐
車
場
等
の
公
共
空
間
を
総

合
的
に
整
備
し
、
都
市
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も

に
、
都
市
施
設
整
備
や
土
地
利
用
の
再
編
に
よ
る
都
市

再
生
を
推
進
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
路
面
公
共
交

通
機
関
に
係
る
停
留
場
の
施
設
及
び
シ
ェ
ル
タ
ー
、
架

線
柱
、
高
度
な
交
通
結
節
機
能
を
有
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
等
の
歩
行
の
円
滑
化
に
資
す
る
施
設
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

低床式車両(LFaゾ)、停留施設
レール(剥げ辰軌道)、変電所錫
車庫の増価、IC力-ドシステム

L R T プロジェクト体系図

離　
　

　
　　　

　　

の名称
n ミLR Tプロジェクト ク,

I ｢LRTプロジェクト推進協議会｣の設置 l
｢LRT整備計画｣の策定

　　　
国の総合的支援



◆
路
面
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業

劉(補
助
対
象
者
…
地
方
公
共
団
体
、
補
助

レールの制振性の向上 ー C カードシステムの導入

(道
路
局
、
都
市
･
地
域
整
備
局
)

路
面
電
車
の
延
伸
･
新
設
に
係
る
整
備
の
た
め
に
必

要
と
な
る
走
行
路
面
、停
留
所
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

対
(鉄道局) 【新規1　 　　　　　　　　　　
の増強、車庫の増備、 I C カードシステム

【補助対象者】 鉄軌道事業者

待 ク
し ト 以 1
て が 上 /
い 全 、 2
ま 玉 ご

(補
助
対
象
者
…
道
路
管
理
者
、
補
助

"
対
象
額
の

以
上
、
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
、
こ
の
L
R
T
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
全
国
の
L
R
T
整
備
推
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
期

す

l 路面電車走行空間改築事業 l l 都市再生交通拠点整備事業 !
(道路局、都市 ･地域整備局) (都市 ･地域整備局)
･ L R T の走行空間の整備に対して支援 ･公共交通機関の利用促進に資する

施設の整備に対して支援

ー 走行路面･柱各盤 停 留場 l ー架線株 シ沙ター停留場｣
【補助対象者】 道路管理者 【補助対象者】 地方公共団体

鉄軌道事業者 等

李
なき

ミ ト 、. ･ ヘミ

‐“ 道路上の電停を駅構内へ移設
(鹿児島中央駅 ･シェルター、 電停)

駅手前の電停を駅前広場へ乗り入れ
(高知駅 ･走行路面、 路盤、電停)

図 4 L R T プロジェクトの概要とそのイメージ
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行
政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之

は
じ
め
に

第
一
五
九
回
国
会
に
提
出
さ
れ
た
行
政
事
件
訴
訟
法
改

正
法
案

(閣
法
第
六
六
号
)
は
、
平
成
一
六
年
法
律
第
八

四
号
と
し
て
同
年
六
月
九
日
に
公
布
さ
れ
、
本
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
た

(平
成

一
六
年
政
令
三
一
一
号
)。

今
回
の
改
正
は
、
司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
の
行
政
訴
訟

検
討
会
が
ま
と
め
た

｢行
政
事
件
訴
訟
制
度
の
見
直
し
の

た
め
の
考
え
方
｣
(平
成
一
五
年
一
月
)
に
基
づ
き
、
国

民
の
権
利
利
益
の
よ
り
実
効
的
な
救
済
手
続
の
整
備
を
基

本
理
念
と
し
、
D
M救
済
範
囲
の
拡
大
、
め
審
理
の
充
実
･

促
進
、
の
行
政
訴
訟
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
仕
組

み
の
整
備
、
の
仮
の
救
済
制
度
の
整
備
を
図
る
観
点
か
ら
、

昭
和
三
七
年
の
制
定
以
来
の
大
改
正
で
あ
る
。
以
下
、
改

正
法
を
概
観
す
る
。

一
行
政
訴
訟
の
救
済
範
囲
の
拡
大

1

取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
の
拡
大

(九
条
二
項
関
係
)

取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
は
、
取
消
訴
訟
は
、

処
分
又
は
裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
法
律
上
の
利

益
を
有
す
る
者
に
限
り
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
ら
れ
て
い
る

(第
九
条
第
一
項
)。

こ
の

｢法
律
上
の
利
益
｣
に
つ
い
て
は
、
①
対
象
と
な

る
行
政
活
動
の
類
型

(処
分
性
)、
②
本
案
判
決
を
原
告

が
受
け
る
上
で
の
正
当
な
利
益
の
存
在

(原
告
適
格
)
、

③
本
案
判
決
時
に
お
い
て
司
法
判
断
を
受
け
る
た
め
の
客

観
的
な
必
要
性
の
存
在

(狭
義
の
訴
え
の
利
益
)
と
い
う

三
つ
の
側
面
か
ら
そ
の
存
否
が
議
論
さ
れ
て
き
た

(伊
藤

眞

｢訴
え
の
利
益
｣
行
政
法
体
系
④
)。
あ
る
行
政
の
行

為
に
つ
い
て
処
分
性
が
肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
相
手

方
(不
利
益
処
分
の
名
宛
人
、
申
請
拒
否
処
分
の
申
請
人
)

は
、
定
型
的
に
原
告
適
格
は
肯
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
処
分

の
名
宛
人
で
な
く
て
も
、
法
律
上
の
処
分
が
有
す
る
直
接

的
な
効
果
と
し
て
あ
る
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
、
ま
た
あ

る
者
に
義
務
が
課
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
は
定
型

的
に
原
告
適
格
が
肯
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
取
消
訴
訟
の

原
告
適
格
の
主
と
し
て
議
論
の
対
象
と
な
る
の
は
、
処
分

の
相
手
方
以
外
の
第
三
者

(施
設
等
の
近
隣
住
民
、
競
業

者
等
)
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
処
分
に
関
す
る

第
三
者
の
利
益
を
法
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
如
何
な

る
場
合
に

｢法
律
上
の
利
益
｣
に
該
当
す
る
か
と
い
う
問

題
が
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
の
議
論
の
背
景
と
し
て
、
昭
和
五
0
年
代
後
半
か
ら

の
処
分
の
根
拠
規
定
に
示
さ
れ
た
法
律
上
の
手
掛
か
り
と

他
の
法
的
根
拠
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
辺
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住
民
等
の
原
告
適
格
を
肯
定
す
る

(又
は
そ
の
余
地
を
認

め
る
)
最
高
裁
判
決
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た

(小
早
川
光

郎
･
高
橋
滋

｢詳
解
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
｣
二
五
頁
)

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

主
な
判
例
を
挙
げ
る
と
、
森
林
法
の
保
安
林
指
定
解
除

処
分
に
伴
い
、
洪
水
や
渇
水
の
防
止
上
の
利
益
を
侵
害
さ

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
近
隣
住
民
に
原
告
適
格
を
肯
定
し
た

長
沼
ナ
イ
キ
基
地
訴
訟
判
決

合
最
判
昭
五
七
･
九
･
九
日

民
集
二
六
巻
九
号
一
六
七
九
頁
)、
航
空
法
の
目
的
規
定

と
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障

害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
存
在
と
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
航
空
運
送
事
業
免
許
の
審
査
に
際
し
て
は
、
航
空
機

騒
音
に
よ
っ
て
社
会
通
念
上
著
し
い
障
害
を
受
け
る
者
に

は
免
許
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
肯
定
し
た
新
潟
空

港
訴
訟
判
決

(最
判
平
元
･
二
･
一
七

民
集
四
三
巻
二

号
五
六
頁
)
、
原
告
適
格
の
有
無
の
判
定
に
際
し
て
は
、

当
該
法
規
の
趣
旨

･
目
的
、
当
該
法
規
が
当
該
処
分
を
通

じ
て
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
利
益
の
内
容

･
性
質
等
を

考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
｣
と
し
た
上
で
原
子
炉
等
規
制
法

上
の
原
子
炉
設
置
許
可
に
対
し
て
付
近
住
民
の
原
告
適
格

を
肯
定
し
た
も
ん
じ
ゅ
訴
訟
判
決

(最
判
平
四
･
九
･
ニ

ニ
民
集
四
六
巻
六
号
五
七
一
頁
)、
都
市
計
画
法
上
の
総

合
設
計
に
対
し
、
建
物
の
倒
壊

･
炎
上
に
よ
る
被
害

(A

判
決
)
や
日
照
阻
害

(B
判
決
)
の
お
そ
れ
を
主
張
し
た

付
近
住
民
に
原
告
適
格
を
肯
定
し
た

｢総
合
設
計
取
消
訴

訟
判
決

(A
判
決

…
最
判
平
一
四
･
一
･
ニ
ニ

民
集
五

六
巻
一
号
四
六
頁
、
B
判
決

…
同
一
四
･
三
･
二
人

民

集
五
六
巻
三
号
六
一
三
頁
)
等
に
お
い
て
そ
の
趨
勢
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
も
ん
じ
ゅ
訴
訟
判
決

以
来
、
｢処
分
の
根
拠
法
規
の
文
言
が
多
少
抽
象
的
一
般

的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
設
置
許
可
に
係
る
施
設

の
危
険
性
か
ら
周
辺
住
民
の
生
命
、
身
体
等
の
安
全
を
保

護
す
る
趣
旨
を
含
む
と
解
し
得
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
、
周
辺
住
民
の
生
命
、
身
体
等
の
安
全
保
護
は
一
般
公

益
の
中
に
解
消
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
個
別

的
利
益
と
し
て
も
保
護
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
｣
と

解
釈
す
る
立
場
を
と
っ
て
き
た

(高
橋
利
文

｢『も
ん
じ

ゅ
』
訴
訟
最
高
裁
判
決
解
説

『平
成
四
年
度
最
高
裁
判
所

判
例
解
説

(民
事
編
)』
(法
曹
界
)
三
三
七
頁
)、
福
井

章
代

｢岐
阜
県
隣
地
開
発
許
可
取
消
請
求
事
件
最
高
裁
判

決
解
説
｣
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
一
一
九
号
一
四
六
頁
等
)
こ
と

が
窺
え
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、
こ
れ
ら
の
最
高
裁
の
考
え
方
を
参

酌
し
、
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
の
適
切
な
判
断

が
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
つ
ま
り
、
処
分
又
は
裁
決
の
相
手
方
以
外
の
者
に
つ

い
て
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
の
要
件
で
あ
る
法
律
上
の
利

益
の
有
無
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
処
分
又
は

裁
決
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
規
定
の
文
言
の
み
に
よ
る
こ

と
な
く
、
当
該
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
並
び
に
当
該
処
分

に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質
を
考

慮
す
る
も
の
と
す
る

(第
九
条
第
二
項
)
な
ど
の
事
項
を

定
め
て
お
り
、
こ
れ
は
い
わ
ば
立
法
府
に
よ
る
司
法
府
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
え
る
。

司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
事
務
局
に
お
い
て
も
、
｢行

政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
の
骨
子
と
行
政
運
営
に
当
た
っ
て

の
留
意
点
｣
(平
成
一
六
年
一
〇
月
一
五
日
)
に
お
い
て
、

本
規
定
の
立
法
趣
旨
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
、
実
質
的
に

原
告
適
格
の
拡
大
を
謳
っ
て
い
る
。

｢裁
判
所
は
、
処
分
又
は
裁
決
の
相
手
方
以
外
の
者
に

つ
い
て
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
律
上
の
利
益
の
有

無
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
処
分
又
は
裁
決
の

根
拠
と
な
る
法
令
の
規
定
の
文
言
の
み
に
よ
る
こ
と
な

く
、
当
該
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
並
び
に
当
該
処
分
に
お

い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質
を
考
慮
す

る
も
の

(第
九
条
第
二
項
前
段
)
と
し
、
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
を
考
慮
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
当
該
法
令
と
目
的
を
共
通
に
す
る
関
係
法
令
が

あ
る
と
き
は
そ
の
趣
旨
及
び
目
的
を
も
参
酌
す
る
も
の
と

す
る
。
当
該
利
益
の
内
容
及
び
性
質
を
考
慮
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
当
該
処
分
又
は
裁
決
が
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令

に
違
反
し
て
さ
れ
た
場
合
に
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
益

の
内
容
及
び
性
質
並
び
に
こ
れ
が
害
さ
れ
る
態
様
及
び
程

度
を
も
勘
案
す
る
も
の
と
す
る

(第
九
条
第
二
項
後
段
)。

ま
た
、
具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
原
告
適
格
の
判
断
は
、

裁
判
所
が
個
別
の
事
情
に
即
し
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
例
え
ば
、
処
分
の
要
件
を
定
め
る
規
定
が

｢技
術
上

の
基
準
｣
な
ど
一
般
的
･
抽
象
的
な
文
言
に
よ
っ
て
規
定
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さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
法
令
の
規

定
の
文
言
の
み
に
よ
る
こ
と
な
く
、
根
拠
法
令
の
趣
旨

･

目
的
や
当
該
処
分
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内

容
･
性
質
等
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
適
格
の

認
め
ら
れ
る
範
囲
が
適
切
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的

に
確
保
さ
れ
、
原
告
適
格
が
実
質
的
に
広
く
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。｣

今
後
、
各
訴
訟
に
お
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
範
囲
の
原
告

適
格
が
実
際
に
拡
大

翁
斡容
)
さ
れ
る
の
か
は
、
各
請
求

の
原
因
に
掲
げ
る
個
別
法
令
等
を
基
に
し
た
裁
判
所
の
判

断
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
従
来
通
り
、
事
実
上
の

利
益
で
足
り
る
と
す
る
｢法
律
上
保
護
に
値
す
る
利
益
説
｣

で
は
な
く
、
当
該
処
分
の
根
拠
法
令
が
保
護
し
て
い
る
か

否
か
で
判
断
し
よ
う
と
す
る

｢法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益

説
｣
が
踏
襲
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
く
つ
か

(却
下

判
決
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
な
)
無
謀
な
訴
訟
提
起
も
想

定
さ
れ
る
も
の
の
、
行
政
運
営
の
側
か
ら
し
て
、
各
法
令

の
趣
旨
･
目
的
と
原
告
ら
の
法
律
上
の
利
益
の
内
容
及
び

性
質
等
を
考
慮
し
た
的
確
な
法
令
に
基
づ
く
処
分
を
行
っ

て
い
れ
ば
、
(訴
訟
件
数
が
増
加
し
た
こ
と
を
も
っ
て
)

各
行
政
庁
に
よ
る
処
分
に
対
す
る
国
民
へ
の
信
頼
に
影
響

を
及
ぼ
す
危
惧
は
な
い
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

2

義
務
付
け
の
訴
え
、
差
止
め
の
訴
え
等
の
訴
訟
類
型

の
法
定

行
政
庁
の
公
権
力
の
行
使
に
関
す
る
不
服
の
訴
訟
で
あ

る
抗
告
訴
訟

(行
訴
法
三
条
一
項
)
は
、
こ
れ
ま
で
、
不

作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
、
取
消
訴
訟
、
無
効
等
確
認
訴
訟

の
四
種
類
が
法
定
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
前
の
行
訴
法
で

は
、
抗
告
訴
訟
を
こ
の
四
種
類
に
限
定
す
る
と
い
う
規
定

ぶ
り
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
抗
告
訴
訟
の
包
括
的
な
定
義

と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
無
名
抗
告
訴
訟

(法
定
外
抗
告
訴
訟
)
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
義
務
付

け
の
訴
え
や

(処
分
等
の
)
差
止
め
の
訴
え
は
、
こ
の
無

名
抗
告
訴
訟
と
し
て
許
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
旨
こ
れ
ま
で

の
判
例
に
お
い
て
も
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
改
正
で

は
、
義
務
付
け
の
訴
え

(三
条
六
項
、
三
七
条
の
二
、
三

七
条
の
三
)、
差
止
め
の
訴
え

(三
条
七
項
、
三
七
条
の

四
)
が
法
定
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
両
者
の
訴
訟
類
型
に

対
応
す
る
仮
の
義
務
付
け
･
仮
の
差
止
め
(三
七
条
の
五
)

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
改
正
事
項
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
。
た
だ
し
、
法
律
全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
二
章
一

節
で
取
消
訴
訟
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
、
同
章

二
節
で
そ
の
他
の
抗
告
訴
訟
、
三
章
、
四
章
で
抗
告
訴
訟

以
外
の
三
つ
の
訴
訟
類
型
に
関
す
る
規
定
を
順
次
置
き
、

そ
こ
で
は
取
消
訴
訟
に
関
す
る
規
定
を
大
幅
に
準
用
す
る

な
ど
法
律
の
構
成

･
形
式
上
の
組
立
て
は
従
前
と
変
わ
っ

て
い
な
い
。

◎

義
務
付
け
の
訴
え
の
法
定

義
務
付
け
の
訴
え
は
、
行
政
庁
が
一
定
の
処
分
又
は
裁

決
を
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
を
求
め
る
訴
訟
で
あ

る
。
こ
の
訴
え
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
判

例
･
学
説
の
中
で
も
、
全
面
肯
定
、
全
面
否
定
、
補
充
的

肯
定
と
い
う
三
つ
の
説
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
行
訴
法

が
抗
告
訴
訟
に
お
け
る
取
消
訴
訟
中
心
主
義
を
探
っ
て
い

る
こ
と
を
重
視
し
、
取
消
訴
訟
と
の
関
係
で
義
務
付
け
訴

訟
の
補
充
性
を
認
め
て
い
る
例
が
多
く

(塩
野
宏

｢行
政

法
□
｣
二
〇
一
頁
)、
近
年
の
通
説

･
判
例
は
、
補
充
的

肯
定

(制
限
的
肯
定
)
説
と
い
わ
れ
て
い
る

(小
早
川
光

郎
ら

｢詳
解
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
｣
四
三
頁
)。
こ
の

考
え
方
は
、
①
行
政
庁
が
当
該
行
使
す
べ
き
こ
と
が
一
義

的
に
明
確
で
あ
っ
て
、
行
政
庁
の
第
一
次
判
断
権
を
尊
重

す
る
こ
と
が
重
要
で
な
い
場
合

(
一
義
的
明
白
性
の
要

件
)、
②
事
前
審
査
を
認
め
な
い
と
行
政
庁
の
作
為
又
は

不
作
為
に
よ
っ
て
受
け
る
損
害
が
大
き
く
、
事
前
救
済
の

必
要
性
が
あ
る
こ
と

(緊
急
性
の
要
件
)、
③
他
に
適
切

な
救
済
方
法
が
な
い
こ
と

(補
充
性
の
要
件
)
の
存
在
を

前
提
に
義
務
付
け
訴
訟
を
容
認
し
て
お
り
、
東
京
地
裁
平

一
三
･
三
一
･
四
判
決

(判
時
一
七
九
一
号
三
貫
)
や
堀
木

訴
訟

(大
阪
高
裁
昭
五
0
･
一
一
･
一
〇
行
裁
例
集
二
六
巻

一
0
=

=
号
一
一
天
八
頁
)
に
こ
れ
が
現
れ
て
い
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、
上
記
の
各
要
件
が
い
ず
れ
も
盛
り

込
ま
れ
、
他
の
訴
訟
類
型
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
た
格

好
と
な
っ
て
お
り

(後
記
要
件
比
較
表
参
昭
巴
、
国
民
の

救
済
方
法
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
。
主
な
改
正
ポ
イ
ン

ト
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、
義
務
付
け
訴
訟
の
類
型
と
し

て
、
①
申
請
手
続
を
前
提
と
し
な
い
処
分
に
つ
い
て
、
一

定
の
処
分
を
す
べ
き
旨
の
訴
え
を
行
う
タ
イ
プ

(直
接
型
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義
務
付
け
訴
訟

(非
申
請
型
義
務
付
け
訴
訟
))
(典
型
例

と
し
て
、
自
分
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
行
政
庁
に
よ
る

処
分
権
限
の
発
動
を
求
め
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。)、
②

申
請
権
を
前
提
と
し
、
申
請
拒
否
処
分
や
棄
却
･却
下
処

分
等
の
不
作
為
に
対
し
て
、
申
請
者
か
ら
一
定
の
処
分
等

す
べ
き
旨
の
訴
え
を
行
う
タ
イ
プ

(申
請
満
足
型
義
務
付

け
訴
訟

(申
請
型
義
務
付
け
訴
訟
))
の
三
類
型
が
創
設

さ
れ
、
各
訴
訟
要
件
と
裁
判
所
の
判
断
に
当
た
っ
て
の
考

慮
事
項

(勝
訴
要
件
)
が
規
定
さ
れ
た
。
次
に
、
手
続
的

ル
ー
ル
と
し
て
、
②
の
タ
イ
プ
の
う
ち
、
不
作
為
型
の
場

合
は
不
作
為
の
違
法
確
認
の
訴
え
を
、
処
分
拒
否
型
の
場

合
は
当
該
処
分
に
係
る
取
消
又
は
無
効
等
確
認
の
訴
え
を

併
せ
て
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(行
訴
法
三
七
条
の

三
③
)
と
さ
れ
、
単
独
で
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
義
務
付
け
訴
訟
と
併
せ
て
提
起
さ
れ
た
各
訴
訟

に
つ
い
て
そ
の
訴
訟
手
続
は
分
離
し
な
い
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(同
条
④
)
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

②
の
タ
イ
プ
が
申
請
拒
否
処
分
や
申
請
に
対
す
る
不
作
為

と
い
う
紛
争
に
つ
い
て
、
取
消
訴
訟
、
無
効
等
確
認
訴
訟
、

不
作
為
の
違
法
確
認
訴
訟
と
い
う
別
類
型
の
法
定
抗
告
訴

訟
と
機
能
分
担
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
と
併
合
提
起
す
る
こ
と
が
求
め
れ
て
い
る

(小
早
川

光
郎
ら

｢詳
解
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
｣
五
五
頁
)
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
、
判

決
に
お
い
て
、
争
点
の
当
該
処
分
に
つ
い
て
取
消
又
は
無

効
確
認
等
を
す
る
の
か
、
一
定
の
処
分
を
義
務
付
け
る
の

か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
併
合
提
起
さ
れ

た
各
訴
訟
と
分
離
せ
ず
裁
判
が
進
め
ら
れ
る
の
が
原
則
で

あ
る
が
、
裁
判
所
は
、
審
理
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
不

作
為
の
違
法
確
認
又
は
取
消
訴
訟
若
し
く
は
無
効
等
確
認

訴
訟
を
終
局
判
決
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
と
併
せ
て
、

(こ
れ
ら
の
終
局
判
決
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、
判
決
の

抵
触
を
回
避
す
る
た
め
に
)
本
件
義
務
付
け
訴
訟
を
中
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

(同
条
⑥
)。

今
回
の
改
正
で
は
、
義
務
付
け
判
決
の
履
行
確
保
と
い

う
観
点
で
は
、
特
別
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
間

接
強
制
･
直
接
強
制
の
手
続
は
特
段
な
い

(小
早
川
光
郎

ら

｢詳
解
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
｣
五
七
頁
)。
た
だ
し
、

義
務
付
け
の
訴
え
の
請
求
認
容
判
決
は
、
行
政
庁
に
対
す

る
拘
束
力
が
あ
り

(三
人
条
一
項
、
三
三
条
一
項
)、
行
政

庁
は
、
判
決
の
義
務
付
け
に
係
る
処
分
又
は
裁
決
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
拘
束
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

義
務
付
け
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
行
政

庁
の
第
一
次
判
断
権
が
制
約
さ
れ
る
と
も
映
る
が
、
こ
の

種
の
請
求
が
認
容
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
一
義
性
、
緊
急
性
、

補
充
性
等
の
各
要
件
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
当
該
処
分
に
係
る
よ
ほ
ど
の
慨
怠
等
が
疑
わ
れ
る

余
地
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
行
政
運
営
の
側
か
ら
し
て
、
従
来
通
り
、
法

令
に
基
づ
く
適
正
な
処
分
等
を
目
指
せ
ば
、
何
ら
影
響
が

及
ぶ
も
の
で
は
な
い
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
な
お
、
｢
一

定
の
処
分
｣
の
特
定
は
、
義
務
付
け
の
訴
え
の
要
件
に
つ

い
て
裁
判
所
の
判
断
が
可
能
と
な
る
程
度
に
特
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
特
定
の
程
度
は
、
訴
訟
に
お
け
る
請

求
の
趣
旨
の
特
定
の
一
般
的
な
考
え
方
に
照
ら
し
、
社
会

通
念
に
従
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、

公
害
訴
訟
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
民
事
訴
訟
の
抽
象
的
包
括

的
な
最
止
め
命
令
の
よ
う
な
請
求
又
は
命
令
は
、
義
務
付

け
の
訴
え
に
係
る
在
り
方
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。

②

差
止
め
の
訴
え
の
法
定

差
止
め
の
訴
え
は
、
行
政
庁
が
一
定
の
処
分
又
は
裁
決

を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
を
求
め
る
訴
訟

で
あ
る
。
差
止
め
の
訴
え
に
関
す
る
判
例
の
先
例
は
、
長

野
勤
務
評
事
件

(最
判
昭
四
七
･
一
一
･
三
○

民
集
二

六
巻
九
号
一
七
四
六
頁
)
が
著
名
で
あ
る
。
長
野
勤
務
評

事
件
で
は
、
県
立
学
校
職
員
が
県
に
対
し
、
自
己
勤
務
評

価
記
述
義
務
不
存
在
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
最
高
裁

は
、
処
分
を
受
け
て
か
ら
事
後
的
に
訴
訟
を
提
起
す
る
の

で
は

｢回
復
し
が
た
い
重
大
な
損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ

る
等
、
事
前
の
救
済
を
認
め
な
い
こ
と
を
著
し
く
不
相
当

と
す
る
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
｣
訴
え
の
利
益
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
て
、
訴
え
を
却
下
し
た
。
最
高
裁
の
訴
え

の
利
益
の
判
断
に
お
い
て
は
、
行
政
の
第
一
次
判
断
権
の

考
え
方
な
い
し
事
後
訴
訟
中
心
主
義
の
解
釈
論
が
潜
入
し

た
(塩
野
宏
･
行
政
法
n
二
〇
四
頁
)
と
解
さ
れ
て
い
る
。

下
級
審

(横
浜
地
平
=

･
六
･
二
人
判
例
地
方
自
治
二

〇
〇
号
八
〇
頁
、
東
京
地
裁
平
一
三
･
三
一
･
四
判
時
一

七
九
一
号
三
貫
)
に
お
い
て
も
、
法
定
外
訴
訟
で
あ
る
差
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止
め
の
訴
え
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
次
の
要
件
が
満
た
さ

れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
旨
判
断
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①

行
政
庁
が
行
政
権
を
行
使
す
べ
き
こ
と
又
は
す
べ
き
で
な

い
こ
と
が
一
義
的
に
明
白
で
あ
っ
て
、
行
政
庁
の
第
一
次

判
断
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
な
い
場
合

(
一
義
的

明
白
性
の
要
件
)、
②
事
前
審
査
を
認
め
な
い
と
行
政
庁

の
作
為
又
は
不
作
為
に
よ
っ
て
受
け
る
損
害
が
大
き
く
、

事
前
救
済
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と

(緊
急
性
の
要
件
)
、

③
他
に
適
切
な
救
済
方
法
が
な
い
こ
と
(補
充
性
の
要
件
)

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
義
務
付
け
の
訴
え
と
同
様
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、
義
務
付
け
の
訴
え
同
様
、
上
記
各

要
件
が
い
ず
れ
も
盛
り
込
ま
れ
た
上
で
新
設
さ
れ
、
国
民

の
救
済
方
法
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
。
主
な
改
正
ポ
イ

ン
ト
を
概
観
す
る
と
、
後
記
要
件
比
較
表
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
差
止
め
の
訴
え
は
、
裁
判
所
が
事
前
に
違
法
性
を

判
断
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
事
前
救
済
を
求
め

る
に
ふ
さ
わ
し
い
救
済
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、
一
定
の
処
分
又
は
裁
決
を
す
る
こ
と

に
よ
り
重
大
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
あ

る
こ
と
を
要
し
、
ま
た
、
損
害
を
避
け
る
た
め
に
他
に
適

当
な
方
法
が
あ
る
と
き
は
提
起
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
差
止
め
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
(後
述
す
る
仮
の

差
止
め
も
同
様
)、
処
分
後
に
お
い
て
、
取
消
訴
訟
や
執

行
停
止
の
申
立
て
に
よ
る
権
利
救
済
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
こ
こ
で
い
う

｢重
大
な
損
害
を
生
ず
る

お
そ
れ
｣
に
は
当
た
ら
な
い
。
例
え
ば
、
道
路
の
区
域
決

定
等
に
つ
い
て
は
、
処
分
後
に
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
機

会
が
あ
る
と
裁
判
所
が
認
め
る
と
き
は
、
当
該
処
分
が
社

会
経
済
的
に
重
大
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
よ
う

な
特
別
な
場
合
を
除
い
て
は
、
差
止
め
の
訴
え
が
認
容
さ

れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

差
止
め
の
訴
え
の
認
容
判
決
は
、
義
務
付
け
の
訴
え
と

同
様
、
行
政
庁
に
対
す
る
拘
束
力
が
あ
り
(三
人
条
一
項
、

三
三
条
一
項
)、
行
政
庁
は
判
決
の
差
止
め
に
係
る
処
分

又
は
裁
決
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
拘
束
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
爾
後
の
行
政
庁
は
、
同
判
決
の

既
判
力
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
(こ
れ
に

対
し
行
政
処
分
取
消
判
決
に
関
し
、
従
来
の
通
説
は
、
行

政
庁
が
爾
後
、同
一
処
分
の
反
復
を
禁
止
さ
せ
る
こ
と
は
、

判
決
の
既
判
力
で
は
な
く
特
殊
効
力
と
し
て
の
拘
束
力
に

よ
り
初
め
て
根
拠
付
け
ら
れ
る
も
の

(小
早
川
ら

｢詳
解

行
政
事
件
訴
訟
法
｣
九
〇
頁
)
と
解
さ
れ
て
い
る
。))。

な
お
、
差
止
め
判
決
に
は
対
世
効
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら

(行
訴
法
三
人
条
は
三
二
条
を
準
用
し
て
い

な
い
)、
処
分
の
第
三
者
に
よ
る
差
止
め
の
訴
え
に
お
い

て
は
、
同
法
三
人
条
が
準
用
す
る
二
二
条
に
よ
り
処
分
の

名
宛
人
を
訴
訟
に
参
加
さ
せ
、
判
決
に
参
加
的
効
力
が
認

め
ら
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、差
止
め
判
決
が
あ
っ
て
も
、

名
宛
人
が
処
分
を
す
る
よ
う
義
務
付
け
訴
訟
や
取
消
し
訴

訟
等
に
よ
り
争
う
と
い
う
可
能
性
は
想
定
し
得
る
。
つ
ま

り
、
当
該
処
分
の
差
止
め
が
認
容
さ
れ
る
一
方
、
第
三
者

が
当
該
処
分
の
取
消
し
を
訴
え
る
と
い
う
非
効
率
的
な
紛

争
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
訴
訟

の
煩
雑
化
と
長
期
化
と
い
う
訴
訟
法
の
理
念
か
ら
垂
離
す

る
た
め
、
争
点
に
係
る
事
実
等
が
共
通
す
る
こ
と
を
掛
酌

し
、
紛
争
の
蒸
し
返
し
を
防
ぐ
こ
と
に
裁
判
所
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

③

確
認
の
訴
え
を
当
事
者
訴
訟
の
一
類
型
と
し
て
明
示

当
事
者
訴
訟
と
は
、
心
当
事
者
間
の
法
律
関
係
を
確
認

し
又
は
形
成
す
る
処
分
又
は
裁
決
に
関
す
る
訴
訟
で
法
令

の
規
定
に
よ
り
そ
の
法
律
関
係
の
当
事
者
の
一
方
を
被
告

と
す
る
も
の
、
め
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
訴
訟
を

い
う
。
り
は
、
実
質
は
抗
告
訴
訟
で
あ
り
な
が
ら
、
法
律

関
係
の
当
事
者
間
の
訴
訟
の
形
式
を
と
る
こ
と
か
ら
形
式

的
当
事
者
訴
訟
と
呼
ば
れ
、
の
実
質
的
当
事
者
訴
訟
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
で
は
、
公
法
上
の
法
律
関
係

に
関
す
る
確
認
訴
訟
の
存
在
を
改
め
て
明
確
に
し
、
実
質

的
当
事
者
訴
訟
と
し
て
の
確
認
訴
訟
の
活
用
の
可
能
性
を

法
律
上
明
ら
か
に
す
る
趣
旨
で
、
｢公
法
上
の
法
律
関
係

に
関
す
る
確
認
の
訴
え
｣
が
当
事
者
訴
訟
の
一
類
型
と
し

て
明
文
化
さ
れ
た
。

行
政
訴
訟
は
、
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使

に
当
た
る
行
為
の
適
法
性
を
直
接
争
う
抗
告
訴
訟
が
中
心

と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
行
政
需
要
の
増
大
と
行
政

作
用
の
多
様
化
が
進
展
す
る
中
で
、
典
型
的
な
行
政
作
用

を
念
頭
に
置
い
て

｢行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行

使
に
当
た
る
行
為
｣
を
対
象
と
し
て
い
る
抗
告
訴
訟
の
み

で
は
、
国
民
の
権
利
利
益
の
実
効
的
な
救
済
を
図
る
こ
と
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が
困
難
な
場
合
が
生
じ
て
い
る
。
他
方
、
実
質
的
当
事
者

訴
訟
の
訴
訟
対
象
は
抗
告
訴
訟
の
場
合
が
生
じ
て
い
る
。

他
方
、
実
質
的
当
事
者
訴
訟
の
訴
訟
対
象
は
、
抗
告
訴
訟

の

｢処
分
｣
又
は

｢裁
決
｣
の
よ
う
に
特
定
の
形
式
に
限

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
｢公
法
上
の
法
律
関
係
｣
と
一
般
的

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
訴
訟
の
一
類
型

と
し
て
の
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
確
認
の
利
益
が
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
事
案
に
応
じ
て
確
認
の
対
象
を

選
択
し
適
法
な
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

て
、
多
種
多
様
な
行
政
活
動
か
ら
生
じ
る
紛
争
を
広
く
対

象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
面
が
あ
る
。

二

行
政
訴
訟
の
審
理
の
充
実
･促
進

1

釈
明
処
分
の
特
則

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
訴
訟
関
係
を
明
瞭

に
す
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
庁

に
対
し
裁
決
の
記
録
や
処
分
又
は
裁
決
の
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
資
料
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
行
政
庁
の
専
門
的

･
技
術
的
判
断
や

裁
量
判
断
を
伴
う
行
政
処
分
に
つ
い
て
争
わ
れ
る
行
政
訴

訟
に
お
い
て
は
、
迅
速
か
つ
充
実
し
た
審
理
の
た
め
、
行

政
庁
が
判
断
の
根
拠
と
し
た
資
料
を
早
期
に
訴
訟
資
料
と

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
民
訴
法
一
五

一
条
の
釈
明
処
分
の
特
則
と
し
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
民
訴
法
の
特
則
を
設
け
る
必
要
性
と
し
て
、
同
法
の

釈
明
処
分
が
訴
訟
の
当
事
者
か
ら
の
資
料
の
提
出
を
相
筵
疋

し
て
い
る
の
に
対
し
、
行
政
事
件
訴
訟
に
お
い
て
は
、
特

に
行
政
側
か
ら
の
資
料
の
提
出
が
そ
の
責
務
と
し
て
強
く

要
請
さ
れ
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。

対
象
と
な
る
資
料
は
、
の
処
分
又
は
裁
決
の
理
由
を
明

ら
か
に
す
る
資
料
、
の
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
記
録
で

あ
る
。
釈
明
処
分
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
の
制
裁
規
定
は

な
い
も
の
の
、
行
政
庁
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
釈
明
処
分
に
積
極
的
に
協
力
し
、
こ
れ
に
応
ず
る

姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、
正
当
な
理
由
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
対
象
資
料
に
つ
き
民
事
訴
訟
法
の
規
定
す
る
文

書
提
出
義
務
の
除
外
事
由
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
が

考
え
ら
れ
る
。

裁
判
所
の
釈
明
処
分
に
行
政
庁
が
従
わ
な
い
こ
と
に
対

す
る
制
裁
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
釈
明
処
分
の
効
力
に

つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
一
般
の
釈
明
処
分
の
場

合
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
提
出

に
応
ず
べ
き
義
務
の
有
無
及
び
提
出
に
応
ず
べ
き
資
料
の

範
囲
は
、
釈
明
処
分
を
受
け
た
行
政
庁
に
お
い
て
、
法
令

に
則
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
第

三
者
の
営
業
秘
密
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る

情
報
な
ど
、
そ
の
資
料
を
提
出
し
て
訴
訟
の
資
料
と
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
な
ど
、
資
料
等
の
提
出
又
は
送
付
を
拒
む
正
当
な

理
由
が
あ
る
と
き
は
、
釈
明
処
分
を
受
け
た
行
政
庁
は
資

料
等
の
提
出
又
は
送
付
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。
正
当
な
理
由
な
く
提
出
を
拒
ん
だ
よ
う
な
場
合
に

は
、
口
頭
弁
論
の
全
趣
旨

(民
訴
法
第
二
四
七
条
)
と
し

て
、他
の
証
拠
の
証
明
力
の
評
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、

裁
判
所
の
心
証
形
成
で
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
得
る
。
行
政
庁
が
、
裁
判
所
の
釈
明
処
分
に
従
っ

て
資
料
等
を
裁
判
所
に
提
出
し
、
訴
訟
記
録
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
資
料
等
に
つ
い
て
、
何
人
も
、
裁
判
所
書

記
官
に
対
し
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き

(民
訴
法
第
九
一
条
第
一
項
)、
当
事
者
及
び
利
害
関

係
を
疎
明
し
た
第
三
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
訴

訟
記
録
の
謄
写
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る

(民
訴
法
第
九
一
条
第
三
項
)。

行
訴
法
二
三
条
の
三
第
一
項
は
、
裁
判
所
は
、
訴
訟
関

係
を
明
瞭
に
す
る
た
め
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

被
告
で
あ
る
国
若
し
く
は
公
共
団
体
に
所
属
す
る
行
政
庁

又
は
被
告
で
あ
る
行
政
庁
に
対
し
、
処
分
又
は
裁
決
の
内

容
、
処
分
又
は
裁
決
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
、
処
分

又
は
裁
決
の
原
因
と
な
る
事
実
そ
の
他
処
分
又
は
裁
決
の

理
由
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

(第
二
三
条
の
二
第
二
項
に

規
定
す
る
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
記
録
を
除
く
。)
で

あ
っ
て
当
該
行
政
庁
が
保
有
す
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部

の
提
出
を
求
め
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

(第

一
号
)、
及
び
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政
庁
以
外
の
行
政

庁
に
対
し
、
第
一
号
に
規
定
す
る
資
料
で
あ
っ
て
当
該
行

政
庁
が
保
有
す
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
の
送
付
を
嘱
託

す
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

(第
二
号
)
を
定

め
て
い
る
。
資
料
を
保
有
す
る
行
政
庁
の
訴
訟
上
の
立
場
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の
違
い
に
応
じ
て
、
提
出
を
求
め
る
方
法

(第
一
号
)
と

送
付
を
嘱
託
す
る
方
法

(第
二
号
)
を
分
け
た
も
の
で
あ

り
、
釈
明
処
分
の
対
象
と
な
る
資
料
の
範
囲
は
同
じ
で
あ

る
o釈

明
処
分
の
対
象
と
な
る
資
料
は
、
処
分
又
は
裁
決
の

内
容
、
処
分
又
は
裁
決
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
、
処

分
又
は
裁
決
の
原
因
と
な
る
事
実
そ
の
他
処
分
又
は
裁
決

の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

(第
二
三
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
記
録
を
除
く
。
)

で
あ
る
。
処
分
又
は
裁
決
の
直
接
の
根
拠
に
用
い
ら
れ
た

資
料
を
綴
っ
た
一
件
記
録
に
相
当
す
る
よ
う
な
資
料
が
こ

れ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
処
分

又
は
裁
決
に
際
し
て
参
照
さ
れ
、
依
拠
さ
れ
た
よ
う
な
資

料
も
、
｢処
分
又
は
裁
決
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
｣

に
含
ま
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
に
お
い
て
は
、
原
処
分
の
一
件

記
録
の
よ
う
な
資
料
も
、
｢裁
決
の
原
因
と
な
る
事
実
そ

の
他
裁
決
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
｣
に
含
ま
れ
得

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を

経
た
後
に
提
起
さ
れ
た
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
に
お
い

て
、
第
二
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
求
め

又
は
送
付
を
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
審
査
請
求
に
係
る

事
件
の
記
録
以
外
に
も
裁
決
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
場

合
、
そ
の
裁
決
に
関
す
る
資
料
も
、
｢処
分
の
原
因
と
な

る
事
実
そ
の
他
処
分
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
｣
に

含
ま
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
る

審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
記
録
の
提
出
等
を
求
め
る
釈

明
処
分
(第
二
三
条
の
二
第
二
項
関
係
)に
つ
い
て
は
、
処

分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後
に
取

消
訴
訟
の
提
起
が
あ
っ
た
と
き
は
、
被
告
で
あ
る
国
若
し

く
は
公
共
団
体
に
所
属
す
る
行
政
庁
又
は
被
告
で
あ
る
行

政
庁
に
対
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
記
録
で
あ

っ
て
当
該
行
政
庁
が
保
有
す
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
の

提
出
を
求
め
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

(第
一

号
)、
及
び
第
一
号
に
規
定
す
る
行
政
庁
以
外
の
行
政
庁

に
対
し
、
第
一
号
に
規
定
す
る
事
件
の
記
録
で
あ
っ
て
当

該
行
政
庁
が
保
有
す
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
の
送
付
を

嘱
託
す
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

(第
三
号
)

を
定
め
て
い
る
。
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
記
録
を
保
有

す
る
行
政
庁
の
訴
訟
上
の
立
場
の
違
い
に
応
じ
て
、
提
出

を
求
め
る
方
法

(第

一
号
)
と
送
付
を
嘱
託
す
る
方
法

(第
二
号
)
を
分
け
た
も
の
で
あ
り
、
釈
明
処
分
の
対
象

と
な
る
文
書
の
範
囲
は
同
じ
で
あ
る
。
第
二
三
条
の
二
第

二
項
の
釈
明
処
分
は
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
経

た
後
に
取
消
訴
訟
の
提
起
が
あ
っ
た
と
き
に
さ
れ
る
。

｢取
消
訴
訟
｣
と
は
、
｢処
分
の
取
消
し
の
訴
え
及
び
裁
決

の
取
消
し
の
訴
え
｣
を
い
う
か
ら

(第
九
条
第
一
項
)、

裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
が
あ
っ
た
場
合
の
ほ
か
、
審
査
請

求
を
経
た
後
に
原
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た

場
合
も
、
裁
判
所
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
の
記
録
の

提
出
を
求
め
又
は
送
付
を
嘱
託
す
る
釈
明
処
分
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

三

行
政
訴
訟
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の

仕
組
み

1

被
告
適
格

改
正
前
の
行
訴
法
一
一
条
一
項
は
、
取
消
訴
訟
の
被
告

適
格
に
つ
き
、
処
分
又
は
裁
決
を
し
た
行
政
庁
を
被
告
と

し
て
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
行
政
庁
を
特
定
す
る
原
告
の
負
担

を
軽
減
し
、
訴
え
の
変
更
や
併
合
の
手
続
を
容
易
に
す
る

た
め
、こ
の
点
を
行
政
庁
の
所
属
す
る
行
政
主
体
に
改
め
、

つ
ま
り
、
当
該
処
分
又
は
裁
決
を
し
た
国
又
は
公
共
団
体

を
被
告
と
し
て
、
処
分
又
は
裁
決
を
し
た
行
政
庁
が
国
又

は
公
共
団
体
に
所
属
し
な
い
場
合
は
、
当
該
処
分
又
は
裁

決
を
し
た
行
政
庁
を
被
告
と
し
て
、
提
起
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
た
。国
に
所
属
す
る
行
政
庁
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
従
来
は
、
被
告
が

｢0
0
大
臣
｣
で
あ
っ
た
も

の
が
、
改
正
後
は
被
告

｢国
｣
と
な
る
た
め
、
権
限
法
の

規
定
に
よ
り
、法
務
大
臣
が
国
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
り
、

従
来
の
よ
う
な
行
政
庁
か
ら
法
務
省
へ
の
訴
訟
依
頼
手
続

は
不
要
と
な
り
、
民
事
訴
訟
手
続
同
様
の
手
続
と
な
る
。

な
お
、
行
訴
法
一
一
条
五
項
に
お
い
て

(三
人
条
に
お

い
て
他
の
抗
告
訴
訟
に
準
用
)
、
国
又
は
公
共
団
体
を
被

告
と
し
て
処
分
等
の
取
消
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
被

告
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
当
該
処
分
等
を
行
っ
た
行
政
庁

を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
訴
状
に
お
い
て
、
実
際
の
法
令
上
の
処
分
庁
が
地
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方
公
共
団
体
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誤
っ
て
被
告

｢国
｣
と
記
載
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
想
定
す
る
と
、
確
か
に
、

国
民
の
被
告
特
定
の
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、国
は
、

処
分
庁
で
あ
る
特
定
の
地
方
公
共
団
体
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該

被
告
に
対
し
、
過
度
な
事
務
負
担
ま
で
当
該
被
告
に
求
め

る
も
の
で
は
な
く
、
被
告
が
こ
の
義
務
に
反
し
た
場
合
の

制
裁
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い

(小
早
川
ら

｢詳
解
行

政
事
件
訴
訟
法
｣
-
五
二
頁
)
こ
と
か
ら
、
国
が
実
際
の

処
分
庁
を
仔
細
に
検
索
せ
ず
と
も
、
当
該
被
告
は
、
当
該

処
分
に
つ
い
て
被
告
適
格
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

訴
え
却
下
の
答
弁
を
す
る
こ
と
も
適
法
と
解
さ
れ
て
い
る
。

2

管
轄
裁
判
所

改
正
前
の
行
訴
法
三
一条
は
、
取
消
訴
訟
の
管
轄
に
つ

い
て
、
原
則
的
な
管
轄
を
行
政
庁
の
所
在
地
の
裁
判
所
と

し
て
い
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
新
た
に
被
告
の
普
通
裁

判
籍
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
が
原
則
的
な
管
轄
裁

判
所
に
加
え
ら
れ
、
国
、
独
立
行
政
法
人
等
を
被
告
と
す

る
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
高
等
裁
判
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方

裁
判
所
に
も
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

㈲

原
則
管
轄
裁
判
所

被
告
が
国
の
場
合
、
そ
の
普
通
裁
判
籍
が
法
務
大
臣
の

所
在
地
に
よ
り
定
ま
る
た
め

(民
訴
法
四
条
六
項
)、
こ

の
場
合
、
被
告
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
裁

判
所
が
原
則
的
な
管
轄
裁
判
所
は
、
東
京
地
裁
と
な
る
。

②

特
定
管
轄
裁
判
所

今
回
の
改
正
で
は
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
所
の
専
門

性
を
確
保
し
つ
つ
、
訴
え
を
提
起
す
る
原
告
の
便
宜
に
資
す

る
た
め
、
一
二
条
四
項
が
新
設
さ
れ
、
国
、
独
立
行
政
法
人

等
を
被
告
と
す
る
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
普
通
裁

判
籍
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
高
等
裁
判
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
地
方
裁
判
所
に
も
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
長
崎
県
に
住
所
を
有
す
る
者
が
国

を
被
告
と
し
て
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
は
、
原
告
の
普

通
裁
判
籍
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
高
等
裁
判
所
は
福
岡
高
裁

で
あ
り
、
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
は
福
岡
地

裁
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
国
の
処
分
庁
が
近
畿

地
方
整
備
局
長
で
あ
る
場
合
で
も
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者

が
長
崎
在
住
で
あ
れ
ば
、
福
岡
地
裁
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

3

出
訴
期
間
の
延
長

改
正
前
の
行
訴
法
一
四
条
一
項
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
三
ヵ
月
以
内
に
取
消
訴
訟
を
提
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
改

正
で
は
、
こ
れ
が
六
ヵ
月
に
延
長
さ
れ
た
。
改
正
前
は
、

出
訴
期
間
を
不
変
期
間
と
し
て
い
た
た
め
、
当
該
期
間
を

徒
過
し
た
場
合
、
こ
れ
が
誤
っ
た
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
救
済
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

今
回
の
改
正
で
は
、
不
変
期
間
が
削
ら
れ
、
｢正
当
な
理

由
が
あ
る
と
き
｣
に
出
訴
期
間
を
遵
守
で
き
な
か
っ
た
場

合
の
救
済
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
出
訴
期
間
の
起

算
日
の
統
一
を
図
る
た
め

(改
正
前
は
、
一
四
条
三
項
が

初
日
算
入
と
解
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
同
条
一
項
及
び
三

項
が
そ
れ
を
算
入
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
の

間
に
不
統
一
が
あ
っ
た
。)、
起
算
日
を
初
日
不
算
入
の
規

定
振
り
に
改
め
ら
れ
た
。

四

執
行
停
止
の
要
件
緩
和

執
行
停
止
の
要
件
に
つ
い
て
、
損
害
の
性
質
の
み
な
ら

ず
、
損
害
の
程
度
や
処
分
の
内
容
及
び
性
質
が
適
切
に
考

慮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
｢回
復
の
困
難
な
損
害
｣

の
要
件
を

｢重
大
な
損
生
温

に
改
め
る
と
と
も
に
、
重
大

な
損
害
を
生
ず
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
の
考

慮
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
執
行
停
止
の
要
件
に
つ

い
て
、
改
正
前
第
二
五
条
第
二
項
本
文
は
、
｢処
分
の
取

消
し
の
訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
処
分
、

処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
回
復
の
困

難
な
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

裁
判
所
は
、
申
立
て
に
よ
り
、
決
定
を
も
っ
て
、
処
分
の

効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
の
全
部
又
は
一
部

の
停
止

(以
下

｢執
行
停
止
｣
と
い
う
。)
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。｣
と
定
め
て
い
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
｢回

復
の
困
難
な
損
坐
こ

の
要
件
を

｢重
大
な
損
室
温
に
改
め

る
と
と
も
に

(二
五
条
第
二
項
)、
｢裁
判
所
は
、
前
項
に

規
定
す
る
重
大
な
損
害
を
生
ず
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に



当
た
っ
て
は
、
損
害
の
回
復
の
困
難
の
程
度
を
考
慮
す
る

も
の
と
し
、
損
害
の
性
質
及
び
程
度
並
び
に
処
分
の
内
容

及
び
性
質
を
も
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
｣
(同
条
第
三
項
)

と
定
め
た
。
個
別
の
事
案
に
お
け
る
判
断
は
、
裁
判
所
が

具
体
的
な
事
情
に
即
し
て
個
別
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
執
行
停
止
の
要
件
に
つ
い
て
、
損
害
の
性
質
の
み

な
ら
ず
、
損
害
の
程
度
並
び
に
処
分
の
内
容
及
び
性
質
を

も
適
切
に
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
金
銭
賠
償

の
可
能
性
も
考
え
る
と
損
害
の
回
復
の
困
難
の
程
度
が
必

ず
し
も
著
し
い
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
具
体
的
な
処
分
の
内
容
及
び
性
質
を
も
勘
案
し
た
上

で
、
損
害
の
程
度
を
勘
案
し
て

｢重
大
な
損
圭
三
を
生
ず

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
執
行
停
止
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(司
法
制
度
改

革
推
進
本
部
事
務
局
･行
政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
の
骨
子

と
行
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

･
平
成
一
六
年
一
〇

月
一
五
日
)。

五

仮
の
敵
酒
制
度
の
整
備

ー

仮
の
義
務
付
け
･
仮
の
差
止
め
の
制
度
を
新
設
す
る

意
義

抗
告
訴
訟
の
新
た
な
類
型
と
し
て
定
め
た
義
務
付
け
の
訴

え
及
び
差
止
め
の
訴
え
に
対
応
す
る
本
案
判
決
前
に
お
け
る

仮
の
救
済
の
制
度
と
し
て
、
新
た
に
、
｢仮
の
義
務
付
け
｣

及
び

｢仮
の
差
止
め
｣
の
制
度
を
設
け
、
本
案
判
決
前
に
お

け
る
仮
の
救
済
の
制
度
の
整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

2

仮
の
義
務
付
け

義
務
付
け
の
訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
義
務
付
け
の
訴
え
に
係
る
処
分
又
は
裁
決
が
さ
れ
な

い
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
を
避

け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
本
案
に
つ
い
て

理
由
が
あ
る
と
み
え
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
申
立
て
に

よ
り
、
決
定
を
も
っ
て
、
仮
に
行
政
庁
が
そ
の
処
分
又
は

裁
決
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

(第
三
七
条

の
五
第
一
項
)。
た
だ
し
、
仮
の
義
務
付
け
は
、
公
共
の

福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

す
る
こ
と
が
で
き
な
い

(第
三
七
条
の
五
第
三
項
)。

そ
の
ほ
か
、
仮
の
義
務
付
け
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
執
行
停
止
に
関
し
適
用
又
は
準
用
さ
れ
て
い
る
規
定

を
準
用
す
る

(第
三
七
条
の
五
第
四
項
)。
準
用
さ
れ
る

規
定
は
、
第
二
五
条
第
五
項

(疎
明
)、
第
二
五
条
第
六

項

(決
定
の
手
続
)、
第
二
五
条
第
七
項

(即
時
抗
告
)、

第
二
五
条
第
八
項

(即
時
抗
告
は
決
定
の
執
行
停
止
の
効

力
を
有
し
な
い
こ
と
)、
第
二
六
条

(事
情
変
更
に
よ
る

取
消
し
)、
第
二
七
条

(内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
)、
第
二

八
条

(管
轄
裁
判
所
)、
第
三
三
条
第
一
項

(拘
束
力
)

の
規
定
で
あ
る
。

仮
の
義
務
付
け
の
決
定
に
基
づ
い
て
行
政
庁
が
処
分
又

は
裁
決
を
し
た
後
に
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
処
分
又
は
裁
決
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
即
時
抗
告
に

つ
い
て
の
裁
判
又
は
事
情
変
更
に
よ
る
取
消
し
の
決
定
に

よ
っ
て
仮
の
義
務
付
け
の
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き

は
、
処
分
又
は
裁
決
を
し
た
行
政
庁
は
、
仮
の
義
務
付
け

の
決
定
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
又
は
裁
決
を
取
り
消
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

(第
三
七
条
の
五
第
五
項
)。

3

仮
の
差
止
め

差
止
め
の
訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
差
止
め
の
訴
え
に
係
る
処
分
又
は
裁
決
が
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
生
ず
る
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
を
避
け
る
た

め
緊
急
の
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
本
案
に
つ
い
て
理
由
が

あ
る
と
み
え
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
申
立
て
に
よ
り
、

決
定
を
も
っ
て
、
仮
に
行
政
庁
が
そ
の
処
分
又
は
裁
決
を

し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

(第
三
七

条
の
五
第
二
項
)。
た
だ
し
、
仮
の
差
止
め
は
、
公
共
の

福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

す
る
こ
と
が
で
き
な
い

(第
三
七
条
の
五
第
三
項
)。

そ
の
ほ
か
、仮
の
差
止
め
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

執
行
停
止
に
関
し
適
用
又
は
準
用
さ
れ
て
い
る
規
定
を
準

用
す
る

(第
三
七
条
の
五
第
四
項
)。
準
用
さ
れ
る
規
定

は
、
第
二
五
条
第
五
項

(疎
明
)
、
第
二
五
条
第
六
項

(決
定
の
手
続
)、
第
二
五
条
第
七
項

(即
時
抗
告
)、
第

二
五
条
第
八
項

(即
時
抗
告
は
決
定
の
執
行
停
止
の
効
力

を
有
し
な
い
こ
と
)
、
第
二
六
条

(事
情
変
更
に
よ
る
取

消
し
)、
第
二
七
条

(内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
)、
第
二
人

条

(管
轄
裁
判
所
)、
第
三
三
条
第
一
項

(拘
束
力
)
の

規
定
で
あ
る
。
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具

体

策

取消訴訟における原告適格の拡大
義務付け訴訟の法定 [新設]
差止訴訟の法定 [新設]
確認訴訟を当事者訴訟の- 類型として明示

審理の充実 ･促進

○ 裁判所が、 釈明処分として、 行政庁に対し、 裁決記録や
処分の理由を明らかにする資料の提出を求めることができ
ることとする [新設]

行政訴訟をより利用しやすく、分かりやすくするための仕組み

○ 抗告訴訟の被告適格の簡明化
○ 抗告訴訟の管轄裁判所の拡大
○ 出訴期間の延長
○ 出訴期間等の情報提供 (教示)制度の新設 [新設]

○ 執行停止の要件の緩和
○ 仮の義務付け ･仮の差止めの制度の新設 [新設]

図 1 行政事件訴訟法の改正のポイント

表 1 行政事件訴訟法各類型の要件等比較

訴訟類型 原告の提訴要件 裁判所の考慮等すべき事項

1 取消訴訟

執行停止
(申立て )

法律上の利益があること ----------
(以下, 共通要件)

> 法令 (関係法令参酌)趣旨 ･目的
処分利益の内容 ･性質等
(以下、共通要件)

弱増〒‘亭止
(申立て )

重大な損害 ･緊急性
(効力停止は、執行停止等で目的達成なら不可)

ら 回復IN 難の程度 (損害 ･処分の性質等勘案)
･緊急性

★次①又は②該当は執行停止決定不可
①公共の福祉に重大影響及ぼすおそれ
②本案に]理由がないとみえる

(当事者の意見聴取義務)

n 義務付け訴訟

仮の義務付け
(申立て)

(1)一定の処分しない場合
次の①及び②該当
①重大な損害のおそれ ----------
②適当な回避方･法が他になし

(2)法令に基づく申請ある場合
次の①又は②該当
①相当期間内に何ら処分なし
②取り消すべき等却下等された

く取消訴訟等と併合提起義務)

ジ 回復困難の程度 (損害 ･処分の性質等勘案)

･法令の規定から処分すべきこと明らか
又は処分しないことが裁量超えを監用

法令の規定から処分すべきこと明らか
又は処分しないことが裁量超え ･濫用

仮の義務付け
(申立て) 償うことができない損害 ･緊急性

次の①及び②該当
①償うことができない椙害 ･緊急性
②本案に理由があるとみえる

★次要件該当は執行停止決定不可
･公共の福祉に重大影響及ぼすおそれ

(当事者の意見聴取義務 )

m 差止め訴訟

仮 の 差 止 め
(申立て)

次の①及び②該当
①重大な損害のおそれ
②適当な回避方法きが他Iこなし

ジ 回復困難の程度 (損害 ･処分の性質等勘案)

仮 の 差 止 め
(申立て)

償うことができない損害 ･緊急性 次の①及び②該当
①償うことができない損害 ･緊急性
②本案に理由があるとみえる

★次要件該当は執行停止決定不可
･公共の福祉に重大影響及ぼすおそれ

(当事者の意見聴取義務 )

N 無効等確認訴訟 次の①及び②該当
①処分等の継続処分等で損害のおそれ
②処分等前提の訴訟で目的達成できない

V 不作為違法確認訴訟 処分等の申請者

訴訟類型



1 道路の新設･改築関係

高速自動車国道

予定路線

l民事 ･工事差止 l･-…◇

l民事 ･損害賠償 l--…◇
注)民事 ･工事差止め、損害賠償の提起時期は、一例を示し (訴えの

利益の有無等の判断を別とすれば)、上記の各段階に限られない。

2 道路の維持管理関係

一般国道

行政訴訟の対象 (最高裁) ----‐---‐---‐----一･一

直接国民の権利を形成り,範囲を確定させる法律上の行為
道路関係 (最高歳の判例なし)
<新設 ･改築関係>

--‐''"▲l‘‘--i-----l{"II"‘･"'"｣-　

i
･区域決定 (高裁)、供用の開始 (地裁 (高裁否定))

i <道路の維持関係>
!.占用許珂ゞ 特車許可v,原因者負担命令、監督処分等

…………-･亀差些訴訟｣ 版の羞導姿

--■------------
i
取消訴訟l

撥
劉

無効等確認旨彰

工事の施行

　　　　　　　　　　 　　　　　 　 　
…………■l 義務付け訴訟 !迩誘義務母猪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 羸鱸鬘 嚢
:不作為違法磁認訴訟;

馳 圓 ----.--------■---- - ---
圓 藁

. 讓 灘 識

図 2 道路管理における行政訴訟の提起可能性に係る概念図



お
わ
り
に

今
回
の
改
正
は
、
国
民
の
権
利
利
益
の
実
効
的
な
救
済

を
図
る
こ
と
が
趣
旨
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
契
機

に
従
前
で
は
原
告
適
格
を
有
し
な
い
者
か
ら
訴
訟
提
起
や

新
た
な
訴
訟
類
型
に
よ
る
訴
訟
提
起
も
予
想
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
回
の
司
法
制
度
改
革
の
目
的
が
、
行
政

需
要
の
増
大
と
行
政
作
用
の
多
様
化
に
伴
う
国
民
の
利
益

調
整
が
一
層
複
雑
化
等
の
変
化
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
に

か
ん
が
み
る
と
、
法
令
上
の
処
分
権
限
を
有
す
る
行
政
庁

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
的
確
に
対
応
す
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
各
実
体
法
に
基
づ

く
行
政
上
の
処
分
等
に
当
た
っ
て
も
、
引
き
続
き
、
適
宜

適
切
に
き
め
細
や
か
な
対
応
を
目
指
し
重
ね
る
こ
と
が
そ

の
対
応
の
適
切
か
つ
唯
一
の
方
途
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

各
行
政
庁
職
員
が
、
適
宜
改
正
さ
れ
る
各
実
体
法
の
趣
旨

等
に
係
る
理
解
を
深
め
、
判
例
の
動
向
に
も
注
視
す
る
不

断
の
努
力
も
必
要
で
あ
る
。

へ参
考
文
献
〉

･
塩
野
宏

｢行
政
法
I
へ
第
3
版
と

(二
〇
〇
三
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)
･
｢同
n
へ
第

3
版
と

(二
〇
〇
四
年
)
有
斐
閣

･
芝
池
義
一
｢行
政
救
済
法
講
義

へ第
2
版
補
訂
版
〉｣
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〇
〇
三
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)

有
斐
閣

･
園
部
逸
夫

｢注
解
行
政
事
件
訴
訟
｣
(
一
九
八
九
年
)
有
斐
閣

･
成
田
頼
明
先
生
古
希
記
念

｢政
策
実
現
と
行
政
法
｣
(
一
九
九
八
年
)

有
斐
閣

･
原
田
尚
彦

｢行
政
法
要
論

(
全
訂
第
5
版
〉｣
(二
〇
〇
四
年
)
学
陽

書
房

･
藤
田
宙
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｢行
政
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論
)
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4
版
と
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O
0
三
年
)
青
林

書
院

･
南
博
方
=
高
橋
滋
編
｢条
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行
政
事
件
訴
訟
法
^
第
2
版
と

(二
〇

O
四
年
)
弘
文
堂

･
宇
賀
克
也

｢改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
｣
(二
O
0
四
年
)
青
林
書
院

･
阿
部
泰
隆

｢行
政
事
件
訴
訟
要
件
論

へ
第
3
版
〉｣
(二
〇
〇
三
年
)

弘
文
堂

･
小
早
川
光
郎
=
高
橋
滋
編
｢詳
解
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
｣
第
一
法

規
･
伊
藤
眞

｢民
事
訴
訟
法

へ
第
3
版
補
訂
と

(二
〇
0
四
年
)

･
小
早
川
光
郎
絹

｢ジ
ュ
リ
ス
ト
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
研
究
｣
(二
〇

〇
五
年
)

･
法
務
省
大
臣
官
房
行
政
談
務
課

｢行
政
事
件
訴
訟
の
改
正
に
つ
い
て
｣

得 道ネテセ 2005,7



は
じ
め
に

本
件
は
、
第
一
春
判
決
添
付
の
物
件
目
録
記
載
の
土
地

(以
下

｢本
件
通
路
部
分
｣
と
い
う
。)
に
面
し
一
部
が
本

件
通
路
部
分
に
含
ま
れ
る
土
地
を
所
有
す
る
上
告
人
が
、

本
件
通
路
部
分
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
四
二
条
二
項
の

規
定
に
よ
り
同
条
一
項
の
道
路
と
み
な
さ
れ
る
道
路

(以

下

｢み
な
し
道
路
｣
と
い
う
。)
に
指
定
す
る
旨
の
被
上

告
人
の
処
分
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
い
る

事
案
で
あ
る
。
本
件
の
第
一
審
は
、
そ
の
処
分
性
を
肯
定

し
て
本
案
の
判
断
を
し
、
本
件
通
路
部
分
は
み
な
し
道
路

に
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
認
容
し
た
が
、

原
審
は
、
本
件
告
示
は
一
般
的
抽
象
的
な
基
準
を
定
立
す

る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
に
ど
の
道
路
が
み
な
し
道
路

に
当
た
る
か
も
不
明
で
あ
り
、
告
示
自
体
に
よ
っ
て
直
ち

に
私
権
制
限
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
道
路
内
建
築
制

限
違
反
に
よ
る
建
物
除
却
措
置
命
令
や
建
築
確
認
等
の
行

政
処
分
を
通
じ
て
初
め
て
そ
の
指
定
が
現
実
具
体
的
に
個

八
の
権
利
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
否
か
が
判
然
と
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
告
示
は
行
政
処
分
に
当
た
ら
な
い

と
し
て
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
本
件
訴
え
を
不
適

法
と
し
て
却
下
し
た
。
原
告
が
上
告
受
理
申
立
て
。
本
判

決

(平
成
一
四
年
一
月
一
七
日
)
は
、
一
括
指
定
の
方
法

に
よ
る
み
な
し
道
路
指
定
も
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行

政
処
分
に
当
た
る
と
し
て
、
破
棄
差
戻
し
を
し
た
。
以
下

概
要
を
紹
介
す
る
。

第
1

事
業
の
概
要

･

本
件
は
、
本
件
通
路
部
分
に
面
す
る
土
地
及
び
同
通
路

部
分
の
一
部
を
所
有
す
る
原
告
が
、
所
有
地
上
の
建
物
建

築
工
事
に
先
立
ち
、
本
件
通
路
部
分
が
建
築
基
準
法
四
二

条
二
項
の
規
定
す
る
同
条
一
項
の
道
路
と
み
な
さ
れ
る
道

路
、
い
わ
ゆ
る
み
な
し
道
路
に
当
た
る
か
否
か
を
建
築
主

事
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
し
道
路
に
当
た
る
旨
の
回

答
が
さ
れ
た
た
め
、
本
件
通
路
部
分
は
み
な
し
道
路
に
当

た
ら
な
い
と
し
て
、
同
条
二
項
の
特
定
行
政
庁
で
あ
る
被

告
に
対
し
、
本
件
通
路
部
分
に
つ
い
て
被
告
の
み
な
し

道
路
指
定
処
分
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認

(処
分
不

存
在
確
認
)
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

第
2

争
点

一
括
指
定
の
方
法
に
よ
る
み
な
し
道
路
指
定
が
抗
告

訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
処
分
に
当
た
る
か
否
か
。

第
3

主
文

原
判
決
を
破
棄
す
る
。

本
件
を
大
阪
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
す
。

第
4

理
由

一

原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
本
件
通
路
部
分
を
含
む
奈
良
県
南
葛
城
郡
御
所

町

(現
在
の
奈
良
県
御
所
市
)
は
、
法
の
施
行
日

で
あ
る
昭
和
二
五
年

三

月
二
三
日
以
前
か
ら
都

市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
被
上

告
人
は
、
同
年
二
月
二
八
日
付
け
奈
良
県
告
示
第

三
五
百
万
に
よ
り
、
｢都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て

建
築
基
準
法
施
行
の
際
現
に
建
築
物
が
立
ち
並
ん

で
い
る
幅
員
四
m
未
満

一
･
八
m
以
上
の
道
｣
を

二
項
道
路
に
指
定
し
、
同
三
七
年
十
二
月
二
八
日

付
け
奈
良
県
告
示
第
三
二
七
号

(以
下

｢本
件
告

示
｣
と
い
う
。)
に
よ
り
、
上
記
第
三
五
一
号
の
告
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建
築
基
準
法
園
二
条
二
項
所
定
の
い
わ
ゆ
る

み
な
し
道
路
の
指
定
と
抗
告
訴
訟
の
対
象

ー
最
高
裁
判
決
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之



示
を
廃
止
す
る
と
と
も
に

｢幅
員
四
m
未
満
一
･
八

m
以
上
の
道
｣
を
二
項
道
路
に
指
定
し
た
。

②
上
告
人
が
、
前
記
所
有
地
上
の
建
物
新
築
工
事
の

建
築
確
認
申
請
に
先
立
ち
、
本
件
通
路
部
分
が
二
項

道
路
に
当
た
る
か
否
か
を
奈
良
県
高
田
土
木
事
務
所

に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
元
年
一
月
三
〇
日
、
建

築
主
事
か
ら
本
件
通
路
部
分
は
二
項
道
路
で
あ
る
旨

の
回
答
が
さ
れ
た
。

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
の
下
で
、
本
件
告
示
は
、

包
括
的
に
一
括
し
て
幅
員
四
m
未
満
一
･
八
m
以
上
の

道
を
二
項
道
路
と
す
る
と
定
め
た
に
と
ど
ま
り
、
本
件

通
路
部
分
等
特
定
の
土
地
に
つ
い
て
個
別
具
体
的
に
こ

れ
を
指
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
不
特
定
多
数
の
者
に

対
し
て
一
般
的
抽
象
的
な
基
準
を
定
立
す
る
も
の
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
建
築
制

限
等
の
私
権
制
限
が
生
じ
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
抗
告

訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
処
分
に
当
た
ら
な
い
と
し
、

本
件
訴
え
を
不
適
法
な
も
の
と
し
て
却
下
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記
判
断
は
是
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
法
四
二
条
二
項
は
、
同
条
一
項
各
号
の
道
路
に
該

当
し
な
い
道
で
あ
っ
て
も
、
法
第
三
条
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
に
至
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
現
に
建
築
物

が
立
ち
並
ん
で
い
る
幅
員
四
m
未
満
の
道
で
、
特
定

行
政
庁
の
指
定
し
た
も
の
は
、
同
項
の
道
路
と
み
な

し
、
そ
の
中
心
線
か
ら
水
平
距
離
二
m
の
線
を
道
路

二三

の
境
界
と
み
な
す
も
の
と
し
て
い
る
。
同
条
二
項
の

用
さ
れ
る
に
至
っ
た
時
点
に
お
い
て
現
に
建
築
物
が

特
定
行
政
庁
の
指
定
は
、
同
項
の
要
件
を
満
た
し
て

立
ち
並
ん
で
い
る
幅
員
四
m
未
満
の
道
の
う
ち
、
ト

い
る
道
に
つ
い
て
、
個
別
具
体
的
に
対
象
と
な
る
道

を
二
項
道
路
に
指
定
す
る
い
わ
ゆ
る
個
別
指
定
の
方

法
で
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
本
件
告
示
の
よ

う
に
、
一
定
の
条
件
に
合
致
す
る
道
に
つ
い
て
一
律

に
二
項
道
路
に
指
定
す
る
い
わ
ゆ
る
一
括
指
定
の
方

法
で
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
同
項
の
文
言
の
み
か
ら

は
、
一
括
指
定
の
方
法
を
も
予
定
し
て
い
る
か
否
か

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
法
の
前
身
と
い

う
べ
き
市
街
地
建
築
物
法
の
建
築
線
制
度
に
お
け
る

行
政
官
庁
に
よ
る
指
定
建
築
線
に
つ
い
て
は
行
政
官

庁
の
制
定
す
る
細
則
に
よ
る
一
括
指
定
も
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
同
項
の
規
定
は
法
の
適
用
時
点
に
お
い
て

多
数
存
在
し
て
い
た
幅
員
四
m
未
満
の
道
に
面
す

る
敷
地
上
の
既
存
建
築
物
を
救
済
す
る
目
的
を
有
す

る
こ
と
、
現
に
法
施
行
直
後
か
ら
多
数
の
特
定
行
政

庁
に
お
い
て
一
括
指
定
の
方
法
に
よ
る
二
項
道
路
の

指
定
が
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
指
定
方
法
自
体
が

法
の
運
用
上
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
同
項
は
こ
の
よ
う
な
一
括
指

定
の
方
法
に
よ
る
特
定
行
政
庁
の
指
定
も
許
容
し
て

い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
件
告
示
は
、
幅
員
四
m
未
満
一
･
八
m
以
上
の

道
を
一
括
し
て
二
項
道
路
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
第
三
条
の
規
定
が
適

立
ち
並
ん
で
い
る
幅
員
四
m
未
満
の
道
の
う
ち
、
本

件
告
示
の
定
め
る
幅
一
･
八
m
以
上
の
条
件
に
合
致

す
る
も
の
す
べ
て
に
つ
い
て
二
項
道
路
と
し
て
の
指

定
が
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
、
当
該
道
に
つ
き
指
定
の

効
果
が
生
じ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
原
判
決
は
、
特

定
の
土
地
に
つ
い
て
個
別
具
体
的
に
二
項
道
路
の
指

定
を
す
る
も
の
で
は
な
い
本
件
告
示
自
体
に
よ
っ
て

直
ち
に
私
権
制
限
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
い

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
、
本
件
告
示
が
さ
れ

た
時
点
で
は
二
項
道
路
の
指
定
の
効
果
が
生
じ
て
い

な
い
と
す
る
趣
旨
で
あ
れ
ば
、
結
局
、
本
件
告
示
の

定
め
る
条
件
に
合
致
す
る
道
で
あ
っ
て
も
、
個
別
指

定
の
方
法
に
よ
る
指
定
が
な
い
限
り
、
特
定
行
政
庁

に
よ
る
二
項
道
路
の
指
定
が
な
い
こ
と
に
帰
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
見
解
は
相
当
と
は
い
え
な

い
。
そ
し
て
、
本
件
告
示
に
よ
っ
て
二
項
道
路
の
指

定
の
効
果
が
生
じ
る
も
の
と
解
す
る
以
上
、
こ
の
よ

う
な
指
定
の
効
果
が
及
ぶ
個
々
の
道
は
二
項
道
路
と

さ
れ
、
そ
の
敷
地
所
有
者
は
当
該
道
路
に
つ
き
道
路

内
の
建
築
等
が
制
限
さ
れ

(法
四
四
条
)、
私
道
の

変
更
又
は
廃
止
が
制
限
さ
れ
る

(法
四
五
条
)
等
の

具
体
的
な
私
権
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
特
定
行
政
庁
に
よ
る
二
項
道

路
の
指
定
は
、
そ
れ
が
一
括
指
定
の
方
法
で
さ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
別
の
土
地
に
つ
い
て
そ
の
本
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来
的
な
効
果
と
し
て
具
体
的
な
私
権
制
限
を
発
生
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
権
利
義
務
に
対
し
て
直

接
影
響
を
与
え
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
告
示
の
よ
う
な
一
括
指
定
の

方
法
に
よ
る
二
項
道
路
の
指
定
も
、
抗
告
訴
訟
の
対

象
と
な
る
行
政
処
分
に
当
た
る
と
鰐
す
べ
き
で
あ
る
。

②
そ
し
て
、
本
件
訴
え
は
、
本
件
通
路
部
分
に
つ
い

て
、
本
件
告
示
に
よ
る
二
項
道
路
の
指
定
の
不
存
在

確
認
を
求
め
る
も
の
で
、
行
政
事
件
訴
訟
法
三
条
四

項
に
い
う
処
分
の
存
否
の
確
認
を
求
め
る
抗
告
訴
訟

で
あ
り
、
同
法
三
六
条
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

四

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
訴
え
は
適
法
な
も
の
と
す
べ

き
と
こ
ろ
、
こ
れ
と
異
な
る
見
解
に
立
っ
て
本
件
訴
え

を
不
適
法
と
し
て
却
下
し
た
原
判
決
に
は
、
判
決
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。

論
旨
は
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理
由
が
あ
り
、

原
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
本
案
に
つ
い

て
更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
本
件
を
原
審
に
差

し
戻
す
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と

お
り
判
決
す
る
。

お
わ
り
に

い
わ
ゆ
る
個
別
指
定
の
方
法
に
よ
る
み
な
し
道
路
指
定

の
処
分
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
明
確
に
否
定
す
る
見
解

は
見
当
た
ら
ず
、
裁
判
例
と
し
て
は
個
別
指
定
の
処
分
性

を
明
確
に
肯
定
し
た
東
京
高
判
昭
五
七
･
八
･
二
六
行
集

三
三
･
八
･
一
六
九
0
、
本
誌
一
〇
五
0

･
五
九

(
一

審
静
岡
地
判
昭
五
六
･
九
･
一
八
行
集
三
二
･
九
･
一
六

四
〇
も
同
旨
)
が
あ
る
。
な
お
、
同
判
決
は
上
告
審

會
最

三
判
昭
五
九
･
七

･
一
七
判
例
地
方
自
治
八
･
一
〇
二

で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
一
括
指
定
の
場
合
の
処
分
性
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
が
行
政
処
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
処
分
の
不
存
在
確
認
訴
訟
に
つ
き
本
案
判
断
を
し
た

下
級
審
裁
判
例
は
多
数
存
在
す
る
が
、
こ
の
点
を
明
確
に

論
じ
た
学
説
等
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く

(久
保
田
浩
史

｢建
築
基
準
法
上
の
道
路

(三
)

｢み
な
し
道
路
指
定
処

分
｣
裁
判
実
務
大
系
"
、
金
子
正
史

｢二
項
道
路
に
関

す
る
二
、
三
の
法
律
上
の
問
題
｣
自
治
研
究
七
人
･
二
号
、

三
号
、
な
お
、
本
件
の
原
判
決
の
評
釈
と
し
て
は
、
山
村

恒
年
･
判
例
地
方
自
治
一
九
六
･
五
七
、
岩
倉
広
修
･
行

判
解
平
一
○

･
一
七
八
等
が
あ
る
。
)
、
ま
た
、
こ
の
点
を

判
示
し
た
最
高
裁
判
例
は
な
か
っ
た
。

一
括
指
定
の
処
分
性
を
否
定
す
る
論
拠
の
一
つ
と
し
て

は
、
指
定
の
対
象
自
体
が
個
別
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
や
、
一
括
指
定
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
い
ま
だ
私
権
制
限

が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
指
摘
を
す
る
む
き
が
あ
る

が
、
一
括
指
定
の
方
法
自
体
を
み
な
し
道
路
の
指
定
方
法

と
し
て
法
が
許
容
し
て
い
な
い
と
か
、
指
定
対
象
の
特
定

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
処
分
性
を
論
ず
る

以
前
に
建
築
基
準
法
四
二
条
二
項
の
指
定
と
し
て
の
有
効

性
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
み
な
し
道
路
指

定
自
体
は
特
定
行
政
庁
の
行
為
と
し
て
は
完
結
的
な
も
の

で
、
そ
の
後
の
建
築
物
除
去
命
令
等
は
、
一
括
指
定
に
よ

り
一
定
の
条
件
に
合
致
す
る
道
に
つ
い
て
み
な
し
道
路
指

定
に
よ
る
建
築
制
限
等
の
効
果
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
前

提
に
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
私
権
制
限

が
具
体
化
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
判
決
は
、
ま
ず
、
法
は
一
括
指
定
の
方
法
に
よ
る
み

な
し
道
路
指
定
も
許
容
し
て
お
り
、
本
件
告
示
に
よ
り
、

同
条
二
項
の
要
件
を
満
た
す
道
の
う
ち
、
告
示
の
条
件
に

合
致
す
る
道
す
べ
て
に
つ
き
み
な
し
道
路
の
指
定
が
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
た
道
に
つ
き
指
定
の
効
果
が
生

じ
る
と
し
て
、
本
件
告
示
に
よ
る
一
括
指
定
の
方
法
自
体

が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う
で

あ
る
以
上
、そ
の
指
定
の
効
果
が
及
ぶ
個
々
の
道
に
つ
き
、

そ
の
本
来
的
な
効
果
と
し
て
、
み
な
し
道
路
と
し
て
道
路

内
建
築
が
制
限
さ
れ
、
私
道
の
変
更
廃
止
が
制
限
さ
れ
る

な
ど
の
具
体
的
な
私
権
の
制
限
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
か

ら
、
こ
う
し
た
一
括
指
定
も
個
人
の
権
利
義
務
に
直
接
影

響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行

政
処
分
に
当
た
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
訴
え
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
三
条
四
項
の
処

分
の
存
否
の
確
認
を
求
め
る
抗
告
訴
訟
と
し
て
提
起
さ
れ
て

い
る
が
、
本
判
決
は
、
同
法
三
六
条
の
要
件
を
満
た
す
と
し

て
、
本
件
訴
え
は
適
法
な
訴
え
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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-
ト
六
面
を
含
め
て
二
七
面
の
す
べ

て
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
備

え
る
蓮
沼
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
で

は
、
蓮
沼
海
浜
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
建
設
さ
れ
た
、
九
十
九
里
浜
へ

打
ち
寄
せ
る
波
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
高

さ
三
0
m
(八
階
建
て
)
の
展
望
塔

が
そ
び
え
、房
総
一
円
は
も
と
よ
り
、

太
平
洋
の
大
海
原
や
日
本
一
長
い
砂

浜
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

初
日
の
出
に
は
絶
好
で
す
。

艦れ鬱の颪鱗
　

　　　　　　　きれ
んげ

あ
っ
ー
い
夏
を
、
今
年
は
九
十
九
里
海
岸
で
!

◆
は
じ
め
に

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
読
者
の
皆
さ

ん
、
は
じ
め
ま
し
て
、
千
葉
県
東
京

事
務
所
勤
務
及
び
と
ん
び
会
員
三
年

目
と
な
り
ま
し
た
佐
藤
と
申
し
ま

す
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
関
係
者

の
皆
様
よ
ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
今
回
は
、
千
葉
き
ら
め
き

総
体
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

･

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ

｢風
太
君
｣
と
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
、
千
葉
県

の
今
年
の

｢あ
っ
ー
い
夏
｣
オ
ス
ス

メ
ス
ポ
ッ
ト
、
キ
ム
タ
ク
御
用
達
の

九
十
九
里
海
岸
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
九
十
九
里
海
岸

千
葉
県
の

｢九
十
九
里
海
岸
｣
そ

の
名
の
と
お
り
、
広
大
な
海
岸
線
が

千
葉
県
東
京
事
務
所

佐
藤

秀
幸

飯
岡
町
の
刑
部
岬
か
ら
岬
町
の
太
東

崎
ま
で
約
六
六
踊
に
わ
た
っ
て
続
く

海
岸
で
す

(図
1
)。

え
、
六
六
蛔
は
何
里
?

メ
ー
ト
ル
条
約
加
入
時
四
三
･
三

蝿
を
一
一
里
と
し
た
か
ら
、
一
里
は

約
四
皿
、
一
七
里
無
い
で
は
な
い
か
。

あ
ま
り
に
違
い
す
ぎ
る
、
そ
も
そ

も
里
と
は
何
、古
い
書
物
で
探
す
と
、

里
の
単
位
は
さ
ま
ざ
ま
で
国
に
よ
っ

て
も
、
時
代
に
よ
っ
て
も
大
き
く
違

う
こ
と
が
判
明
。
中
で
も
中
国
の
律

令
制
に
よ
る
長
さ
の
単
位
に
一
里
は

お
よ
そ
六
五
0
m
と
の
資
料
が
あ
る

で
は
な
い
か
。

そ
う
か
、
九
十
九
里
の
謂
れ
は
満

更
で
も
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
白
砂
青
松
緑
の
海
岸
が
弓

状
に
続
き
、
多
く
の
海
水
浴
場
や
、

釣
り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
ほ
か
、
地
曳

網
な
ど
を
楽
し
む
雄
大
な
景
観
の
中

に
、
全
長
約
四
如
の
南
北
に
長
い
形

を
し
た
蓮
沼
海
浜
公
園
に
は
、
ス
タ

ジ
ア
ム
コ
ー
ト
一
面
、
照
明
付
き
コ

図
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◆
夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
悩
み(交

通
渋
滞
)

九
十
九
里
海
岸
に
は
年
間
海
水
浴

客
と
し
て
一
八
〇
万
人
が
訪
れ
ま

す
、
中
で
も
山
武
地
域
は
三
一七
万

四
、
O
O
〇
人
と
県
内
で
最
も
多
く

の
人
が
訪
れ
る
海
岸
で
あ
り
ま
す
。

山
武
地
区
の
海
水
浴
場
は
、
北
か

ら
横
芝
町

(屋
形
)、
蓮
沼
村

(殿

下
、
中
下
)、
成
東
町

(小
松
、
白

幡

･
丼
之
内
、
本
須
賀
)、
九
十
九

里
町

(作
田
、
方
貝
、
不
動
堂
、
真

亀
)
、
大
網
白
里
町

(白
里
中
央
、

四
天
木
、
南
四
天
木
)
一
四
の
海
水

浴
場
と
都
市
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

た
蓮
沼
ウ
オ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
が
あ

り
、
当
山
武
地
区
は
入
込
み
客
数
に

お
い
て
、
県
内
一
位
の
七
〇
万
九
、

0
0
0
人
の
九
十
九
里
町
、
四
位
の

大
網
白
里
町
二
三
万
九
、
O
0
0
人
、

五
位
の
成
東
町
二
一
万
一
、
0
0
0

人
と
県
内
ベ
ス
ト
テ
ン
に
三
町
が
存

在
し
ま
す
。

そ
ん
な
人
気
の
海
水
浴
場
を
も
つ

悩
み
は
、
首
都
圏
か
ら
比
較
的
近
距

離
で
到
達
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
海
水
浴
客
の
旅
行
手
段
が
圧
倒

的
に
マ
イ
カ
ー
利
用
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
帰
路
に
発
生
す
る
交
通
渋
滞
が

大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
県
の
他
県
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
、

首
都
圏
住
民
約
二
、
0
0
0
人
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
、
千
葉
県
観
光
に
関
す
る
不
満
な

点
、
改
善
し
た
方
が
よ
い
点
と
し
て

｢道
路
渋
滞
が
ひ
ど
い
駐
車
場
が
少
な

い
｣
が
過
半
数
を
超
え
、
際
立
っ
て

多
い
回
答
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

◆
交
通
渋
滞
状
況

九
十
九
里
海
岸
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(図
2
)
は
、
京
葉
道
路
か
ら
千
葉

東
金
道
路
東
金
I
C
か
ら
国
道
三
一

六
号
の
東
金
市
街
を
経
て
、
九
十
九

里
の
好
み
の
海
岸
へ
向
か
え
る
よ

う
、
東
金
九
十
九
里
有
料
道
路
か
ら

は
大
網
白
里
以
南
の
白
子
町
、
長
生

村
、
一
宮
町
へ
、
山
武
地
区
の
海
岸

へ
は

(主
)
東
金
豊
海
線
か
ら
大
網

白
里
町
へ
、
(主
)
東
金
片
貝
線
か

ら
九
十
九
里
町
へ
、
(
二

成
東
嶋

浜
線
か
ら
成
東
町
へ
、

(主
)
松

尾
蓮
沼
線
か
ら
蓮
沼
村

･
横
芝
町
へ

の
海
岸
へ
と
、
思
い
思
い
の
海
を
求

め
て
向
か
い
ま
す
。

夏
の
日
曜
日
に
一
日
一
二
万
人
が

訪
れ
る
当
地
区
で
は
、
帰
路
に
首
都

圏
へ
と
向
か
う
車
が
、
午
後
二
時
過

ぎ
か
ら
七
時
過
ぎ
ま
で
、
国
道
一
二

六
号
千
葉
東
金
自
動
車
道
の
東
金
I

C
を
先
頭
に
、
断
続
的
に
約
九
如
の

沼　

◆東篇エリア

◆下総エリア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ァ

ゆ

　◇▼

渋
滞
が
発
生
、
ま
た
国
道
に
流
入
す

る
各
海
岸
か
ら
の
県
道
は
一
如
以
上

の
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。

◇
観
光
渋
滞
の
緩
和
対
策
と
し
て
の

実
証
実
験

渋
滞
の
根
本
的
な
解
決
は
幹
線
道

路
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
が
、
季
節
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里

町

警

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

馴
渋

　
　
　　　

九十九里町

げ
形　図 季観光シーズンの渋滞状況 (九十九里 ･山武地区)



格
差
の
大
き
い
観
光
渋
滞
に
対
し
絶

対
的
な
交
通
容
量
が
不
足
す
る
ケ
ー

ス
に
お
い
て
、
渋
滞
の
ハ
ー
ド
対
策

を
短
期
間
で
行
う
こ
と
は
困
難
な
こ

と
か
ら
、
そ
こ
で
、
ソ
フ
ト
面
で
の

渋
滞
緩
和
策
と
し
て

｢観
光
地
ア
ク

セ
ス
改
善
モ
デ
ル
事
業
｣
を
実
証
実

験
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

◆
事
業
の
概
要

(観
光
地
ア
ク
セ
ス

改
善
モ
デ
ル
事
業
)

テ
ー
'
マ
…

地
域
と
取
組
む
情
報
提
供
に
よ

る
渋
滞
緩
和

1

実
施
主
体

･
千
葉
県
山
武
地
区
夏
期
観
光
安

全
対
策
本
部

･
千
葉
県

(戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
、

観
光
課
、
道
路
環
境
課
東
上

総
県
民
セ
ン
タ
ー
、
山
武
地
域

整
備
セ
ン
タ
ー
)

･
千
葉
県
警
察
本
部

(交
通
規
制
課
、
関
係
警
察
署
)

関
係
市
町
村

(渋
滞
関
係
市
町

村
、
山
武
郡
の
九
十
九
里
海
岸

海
水
浴
場
関
係
市
町
村
)

･
関
係
協
力
団
体

(観
光
協
会
、
地
域
情
報
提
供

協
力
者
、
そ
の
他
)

2

実
施
日

･
平
成
一
七
年
八
月
六
日

(土
)、

七
日

(日
)

･
八
月
一
三
日

(土
)、
一
四
日

(日
)

3

事
業
の
概
要

山
武
地
域
の
九
十
九
里
海
岸
の

海
水
浴
場
に
お
い
て
、
交
通
量
、

渋
滞
状
況
、
迂
回
路
等
の
帰
路
の

地
域
交
通
情
報
を
、
海
水
浴
場
の

案
内
所
に
掲
示
す
る
、
ま
た
放
送

設
備
に
よ
り
放
送
す
る
な
ど
、
観

光
客
に
直
接
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
移
動
経
路
や
時
間
変
更
を
促

し
、
I
C
の
利
用
分
散
化
を
図
る

な
ど
に
よ
る
実
証
実
験
を
行
い
、

地
域
が
主
体
的
に
観
光
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
改
善
に
取
組
め
る
よ
う
な

モ
デ
ル
を
提
示
し
、
今
後
県
内
各

地
に
活
用
を
図
っ
て
い
く

(図

3
)
0

◆
最
後
に

今
季
最
も
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
八

月
初
旬
の
週

末
に
お
い
て

実
験
を
行
い

窓集
設

ま
す
。
成
果

収
開

と

し

て
は
、

醗

交
通
量
調
査

や
情
報
提
供

に
よ
る
来
訪

ヴ

,

者
の
行
動
変

伊

化
を
ア
ン
ケ

供提tと

ー
ト
調
査
に

煤

よ
り
検
証
し

饑

よ
う
と
考
え

-

-

タ

タ

て
お
り
ま
す
。

ン

ン

セ

セ

制
報

千
葉
県
の

讓

九
十
九
里
海

交
交

警
路

岸
は
、
海
浜

県
道

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
年
間
を
通
じ
て
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
す
、
当
地
は
古
く
か
ら

七
福
神
の
信
仰
が
現
代
に
伝
承
さ

れ
、
七
福
神

(大
里
実
、
毘
沙
門
天
、

弁
財
天
、
布
袋
尊
、
寿
老
人
、
福
禄

寿
、
神
仙
観
･
恵
比
寿
神
)
が
舵
ら

れ
る
七
つ
の
寺
社
が
あ
り
ま
す
、
寺

社
巡
り
や
測
量
の
神
様
と
い
わ
れ
る

圓

　　　　　　　
図 3 道路渋滞情報提供システムの構築イメージ

(渋滞緩和地区 :山武地区 (国道126号の東金市合方交差点を中心とする地区)

渋滞情報提供のモニタ

観光施設で帰路交通

印

影
等

伊
能
忠
敬
の
出
生
地
を
探
索
す
る
の

も
い
い
の
で
は
。

是
非
九
十
九
里
海
岸
に
お
越
し
く

だ
さ
る
よ
う
、
ま
た
今
後
と
も
千
葉

の
道
路
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

50 道々テセ 2005.7



艦れ鬱鰯螂蠣

九
州
で
最
も
広
い
市
の
誕
生
で
す
。

佐
伯
市
の
海
岸
部
は
リ
ア
ス
式
海

岸

(写
真
1
)
と
な
っ
て
お
り
、
海
と

山
が
織
り
な
す
変
化
に
富
ん
だ
自
狭
豊
泉

観
と
と
も
に
、
天
然
の
良
港
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
緑
豊
か
な
山
々
に

は
新
緑
や
紅
葉
の
美
し
い
渓
谷

(霧
具

2
)
が
あ
り
、
訪
れ
る
人
々
に
涼
や
か

な
風
を
届
け
て
く
れ
ま
す
。

道行セ 2005,7 5メ

大
分
県
南
の
み
ち
づ
く
り

九
州
･
四
国
は
台
風
の
常
襲
地
帯

と
し
て
有
名
?

で
す
が
、
昨
年
は

台
風
の
当
た
り
年
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
台
風
が
襲
来
し
ま
し

た
。
中
で
も
台
風
二
三
号
に
よ
る
高

波
や
大
雨
に
伴
う
土
砂
崩
れ
に
よ
っ

て
、
県
南
の
県
道
や
町
道
が
寸
断
さ

れ
、
一
時
期
は
多
く
の
集
落
が
孤
立

す
る
状
況
が
生
じ
ま
し
た
。
昼
夜
を

問
わ
ぬ
復
旧
作
業
に
よ
っ
て
、
早
期

に
住
民
の
足
は
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、

住
民
の
生
活
を
守
る
上
で
道
路
の
果

た
す
役
割
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

今
回
は
、
誌
面
を
通
じ
て
、
大
分

県
南
部
と
こ
の
地
域
で
の
み
ち
づ
く

り
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

県
南
部
で
は
、
平
成
一
七
年
三
月

大
分
県
塞
宗
事
務
所

畔
津

義
彦

に
佐
伯
市
と
南
海
部
郡
の
八
町
村
が

合
併
し
て
、
新
し
い
佐
伯
市
が
誕
生

　
　

中

~

し
ま
し
た

(図
1
)。
人
口
約
八
万

四
、
O
0
0
人
、
面
積
約
九
〇
〇
如
、

竹田市

　　/

豊
後
大
野
市

　

西から東から

図 1 大分県の各市町村の位置図

写真 1 県南のリアス式海岸



佐
伯
市
で
は
温
暖
な
気
候
を
利
用

し
た
柑
橘
類
や
施
設
野
菜
を
は
じ

め
、
豊
か
な
森
林
資
源
や
水
産
資
源

を
活
用
し
た
農
林
水
産
業
が
盛
ん

で
、
特
に
、
ぶ
り
や
真
珠
の
養
殖
漁

業
は
有
名
で
す
。
実
は
私
は
刺
身
が

き
ら
い
で
し
た
が
、
一
五
年
ほ
ど
前

の
佐
伯
勤
務
の
間
に
、
新
鮮
な
海
の

幸
に
触
れ
、
す
っ
か
り
好
物
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
地
で
生
ま

れ
た
私
の
子
供
た
ち
が
、
ず
っ
と
健

康
で
い
ら
れ
た
の
は
県
南
の
お
い
し

安
心
で
き
る
道
路
網
と
は
言
い
難
い

状
況
で
す
。
昨
年
の
よ
う
な
災
害
を

出
来
る
限
り
少
な
く
す
る
た
め
に
、

危
険
な
箇
所
を
迂
回
す
る
バ
イ
パ
ス

の
整
備
な
ど
の
適
切
な
改
善
や
I
T

を
活
用
す
る
な
ど
の
効
率
的
な
維
持

管
理
が
今
後
の
重
要
な
課
題
だ
と
思

最
も
低
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
南
地
方
は
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い

地
形
条
件
も
あ
っ
て
県
下
で
も
道
路

整
備
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
地

域
内
の
町
と
町
を
結
ぶ
幹
線
道
路
を

中
心
に
か
な
り
整
備
が
進
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か

　
　　　　

　
騨

っ
て
い
る
た

緘“

め永の線緘
　　　

が
多
く

(写

真
3
)
、
大

雨
な
ど
が
続

く
と
法
面
の

崩
壊
が
生
じ

る
な
ど
、
未

だ
に
安
全
で

い
空
気
と
活
き
の
い
い
魚
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
工
業
は
、
昔
か
ら
の
造
船

業
や
セ
メ
ン
ト
産
業
に
加
え
、
発
酵

産
業
や
医
療
機
器
製
造
業
な
ど
複
層

的
な
展
開
を
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

県
下
で
は
製
造
業
が
牽
弓
役
と
な
っ

て
、
新
た
な
設
備
投
資
が
続
き
、
有

効
求
人
倍
率
が
九
州
ト
ッ
プ
と
な
る

な
ど
景
気
の
動
向
に
も
明
る
い
兆
し

が
見
え
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

県
南
で
は
有
効
求
人
倍
率
は
県
下
で

写真 2 藤河内渓谷

写真 3 県南の海岸部の県道



い
ま
す
。

ま
た
、
県
南
に
は
県
庁
所
在
地
で

あ
る
大
分
市
や
空
港
か
ら
の

｢時

間
.
距
離
｣
と
い
う
大
き
な
壁
が
あ

り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
大
分
市
か

ら
は
国
道

一
〇
号
経
由
で
約
六
五

蛔
、
約
一
時
間
三
〇
分
ほ
ど
の
道
の

り
で
す

翁
工港
ま
で
は
さ
ら
に
一
時

間
か
か
り
ま
す
)。

こ
う
し
た
中
、
平
成
一
三
年
一
二

月
に
は
佐
伯
市
の
す
ぐ
北
側
に
位
置

す
る
津
久
見
市
ま
で
東
九
州
自
動
車

道
が
開
通
し

(写
真
4
)、
日
常
生

活
は
も
と
よ
り
、
産
業
や
観
光
の
動

脈
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
津
久
見
市
か
ら
佐

伯
市
の
間
で
平
成
二
〇
年
度
の
二
巡

目
の
国
体
を
目
指
し
て
、
着
々
と
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

(写
真
5
)、

完
成
す
れ
ば
大
分
市
ま
で
約
三
〇
分

の
道
の
り
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
県
南
地
域
の

｢壁
｣
を
ブ

写真 4 東九州自動車道津久見 I C付近

読
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
大
分
県
南

の
地
を
訪
れ
、
美
し
い
自
然
や
海
釣

り
、
そ
し
て
活
き
の
い
い
魚
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

レ
イ
ク
ス
ル
ー
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

東
九
州
自
動
単
道
こ
そ
が
大
き
な
起
爆

剤
で
あ
り
、
地
域
が
自
立
し
て
、
他
の

地
域
と
対
等
に
競
筆
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
と
も
必
要
な
基
礎
的
条
件
だ
と
思
い

ま
す
。
福
岡
県
や
宮
崎
県
と
の
交
流
を

活
発
化
し
、
地
域
の
自
然
、
文
化
、
人

な
ど
の
す
ば
ら
し
い
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
、
産
業
や
観
光
の
振
興
を
図
る

た
め
に
東
九
州
自
動
車
道
の
一
日
も
早

い
供
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 写真5 建設中の東九州自動車道佐伯 I C (仮称) 付近

　 　
　

大分県名産の関アジ (左) ･関サバ (右)



画
曲
が
丘
が
め
ざ
す
街
づ
く
り
と
交
通
社
会
実
験

-
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
楽
し
く
安
全
に
歩
け
る
歩
行
空
間
の
創
出
実
験
ー

自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

平
井

泰
男

一

交
通
社
会
実
験
の
目
的

｢自
由
が
丘
｣
そ
の
歴
史
は
昭
和
三
年
、
手
塚
岸
衛
先

生
が
自
由
ヶ
丘
学
園

(小
学
部
)
を
開
校
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
東
急
大
井
町
線
が
開
通
し
た
昭
和
四
年
に
自

由
ヶ
丘
駅
と
命
名
さ
れ
、
昭
和
七
年
、
目
黒
区
政
施
行
に

伴
っ
て
目
黒
区
自
由
ヶ
丘
が
正
式
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

｢自
由
が
丘
の
名
前
｣
と

｢細
街
路
を
活
か
し
た
街
並

み
｣
は
自
由
が
丘
の
誇
る
文
化
遺
産
で
す
。
道
路
が
狭
か

っ
た
た
め
高
層
化
さ
れ
な
か
っ
た
街
並
み
は
、
発
展
と
と

も
に
面
的
な
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
｢細
街
路
｣
が
回

遊
性
を
生
み
出
し
、
道
路
が
狭
い
こ
と
で
必
然
的
に
歩
行

者
優
先
に
近
い
状
況
が
で
き
上
が
り
、
老
舗
と
最
新
流
行

の
店
舗
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
、
い
っ
来
て
も
新

発
見
の
出
来
る
街
と
し
て
も
人
気
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
は
、
目
里
州区
の
中
心
的

か
つ
広
域
集
客
力
を
有
す
る
人
気
の
商
業
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
絶
対
的
に
不
足
し
、
歩
行
者
と
車
が
錯
綜
す
る
危
険
な

交
通
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
ふ
れ
出
す
違
法

駐
輪
は
景
観
上
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
歩
行
者
へ
の
バ
リ

ア
ー
と
な
っ
て
高
齢
者
や
身
障
者
な
ど
の
方
々
へ
危
険
を

生
み
出
し
、
自
由
が
丘
の
掲
げ
る

｢人
に
や
さ
し
い
街
づ

く
り
｣
や
大
切
な
文
化
遺
産
の
価
値
さ
え
危
う
く
し
て
い

ま
す
。
自
由
が
丘
駅
の
至
近
で
二
本
の
都
市
計
画
道
路

(昭
和
二
二
年
の
線
引
き
)
に
よ
る
道
路
の
拡
幅
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
今
後

他
地
域
と
の
競

争
を
勝
抜
い
て
行
く
た
め
に
も
、
自
由
が
丘
固
有
の
街
並

み
を
生
か
し
た
街
づ
く
り
の
推
進
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め
の
対
策
を
探
る
た

め
、
平
成
一
六
年

三

月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
｢交

通
社
会
実
験
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
実
施
し
た
四
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
い
ず
れ
も
、
自
由
が
丘
が

｢人
に
や
さ

し
い
街
づ
く
り
｣
を
推
進
し
、
｢住
み
た
い

(住
み
続
け

た
い
)
街
｣、
｢行
っ
て
み
た
い

(ま
た
来
た
い
)
街
｣
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
必
要
な
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
有

効
と
思
わ
れ
る
施
策
を
一
定
期
間
、
仮
設
で
試
し
、
そ
の

効
果
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
な
交
通
施
策
に

つ
な
げ
る
事
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す

(図
↓

。

二

実
施
体
制

本
実
験
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
委
託
さ
れ
て
、
目
黒
区

認
定
T
M
0

(ま
ち
づ
く
り
会
社
)
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
･

ス
ピ
リ
ッ
ト
が
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由
が
丘
商
店
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バ
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由が丘

壤

目黒区自由が丘地区整備課

図 2 社会実験実施体制

プロジニタトチーム プロジェクトチーム プロジェクトチーム プロジェクトチーム

プロジェクト ･マネージャー

目黒区土木工事課

街
課

　

　
第

一

街
課

対

店
理

車

社
商
管

転

会

.
路

自

力
民

道

置
}~

協
住
区

　

　

　
　

街
振
興
組
合
が
中
心
と
な
り
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
企

画
立
案
か
ら
実
施
ま
で
を
担
当
し
ま
し
た

(図
2
)。

三

バ
ス
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験

1

実
験
の
概
要

駅
周
辺
の
歩
行
者
モ
ー
ル
化
を
想
定
し
て
、
現
在
実
施

さ
れ
て
い
る
歩
行
者
天
国
の
時
間
帯

(日
曜
･
祝
日
の
午

後
三
時
~
六
時
)
に
駅
前
広
場
ま
で
バ
ス

(東
急
コ
ー

チ
…
路
線
バ
ス
、
サ
ン
ク
ス
ネ
イ
チ
ャ
ー
バ
ス

…
N
P
O

法
人
運
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
)
を
進
入
さ
せ
て
見
る

こ
と
で
、
自
由
が
丘
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

(
エ
レ
ベ
ー

タ
ー

･
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

･
車
い
す
用
改
札

･
ス
ロ
ー
プ

設
置
等
)
を
想
定
し
た
連
絡
性
の
向
上
と
周
辺
商
店
街
へ

の
影
響
を
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
と
検
証
を

行
っ
た

(写
真
1
j
4
、
図
3
)。

2

広
報
活
動

･
沿
道
の
店
舗
!

説
明
会
の
開
催
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布

図 1 交通社会実験地域図



襲え饗需興さ淺災滅 さ乙、 、 こ ろ {‐へそいき燃しゞ

写真2 サンクスネイチャーバス駅前広場進入路 写真 1 東急コーチバス駅前広場進入路

　 　　 　　　　　　
　　 　　 　き

写真 4 バストランジットモール実験のアン
ケート調査

写真 3 駅前広場のバス停に向かう東急コーチとサンク
スネイチャーバス

火ヌ･トうンがツトモール興纖

　 　　 　　 　　 　

1幅:□□ ~ 1鰓:□◎
　　　　　　　　　　　　

3

実
験
実
施
日

･
平
成
一
六
年
三

月
二
三
日

(火
･
祝
)

午
後
三
時
~
午
後
六
時

町
会
･
商
店
街
に
チ
ラ
シ
配
布

来
街
者

(全
実
験
共
通
)
!

自
由
が
丘
商
店
街
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、自
由
が
丘
新
聞
、

目
黒
区
広
報
、
目
黒
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自
由
が
丘

駅
構
内
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

午叢実 駅目 自蕃 町禧バ ダ掲 駅奔 1彗星範盪遷◎
後 一 験 構 黒 由 者 会 街 ス 利 示 前 者

藁蝋事は醸癈コーチと
駅
前
及
び
バ
ス
ル
ー
ト
沿
道
へ
の
看
板

･
ポ
ス
タ
ー

バ
ス
社
内
及
び
バ
ス
停
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

街 ス 利
･ 社 用
住 内 者
民 及 :
: び

56 道行セ 2005.7

炎廼中姪溌冬辱廃壽とだ避難して寮生には捗り鵺激し窿ずのでご頭方教者騒いし義雄
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図 3 バストランジットモールチラシ



･
平
成
一
六
年
一
一
月
二
人
日

(日
)

午
後
三
時
~
午
後
六
時

4

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
分
析
と
今
後
の
課
題

調
査
対
象
…沿
道
店
舗
、
歩
行
者

･
来
街
者
、
バ
ス
利
用

者
、
周
辺
商
店
街
･
住
民

実
験
は
概
ね
好
評
で
バ
ス
が
進
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
約
六
0
%
の
賛
成
を
得
た
が
、
反
対
が
三
四
%
あ
り
、

直
ち
に
導
入
す
る
に
は
課
題
が
多
い
。
し
か
し
、
バ
ス
利

用
者
の
五
七
%
が

｢自
由
が
丘
で
買
い
物
を
す
る
機
会
が

増
え
る
｣
と
回
答
し
て
お
り
、
商
店
街
活
性
化
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
う

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
か
ら
も
導
入
を
目
指
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

(図
4
5
6
)。

四

ひ
の
轡
通
り
変
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
実
験

1

ひ
の
き
通
り
地
域
の
現
状

プ
ー
ル
パ
ー
ル
街

(銀
座
会
)

自
由
が
丘
駅
開
設
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
銀
座
二
丁
目
会
と

し
て
発
足
。
一
九
六
九
年
、
地
区
協
定
に
よ
り
店
頭
を
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
安
全
な
歩
行
空
間
を
創
出
。
右
側
駐
車

が
恒
常
化
し
て
い
る
。

自
由
が
丘
デ
パ
ー
ト

一
九
五
三
年
開
業
。
建
物
内
の
通
路
を
挟
ん
で
各
店
舗

が
対
面
し
て
い
る
建
物

(ひ
の
き
通
り
に
は
背
を
向
け
て

い
る
)
構
造
。
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図 4 ･バスが進入することについて

全意見】 N=37 1

　　　　　　　　　　

.･''････.･･.･･･

.･･.･･.･･.･･.･･･　　　　　　　　　　　

.･･.･･.･･.･･'‐--･･･.･･.･･.･

.･･.･･.････.･‘‐･･.･

　　　　　　　　　　　　　　　　　

対
概

反
鋭

図 5 バス利用時の状況

【バス利用者】 N=135用利

Rみる“営
ん八･
物
%

"表
望
み““営
みと

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　

　
　　

　　　　　　　　　　　　

安

由

れ

　　
　　
　　
　　

健
-

5

1

G

歩

3

."

ら
･
%

‘rrrよ
さ

【

弓ヌ
ムム･
わ
糺
8

%~~%%~
･

"
≧
!
.
変

3

さ
こ

な
乃

三
宅
三
宅
.,,!
,,..,.

ら
7

浮ゞ
雲
浮
雲
中
学
学
帽

な
7

nY-!･
,-------･･.･･.･･.･

カ
3

わ

【バス利用者意見】 N=135

.･･.･'‐,･.･

.･･.･･.･･.･･.･

.･････

自由が丘の買い物機会

【全意見】 N±330

.･･.･･.･･･

.･･.･･.･･.･･.･

.･･.･･.･･.･･.･･･

･%~%＼%~%‐
ら
、
%

･ゞ
ゞゞ
/ゞさ

き
･＼を
%"
･
わ
熟
め

~もち･そ
ご
'

＼%%%%%%"
%
変
て
廚

〆ゞ〆学
び
▲を

　
　
　　　
　
　

為
靴

増
30

る減

【歩行者意見】 N=195

図 6 買い物機会への影響

l
!
!
!
ら
、
%

･"営
んム計

　　　　　　　　
　
　
　
　　　　　　

ら
、
%

拗
れ
協

川
る
%

ゞゞ
ゞゞ
ゞゞ
ゞゞ
≦
‐

　
　

　　
　　　　
　　

増
=

…営
み営
も%



2

実
験
の
概
要

目
黒
区
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
基
本
構
想

(平
成
一

六
年
三
月
策
定
)
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
特
定
経
路

(ひ
の

き
通
り

"
プ
ー
ル
パ
ー
ル
街
/
自
由
が
丘
デ
パ
ー
ト
間
の

延
長
約
八
五
m
の
区
間
)
で
、
歩
行
者
に
と
っ
て
安
全
で

快
適
な
買
物
空
間
を
作
り
出
す
た
め
、
仮
設
で
歩
道
拡
幅

の
実
験
を
行
い
、
本
格
整
備
に
向
け
た
検
討
の
た
め
の
デ

ー
タ
収
集
と
検
証
を
行
う
。

前
半
の
一
週
間
は
既
存
の
歩
道
上
空
地
(約
一
･
五
m
)

を
約
三
m
に
拡
幅
。直
線
的
に
仮
設
で
歩
車
分
離
を
行
う
。

後
半
の
一
週
間
は
同
様
の
歩
行
空
間
を
確
保
し
つ
つ
道
路

上
二
ヵ
所
に
停
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

(写
真
5
,
8
、

写真5 通常のプールパール街

図
7
)
。

3

広
報
活
動

･
沿
道
商
店
会
!

説
明
会
の
開
催
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布
。

･
納
品
業
者
!

商
店
を
介
し
て
チ
ラ
シ
配
布
、
停
車
車
両
に
チ
ラ
シ

配
布
。

4

実
験
実
施
日

平
成
一
六
年
三

月
一
六
日

(火
)
~
二
九
日

(月
)

(
一
週
間
ご
と
に
形
態
を
変
え
て
実
施
)

　　

　　
　

　デ

-

丘
バ

が
ル

　　
　　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

鬱
赫
獲
ゑ
淺
瀞
は
閖
鰯
る

‐

目
[ブ

　

　

　
　

　　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

グリーンを配置した様子

微

　

　
　　

写真 7 停車位置の脇を通り抜けるタクシー



嚢鹸時の『ひのき通り｣鉾レイアウト
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　　　　　! サッシ講ラドラム U { U鞠藤が丘
考、…~" )ミート 群 .- -

デ者一ト人謙! サッシ講ラドラム U { U鞠藤が丘

壼 ~ '′＼
茨~ムミ＼＼裁聽パリケー群

デ朽ート人謙

覆 れ ~も 懇ゆき護り 飜準繃鞆鬮

　 　 　

ね -( "“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

　 　
　　　　　

デパート入醗

　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　 　　 　 　
　　　 　　　　　 　　　 　　　　

白蝋

図 7 バリアフリー実験レイアウト図

- 賎影響;l法なはし、 … 習、‘詩激戦つ花に !ほわ、…‐

　　　　 　 　
　 　

　

　　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　
　

　　　　　　　 　　　　　　 5

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
分
析
と
今
後
の
課
題

調
査
対
象

“
ひ
の
き
通
り
沿
道
店
舗
、
納
品
業
者
、
来
街

リ ノ◎コ ツ 調 5

　 　
　 　

　 　　　

　 　 　　　　　
実
験
期
間
中
の
ひ
の
き
通
り
は
A
型
バ
リ
ケ
ー
ド
･
ク

ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
で
工
事
現
場
さ
な
が
ら
と
な
り
、
沿
道

3 7 (ほう鱗袋 廓0 (6 7 髪国

図 8 店舗への影響について

このまま 輛上柴円△ - 馨駿は 判断でき餅 眩か
　　　 　　 　　　　　　

　　　　　
3較1 7 菱錦 ゞ ^ 5 (忽8 9発叡 き ,“

全体
　　　　　 　　　　　　　 　　

図 9 交通バリアフリー社会実験の評価 (商店街)
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の
店
舗
か
ら
苦
情
が
殺
到
し
た
。
｢社
会
実
験
で
あ
っ
て

も
自
由
が
丘
ら
し
さ
を
｣
と
い
う
こ
と
で
、
鉢
植
え
や
グ

リ
ー
ン
が
商
店
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
。

眩
把

　
　

　
　

　鎌　
　

売
国

　　
讓

来

　

　
　図

ひ
の
き
通
り
を
は
さ
ん
で
向
き
合
っ
た
二
つ
の
商
店
会

か
ら
利
害
の
絡
ん
だ
、
相
反
す
る
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
本
整
備
に
向
け
て
合
意
形
成
が
重
要
課
題
で
あ
る
。

自
動
車
利
用
者
か
ら
は
道
路
を
駐
停
車
場
と
し
て
利
用
で

き
な
い
こ
と
で
不
満
が
多
い
。
一
方
、
買
い
物
客
の
七

0
%
が
歩
道
の
拡
幅
に
賛
成
し
て
お
り
、
安
全
で
快
適
な

買
い
物
空
間
と
し
て
の
整
備
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
一
方
で
共
同
荷
捌
き
シ
ス
テ
ム
や
駐
車
場
の
整
備
が

望
ま
れ
る

(図
8
j
m
)。

五

放
置
自
転
車
対
策
実
験

1

自
由
が
丘
の
放
置
自
転
車
対
策
の
現
状

自
由
が
丘
駅
周
辺
に
は
約
二
、
0
0
0
台
の
放
置
自
転

車
が
あ
る
。
駐
輪
場
は
一
ヵ
所
も
な
く
、
そ
の
最
大
の
理

由
が
駅
の
至
近
に
候
補
地
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。一

九
九
三
年
に
自
由
が
丘
駅
周
辺
放
置
自
転
車
等
対
策

協
議
会
設
立
。
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
。

写真 9 実験実施前と実験期間中の比較

2

実
験
の
概
要

駅
前
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
を
仮
設
駐
輪
場
に
誘
導

し
、
安
全
･
快
適
に
歩
け
る
駅
前
広
場
、
自
由
が
丘
ら
し

い
美
し
い
駅
前
広
場
創
出
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
収
集
。
対

策
強
化
日
の
二
日
間
は
人
海
戦
術
で
駅
前
広
場
に
乗
り
入

れ
て
く
る
自
転
車
利
用
者
に
仮
設
駐
輪
場
の
設
置
と
利
用

を
P
R

(写
真
9

･
1 0
、
図
=
)
。
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図f2 仮設駐輪場の位置について

る

い

ぎ

よ

他

　
　

　

　

□

■

□

□

図内

　　　　　
写真= 仮設駐輪場案内図

3

広
報
活
動

･自
転
車
利
用
者
!

対
象
エ
リ
ア
内
の
全
自
転
車
に
チ
ラ
シ
配
布
及
び
取

り
付
け

4

実
験
実
施
日

･
平
成
エ
ハ年
三

月
一
六
日

(火
)
~
一
一
月
二
九
日

(月
)
の
連
続
二
週
間

･
対
策
強
化
日

･
平
成
一
六
年
一
一
月
二
五
日

(木
)
の
午
前
七
時
~

午
後
六
時

･
平
成
エ
ハ
年
三

月
二
人
日

(日
)
の
午
前
八
時
~

午
後
六
時

5

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
分
析
と
今
後
の
課
題

調
査
対
象
…自
転
車
利
用
者

今
回
の
実
験
で
駅
か
ら
仮
設
駐
輪
場
ま
で
の
距
離
が
約

二
〇
0
m
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
0
%
以
上
の
利

用
者
が
遠
い
と
は
感
じ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
駐
輪
場
の

常
設
を
望
む
声
も
高
く
、
自
由
が
丘
に
お
け
る
駐
輪
場
の

候
補
地
選
定
の
エ
リ
ア
が
広
が
っ
た
こ
と
で
用
地
取
得
の

可
能
性
も
高
ま
っ
た
。
目
黒
区

(世
田
谷
区
)
と
の
協
議

の
中
で
少
し
で
も
早
い
用
地
取
得
~
駐
輪
場
の
設
置
を
目

指
し
た
い

(図
惚
)。

道イテセ 2005.7 6!

写真TO 仮設駐輪場利用状況



写真= 荷捌き駐車場の様子

騨
世田谷区側緑道沿い

図f3 路上荷捌き車対策地域

六

路
上
荷
捌
者
車
対
策
実
験

1

南
口
商
店
会
の
現
状

一
九
六
三
年
に
南
口
商
店
会
を
設
立
。
自

由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合
加
盟
の
三
一支
部

中
二
番
目
の
規
模
の
商
店
会
。
一
九
九
二
年

か
ら
地
区
計
画
を
導
入
し
た
街
づ
く
り
の
中

で
街
並
み
の
整
備
、
業
種
規
制
等
を
実
施
し

て
き
た
結
果
、
平
成
一
五
年
秋
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ス
イ
ー
ツ
フ
ォ
レ
ス
ト
を
筆
頭
に
街
区

内
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
魅
力
あ
る
店
舗
が
出

店
し
、
自
由
が
丘
一
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

る
地
域
で
あ
る
。
一
方
で
自
由
が
丘
特
有
の

狭
い
道
路
、
ス
ー
パ
ー
店
頭
や
緑
道
上
に
あ

ふ
れ
る
放
置
自
転
車
、
道
路
上
の
ス
ペ
ー
ス

を
奪
い
合
う
よ
う
に
出
入
り
す
る
配
送
ト
ラ

ッ
ク
等
、
｢人
に
や
さ
し
い
街
｣
を
標
椦
す
る

に
は
改
善
す
べ
き
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

2

実
験
の
概
要

南
口
商
店
会
エ
リ
ア
を
対
象
に
民
間
運
輸

業
者
の
協
力
を
得
て
、
荷
物
の
搬
入
搬
出
の

集
約
化
を
行
い
、
共
同
集
配
シ
ス
テ
ム
実
現

へ
向
け
て
、
周
辺
の
荷
捌
き
ト
ラ
ッ
ク
の
台

数
削
減
に
よ
る
渋
滞
緩
和
や
歩
行
者
の
安
全

性
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
と

62 道行セ 2005.7
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検
証
を
行
っ
た

(写
真
=
･
12
、
図
惚
･
曽
)。

3

広
報
活
動

･
南
口
商
店
会
各
店
舗
!

説
明
会
の
開
催
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
チ
ラ

シ
配
布
。

･
納
品
業
者
!

商
店
を
介
し
て
チ
ラ
シ
配
布
、
協
力
依
頼
。

･
来
街
者

･
歩
行
者
!

街
区
内
に
看
板
の
掲
示
、
配
達
用
台
車
へ
の
広
報
看

板
取
り
付
け

(協
力
業
者
)

4

実
験
実
施
日

･
平
成

一
六
年

三
一月
六
日

(月
)
~
三
一月
一
七
日

(金
)
(土
･
日
を
除
く
)

5

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
分
析
と
今
後
の
課
題

調
査
対
象
…南
口
商
店
会
会
員
店
舗
、
運
送
業
者

今
回
の
実
験
が
荷
捌
き
車
対
策
の
解
決
に
つ
な
が
る
…
六

九
%
、
車
両
の
流
入
規
制
が
必
要

"五
九
%
、
今
回
の
実
験

が
解
決
の
第
一
歩

…九
0
%
と
好
感
触
で
あ
っ
た
。
運
送
業

者
か
ら
も
こ
れ
に
近
い
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

協
同
集
配
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
た
め
に
は
協
同
集
配

図14 告知ポスター ･チラシ

セ
ン
タ
ー
等
の
物
流
拠
点

の
確
保
が
絶
対
条
件
と
な

る
。
高
い
地
価
が
反
映
さ

れ
た
地
域
で
の
運
営
コ
ス

ト
の
確
保
が
最
大
の
課
題

と
な
る
が
、
真
の

｢人
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
｣
の

実
現
の
た
め
に
も
是
非
実

現
さ
せ
た
い
課
題
で
あ

り
、
商
店
街
の
強
力
な
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で

あ
る

(図
修
)。

図15 今回の実験のような集配方法が路上荷捌き車対策になるか ?

るなに
%犠解

に
い

策
な
%

決
ら
24

解
な

【運送業者】 その他

るなに
%犠解

に
い

策
な
%

決
ら
27

解
な
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